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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　偶像崇拝者たちのあてどない狂騒曲





帝暦三七八九年六月二十六日　第七帝国ジドレー州チャウチャイ川流域









　二人は逃にげた。

　暁あかつきも、白日も、黄昏たそがれも、夜よ更ふけも、逃げつづけた。

　逃げる途と中ちゆう、鱗豹馬ラパード売りの隊商に出くわして、二頭の鱗豹馬ラパードを買い受けた。

　瑠る璃り色いろと黒こつ褐かつ色しよくの鱗豹馬ラパードにまたがって、二人は逃げた。

　全身が鱗うろこに覆おおわれていて、身体からだつきは豹ひように似ているが、体格はむしろ虎とらに近い。鱗豹馬ラパードは雑食で、粗そ食しよくにも耐たえ、馬にまさるとも劣おとらぬ脚きやく力りよくと、馬以上の持久力を誇ほこる。

　野生種はけっして人に馴なれないというが、人に育てられた鱗豹馬ラパードは従順で、利口だ。寒さに弱いから、北上するにつれて見かけなくなるものの、大陸の南方では馬よりも広く、重く用いられている。牛馬や羊、山羊やぎ、豚ぶた、それから北方の大箆鹿エメルに匹ひつ敵てきするくらい、人間にとって重要な家か畜ちくだ。

　キサルギと、クロツナ、二頭の鱗豹馬ラパードに揺ゆられて、二人は逃げた。

　赤黒隊ノワルージユに追いたてられ、国境を目指すこともままならず、追いこまれるようにして東へ、南へ、また東へと、ひたすら逃げた。

　逃とう走そうこそが、二人の宿命だった。

　いったい、どれだけ逃げただろう。

　生おい茂しげる丈たけ高い、年とし古ふる樹木に、蔓つるがぐねぐねと絡からみついている。奇き怪かいな羊歯しだ植物や、毒々しい茸きのこ、おぞましい地上根に覆い隠かくされそうな地面は、ぬかるむ寸前だ。雨季の密林は、靄もやに閉とざされ、宵よい闇やみに包まれようとしていた。

「疲つかれてないか」

　カルアが首を撫なでてやると、クロツナはちょっと頭をもたげて、甘えるように、クォ、と鳴いた。

「無理させて、ごめんな。もう、しばらく……丸三日くらいは追っ手の姿を見てないし、油断は禁物だけど、そろそろ、しっかり休ませてやるから」

　左ひだり腕うでを動かしてみた。痛みはない。右みぎ脚あしに力を入れてみる。まあなんとかだいじょうぶな範はん囲いだ。

「ドロシー」

　隣となりを見て、カルアはため息をついた。

　ドロシーは一応、キサルギの手た綱づなを握にぎっている。でも、上半身を前ぜん傾けいさせすぎだ。漆しつ黒こくの絹糸を束ねたような髪かみが、鱗豹馬ラパードの首筋に垂れかかっているほどだから、その傾かたむき具合は尋じん常じようじゃない。

　しかもというか、当然というべきか、ドロシーは目をつぶっている。

「……また寝ねてるし」

　よく落馬してしまわないものだ。でも、べつにドロシーが器用なわけじゃない。キサルギのおかげだろう。カルアは表情をゆるめた。

「ありがとな、キサルギ」

　声をかけると、キサルギはいかにも賢かしこそうな黄色い目でカルアを見て、クァ、と小さな声を出した。

「ほんとに──動物はいいよ。無む駄だにやかましくないし。こっちがちゃんとしてれば、きっちり言うこと聞いてくれるし。厄やつ介かい事を引き起こしたりしないしさ……」

　人間はいやだ。

　だって、何かにつけ、とにかくめんどくさい。

　──と、不意にドロシーが目を見開いて、こっちに顔を向けた。

　もっとも、依い然ぜんとして上体は前傾しまくっている。

「寝てないけど？」

「……はいはい。寝てない寝てない」

「本当に、わたしは寝ていなかった。少しのあいだ目をつぶっていたかもしれないけど、それは瞼まぶたを休きゆう憩けいさせていただけ」

「はいはいはい。わかってるわかってる。休憩休憩」

「一つ訊きいてもいいですか」

「どうぞどうぞ。一つでも二つでも三つでも」

「なぜそういう意地悪でいやみな言い方ができるのか教えてほしい」

「意地悪だからじゃないの。いいから、とりあえず身体、起こしたら？　つらいだろ、そのままだと」

「い、言われなくても、いま起こそうとしていた。ほら。起こした。どう？」

「どうって。そんなことで胸を張られてもね……」

「どうやら、この生きつ粋すいの変態野や郎ろうは、大きくない胸には張る価値すらないと言いたいようです」

「言いたくないし、そういうふうには思ってないよ。だいたい、む、むっ、む、胸が大きいとか、ち、小さいとか」

「胸に言げん及きゆうする際に動どう揺ようしすぎ。意識しすぎ。意識を胸に集中させすぎ。日がな一日そのことばかり考えて、頭がばくはつしそうになっていることはもはや明白」

「胸が大きいとか小さいとかっ。どうだっていいし……」

「よく臆おく面めんもなくそんなことが言える」

　ドロシーはまっすぐな黒髪を振ふり乱す勢いで前を向くと、

「行って、キサルギ！」

　掛かけ声をかけて、鱗豹馬ラパードの腹を軽く蹴けった。

「あ、ちょっ──くそ、何なんだよ、もう！」

　とんでもない言いがかりだ。腹立たしいかぎりだが、このままドロシーを先に行かせるわけにもいかない。カルアはクロツナを急がせて、キサルギを追いかけた。

　二頭と二人は密林をゆく。

　やがて、夜の気配が靄よりも色いろ濃こくなった。もうほとんど何も見えない。

　鱗豹馬ラパードの感覚を頼たよりに、二人は進む。

　進むうちに、押し包まれそうな、むっとする空気の匂においが、だんだんと変化してきた。行く手が開けているのか。

　風が肌はだを撫でた。少し冷たく感じるほどの、湿しめった風だ。

　二頭の鱗豹馬ラパードが足を止めた。この先は急きゆう斜しや面めんだ。崖がけというべきか。

　ドロシーが崖の下を指さした。

「カルア、村が」

「ああ」

　うなずいて、カルアは目を凝こらした。

　薄うす靄もやがかかっていて、見通しはよくないが、崖の下に数十、いや、おそらくそれ以上の人家が連なっている。大半は寝静まっているようだ。それでも、あちこちにちらちらと、明かりらしきものがほの見える。ドロシーはキサルギの首を撫でながらカルアに顔を向けて、ほんの少しだけ笑い、

「ひと息つけそう」

「だといいけど」

　カルアは手綱を斜ななめに引いてクロツナを煽あおった。

　二頭と二人がいる集落の西側は崖だが、南側は緩かん斜しや面めんだ。北側はどうも段々畑になっているらしい。ここからだと、東側までは見えないが、靄はそっちのほうから流れてくる。川があるのかもしれない。たしかこのあたりには、チャウチャイ川という大きな川が流れているはずだ。それだろうか。

　南側のだらだら坂を下ると、柵さくがあった。集落の周囲に張りめぐらされているのか。さして高くないし、鱗豹馬ラパードは跳ちよう躍やく力にもすぐれているので、跳とび越こえられそうだ。でも、不法侵しん入にゆうするみたいで、気が引ける。ドロシーがキサルギを止めて、カルアのほうを見た。

「勝手に入ってもいいものだと思う？」

「僕に訊かれてもね。村の人じゃないし」

「誰だれかいませんか！」

「……ドロシー。夜だよ。遅おそい時間なんだよ。やめようよ、そういうことは。明らかに誰もいないわけじゃないしさ。いないんじゃなくて、みんな寝てるんだよ」

「それじゃ、ここで夜が明けるのを待ったほうが？」

「まあ……」

　旅人が立ち寄りそうな村には見えないから、宿屋なんてないだろう。外から人が入ってこない場所では、普ふ通つう、よそ者はあやしまれて、歓かん迎げいされない。もっと言えば、こういう僻へき地ちに住んでいる人間たちは、たいてい排はい他た的だ。夜間にずけずけと立ち入ったりしたら、賊ぞくのたぐいだと見なされかねない。

「……いや、それはないか」

　カルアはドロシーを一いち瞥べつして苦笑いをした。こんな賊がいたら見てみたい。

「とはいっても……ん？」

「どうかした？」

「あ、うん。気のせいかな。音が……」

「音」

　ドロシーは耳の後ろに手をあてて、あたりを見まわした。カルアも耳を澄すます。低い音だ。低いけれど、重い。ずん……ずん……と、腹の底に響ひびく。

「そういえば──」

　鱗豹馬ラパードたちの様子が少々おかしい。肩かたをいくらか下げ、わずかに腰こしを上げている。

「警けい戒かいしてる……？」

「音が、近づいてきている」

「そう……みたいだね。何の音だろ──っと」

　いきなりクロツナがあとずさりを始めた。キサルギも同じことをしていて、鞍あん上じようのドロシーが、わ、わ、わ、と慌あわてふためいている。鱗豹馬ラパードが後退するなんて。警戒を超こえた反応だ。それは──恐きよう怖ふ。

「か、カルア、キサルギが」

「何が──」

　カルアは目をしばたたかせた。集落の北側、段々畑とおぼしき斜面の向こうだ。いる。

　何かが。

　まだ遠いし、暗い、それから、靄のせいもあって、ぼんやりと輪りん郭かくがわかるだけだが、間ま違ちがいない。いる。

　たぶん、大きい。

　いや、確実に大きい。

　この、ずん……ずん……という重苦しい音は、もしかして、あの足音なのか。

「な、何だ……!?」

「ゆ、ゆ、ゆ、ゆ、ゆ」

「え？　ゆ……？」

「幽ゆう霊れい……！」

「でかすぎるだろ、幽霊にしては！」

「はっ。足音がするから違う。幽霊は足音を立てないはず」

「そういう問題!?　ていうか、幽霊なんているわけないし！」

「どうしてカルアは、いちいちわたしの夢を壊こわすようなことを言うのか、一度でいいから納なつ得とくのいく説明をしてほしい」

「そういうわけのわからない夢を抱いだいてるのもどうかと思うし、そんなこと説明してる暇ひまがあったら、逃にげ──わっ！」

　クロツナが極きよく端たんに腰を持ちあげて、シャーシャーやりだした。威い嚇かくの声だが、尻尾しつぽが地面にべたっとついている。戦せん闘とう態勢じゃない。逃げだすこともできないくらい怯おびえきって、最後の抵てい抗こうとして虚きよ勢せいを張っているのだ。やばい。軍馬としての訓練を受けていれば別だが、クロツナもキサルギも乗用馬だ。こうなったら、鱗豹馬ラパードは言うことを聞かない。

「ドロシー！　キサルギから下りて！」

「わ、わかった！」

「まずいな、何かわからないけど、あいつ、足が速い……！」

　クロツナから飛び降りるなり、カルアは腰に吊つるしてあった籠こ手てをすばやく両手に装着した。無限の左手Ｌアンリミテツドと、不滅の右手エヴアラステインＲ。魔ま法ほうの半永久触しよく媒ばい、第五要素石クイントウラが埋うめこまれている。先祖伝来の遺物レリツクだ。

　まだ大きいということしかわからない何物かは、もう段々畑に到とう達たつしている。集落が騒さわがしくなりはじめた。当然だ。ものすごい足音なのだ。地面も震ふるえている。キサルギとクロツナがシャーシャーシャーシャーやかましい。ドロシーの手がカルアの外がい套とうの裾すそをぎゅっと握りしめた。

　人型──なのか。

　腕うでが二本あって、脚あしも二本。胴どう体たいから、丸みを帯びた円えん筒とう形の頭のようなものが突つきだしている。

　頭。

　きっと、あれは頭だ。

　その真ん中あたりに、赤い、鈍にぶい光がともった。目なのか。赤い、一つ目。

　一つ目が輝かがやくと、それは加速した。一気に段々畑を駆かけ下りて、集落に突とつ入にゆうする。いくつかの人家が呆あつ気けなく踏ふみ潰つぶされて、悲鳴があがった。家々から人が飛びだしてきて逃げ惑まどう。マジンだ、マジンだ、と叫さけぶ声が聞こえる。マジンだ！　マジンが現れた！

「……マジン？」

　やつのことか。この村の住人はあれが何か知っているのか。マジン。──魔神？

　カルアは振り向いてドロシーの腕をつかんだ。

「逃げよう、ドロシー！　ここは危険だ！」

「いや！」

「いや!?」

「村の人たちを助けないと！」

　駆けだそうとしたドロシーを、なんとか押しとどめたはいいが、カルアの頭の中はぐちゃぐちゃだ。

「えっ、なっ──は!?　助け!?　助ける!?　誰を!?　なんで!?」

「見て！」

　ドロシーはカルアの手を振りほどいて、集落のほうを指さした。

　もしかすると、魔神はことさら大暴れしているわけじゃないのかもしれない。少なくとも、飛んだり跳はねたり、物をつかんで投げ飛ばしたりはしていない。でも、魔神が歩きまわるだけで、家はぺちゃんこになってしまう。二軒けん、三軒の家屋が、同時に崩ほう壊かいする。家と一いつ緒しよに圧死する人だっているかもしれない。おそらく、いるだろう。家から出たはいいものの、右往左往するだけの者もいる。誰かの名を呼びながら、家の中に駆け戻もどる者もいる。道みち端ばたにしゃがんでいる者は、放心しているのか、恐怖で身がすくんでいるのか。

「見捨ててはおけない！　一人でも多くの人を助けないと！」

「助けるって……どうやって助けるんだよ……」

「こうする！」

「あっ！」

　とっさにドロシーをつかまえようとしたカルアの手が、むなしく空くうをつかんだ。

　ドロシーは柵を跳び越えて叫んだ。

「こっちへ！　こっちへきて！　みんな、こっちへ！　早く！　急いで！　逃げて！」

「いや、そんなことしても……！」

　カルアは柵を乗り越えてドロシーを追った。ちょっと驚おどろいた。あっちへ行ったりこっちへ行ったりしていた人々の、全員ではないにしても何割かが、ドロシーの声を聞いてこっちに向かってくる。当然、その前に集落から離はなれようとしていた者もいるみたいだが、ぶったまげて、どうすればいいのかさっぱりわからなくなっていた者にとって、ドロシーの声はいいきっかけになったらしい。そうだ、うろたえている場合じゃない、逃げるんだ、逃げないと、あっちだ……！

「急いで！　止まらないで！　立って！　逃げて！　そっちはだめ、こっち！」

　声を張りあげながら、ドロシーは集落の中へ中へと入りこんでゆく。

「こっちだ！　逃げろ！　こっち！　ええと、南だ！　南のほうに逃げるんだ！　──くそ、何やってるんだよ、僕は……！」

　カルアも不承不承、大声を出しながら走って、とうとうドロシーに追いついた。

「ドロシー……！」

　二十メテルか三十メテルほど前方に魔神がいる。

　赤い一つ目がカルアを見おろしていた。あるいは、ドロシーを見つめているのか。

　ドロシーは両腕を広げて、魔神の前に立ちはだかろうとしているらしい。もちろん、馬ば鹿かげている。巨きよ大だいな魔神と比べたら、ドロシーなんて豆まめ粒つぶみたいなものだ。止められるわけがない。完全な愚ぐ行こうだ。

「ひどいことはもうやめて！　今すぐやめなさい！」

　でも、ドロシーは本気だ。

　たとえどうにもならなくたって、なんとかしようとしている。不可能なのに。無理に決まっているのに、きっと何かが、奇き跡せきのようなことが起こると信じているわけでもないはずなのに、ドロシーは力を尽つくそうとしている。
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　──あの日。

　首都ルナティックシティーが陥かん落らくして、魔王以下、魔王家の人々が全員命を絶たれるか、みずから絶つかした、去年の三月十一日。

　その二日後に悲報を耳にした途と端たん、ドロシーは地べたに座りこんで、残ざん酷こくなまでに晴れ渡わたった空を見上げた。

　泣きだすんじゃないかと、カルアは思った。泣きわめいて、自分自身を打ち砕くだこうとしたとしても、おかしくはない。カルアは最初から最悪の結果を覚かく悟ごしていたので、衝しよう撃げきを受けなかったわけじゃないが、動どう揺ようしてはいなかった。ドロシーがどうなっても、適切に対処する。それが自分の責務だ。そう思いさだめて、カルアはドロシーを見守った。

　ところが、ドロシーはいつになっても泣かなかった。大きく見開かれたその目には、ひとしずくの涙なみださえにじむことがなく、瞳ひとみの青さに空の青さが重なって、やけにのっぺりとした、深みも広がりもない色が浮うかんでいた。そのまま三十分ほども、ドロシーは微び動どうだにしなかった。そして、静かなため息をつくと、乾かわいた声でぽつりと言ったのだ。

「自分にできたことを、できなくてもやりたかったことを、精せい一いつ杯ぱいやればよかった。そうしていれば、こんなふうに悔くいることはなかったはず」

　カルアはドロシーにかける言葉を持たなかった。逃げたくなんてなかったのか。首都に残りたかったのか。両親や妹たちと一緒にいて、やりたいことがあったのか。だけど、そうしていたら、きみは死んでいたんだ。そんなあたりまえのことを言ったところで、何になるだろう。何にもならない。

　何も変わらない。

　予想されていたとおり、敗北は訪おとずれた。ドロシーはすべてを失った。死んでいった者たちの唯ゆい一いつの希望、いや、慰なぐさめとして、生きのびる運命を背負わされた。

　でも、彼らは、彼女らは死んだ。

　ドロシーが重すぎる運命を全うしたとしても、彼ら、彼女らが喜ぶわけでも、満たされるわけでもない。死者は喜ぶことなんかできないし、満たされもしない。

　もし一つだけ、カルアが言ってあげられることがあるとしたら──もういいんだ、という言葉だろう。

　もういい、肩かたの荷を下ろしてもいいんだ。誰だれも見ていないから。その身に流れる血のことなんか忘れて、自分の、自分だけの人生を探して、生きていったっていいんだ。きみがそうするなら、そうしたいなら、もちろん反対しないし、いくらだって手を貸すから。

　だけれど、言えなかった。ドロシーがそんな言葉を望んでいるとは思えなかった。カルア自身も、己おのれの使命を捨て去ることは、少なくとも簡単にはできそうになかった。尊い血を後世に残すため、魔王の娘むすめを落ちのびさせる。カルアにとってそれは、最初で最後の主命なのだ。




　ドロシーはもう二度と後こう悔かいしたくないのだろう。

　無む謀ぼうでも、むちゃくちゃでも、みんなに馬鹿馬鹿しいと笑われても、あきらめたくないのだ。

「……わかったよ！」

　カルアはドロシーの前に飛びだした。魔神がこっちに向かって一歩踏みだす。まだ距きよ離りがあるのに、それだけでとてつもない威い圧あつ感だ。言って聞いてくれる相手じゃない。だったら、どうすれば？　──カルアはまばたきをする。開門アンロツク。

「正しよう三さん位い地ち霊れい辨ベン顚テン……！」

　地霊魔法は得意じゃない。苦手意識をとりのぞこうとして、さんざん努力してきたが、やっぱり相あい性しようが悪いのか、使うたびにやたらと重苦しい感じが残る。でも、そんなことは言っていられない。全開でやる。

「鞏キヨウ固コ磐バン石ジヤクナル岩イワ土ツチ抱イダキ支ササエシ万バン有ユウノ父フ母ボナル大オオ地ツチ──」

　カルアは呪じゆ文もんを詠えい唱しようしながら駆けた。魔神が向かってくる。あっという間に目の前まで迫せまった。カルアはしゃがんで地面に手をついた。

「穿ウガテ虚キヨ無ムナル慟ドウ哭コクノ──大ダイ絶ゼツ窖コウ……！」

　魔神はあと二歩、いや、一歩半でカルアを踏み潰してしまえる距離まで接近していた。

　その足あし許もとが、突とつ如じよとして崩くずれる。まるで、そこにあらかじめ、大きな落とし穴でも仕し掛かけてあったかのように。見る間に陥かん没ぼつして、そのとき軸じく足あしだった右脚がまず沈しずみこんだ。体勢が崩れて、魔神は左足で巨体を支えようとした。でも、左足をついた先の地面も崩壊しつつある。星磁力レトロマグナの作用で、無機固体の結合がゆるめられてできた穴は、どんどん広がってゆく。道だけじゃない。周りの家々も、引きずりこまれるように穴めがけて崩れ落ちてゆく。

　魔神の身体からだが右斜ななめ前に傾かしいだ。

　倒たおれる。

　というか、カルアのほうへと倒れかかってくる。

「カルア……！」

　ドロシーの声がした。

　カルアは、だが、動かない。

　魔神は両手じゃなくて両りよう肘ひじを突っぱり、転てん倒とうをまぬがれた。

　しゃがんでいるカルアのすぐ前に、魔神の胸がある。

　カルアは立ちあがって、ひとつ息をついた。ひどくだるい。練習以外では初めて使った魔法だし、こんなものか。しかし、魔神。

　魔神か。

　これが、魔神。

　一見、岩いわ肌はだから無造作に削けずりだされた、巨人の彫ちよう像ぞうのようにも見える。

　あくまで一見、そんなふうに見えるというだけだ。違ちがう。魔神はたぶん、石か何かでできた鎧よろいを身にまとっているだけだ。その鎧はひび割れ、ところどころ、あちこち剝はがれ落ちている。

　あとずさりをしながら、カルアは「こいつ……」と低くつぶやいた。確信は持てない。でも、こいつ、もしかして──

「カルア、へいき……!?」

　ドロシーに肩をつかまれて、カルアは振ふり向いた。うなずくと、魔神が唸うなり声のような音を発しはじめた。見れば、穴から這はいあがろうとして、もがいている。

「魔神が！」

「わかってる、けど──」

　カルアはドロシーの腕うでを引いて後退した。どうする。次の魔法は。魔法。魔法で倒せるのか。逡しゆん巡じゆんは二秒程度にすぎなかった。とにかくでかいのをぶちかまして、手て応ごたえを確かめる。それからだ。そうしようとしたら、声が聞こえてきた。

「……弔トムライニ燃モエ烈レツ火カニ踊オドリ舞マイ散チル徒アダ花バナ」

　これは──普ふ通つうの声じゃない。一音に二音をかぶせ、喉のどの中心に響ひびかせるようにして発声している。

　呪文だ。

　後ろのほうからか。カルアは振り向こうとした。その間ま際ぎわだった。

「今コン生ジヨウ一イツ切サイ猛モウ火カ炎エン葬ソウ」

　魔法が発動した。魔神の胸から頭部にかけてが燃えあがる。熱い。ものすごい火勢だ。カルアはドロシーを連れて下がった。魔神の動きが止まっている。やったのか。いや、そうじゃない。

　また動きだした。魔神は肩を上下させながら、左右に首を振っている。炎ほのおのせいで状じよう況きようが認にん識しきできなくなって、とりあえずきょろきょろしている。そんなふうに見受けられる。たぶん、ダメージは受けていない。少なくとも、そんなには。

「ドロシー、今のうちに逃にげるんだ！」

「でも、魔神はまだ生きている！」

「何か手を打たないと、あれは倒せない。わからなくても、わかれ！　きみを無む駄だ死にさせるわけにはいかないんだ！　きて！」

　カルアはドロシーを引きずるようにして駆かけだした。魔神はまだ穴に嵌はまっているし、村人たちが南に向かって避ひ難なんする流れはすでにできあがっている。それを見てとると、ドロシーも逆らわなくなった。

　二人肩を並べて走る。

　それにしても、さっきの魔法はいったい誰が？

　猛火炎葬。従じゆ二に位いの炎霊火ホ足タルを使し役えきする炎霊魔法だ。並程度の魔法使いには、とても使いこなせない。炎霊魔法は全ぜん般ぱん的に星熱フイグマ量の制せい御ぎよが難しくて、高位になればなるほど不発や暴発の確率が上がる。猛火炎葬クラスだと、暴発したら術者が焼け死んでもおかしくない。危険な魔法だ。

　正直、一人の魔法使いとして、興味がある。猛火炎葬で魔神を燃やすなんて大だい胆たんなことをしたのは、どんな魔法使いなのか。

　修練を積めば、誰でも階段を上ることができるというわけじゃない。大半の人間は一段目に足をかけることすらできず、その後も一段ごとに天分という名の資格を要求される。それが魔法使いの世界だ。

　魔法の研究や利用が盛さかんだったレベルデッド魔王国でも、三位以上の精霊を使役できる魔法使いは一ひと握にぎりだった。二位以上となればさらに稀き少しようで、一位の精霊を扱あつかえる魔法使いは、魔道を極きわめし者、魔道師と称しようされ、畏い怖ふされて、ときに敬遠された。

　魔法使いと魔法使いのあいだには、天てん賦ぷの才が大きな溝みぞとなって立ちはだかる。いくら努力しても埋うめられない決定的な差が、魔法使い同士を遠ざけてしまうのだ。

　それでいて、魔ま法ほう使つかいは魔法使いに引きつけられる。

　魔法使いのことは、所しよ詮せん、魔法使いにしかわからない。魔法使いは皆みな、心のどこかにそんな思いを抱いだいているのかもしれない。

「炎霊使いか……」

「カルア、何か言った？」

「言ってないよ、何も」

「だけど、わたしには聞こえた。幽ゆう霊れいがつかまったとか、なんとか」

「いや、それは言ってないから。ほんとに。そういうことは、まったく」

「じゃ、幽霊のことじゃなくて、何を言ったの？」

「え？　それは──」

　カルアは足をゆるめた。

　横合いの民家の屋根から、何かが──何か、じゃない、誰かが飛び降りて、目と鼻の先に着地したのだ。

　にわかに一いち陣じんの風が吹ふき渡わたって、雲間から月明かりが射さしこんだ。

　女か。

　どこからどう見ても、女だ。

　黒っぽくて、鍔つばの広い三角帽ぼう子しをかぶっている。同じ色の衣い装しようは、古めかしい魔法使いの装束を連想させなくもないが、なんというか、その肢し体たいをきっちりと覆おおうことはできていない。けっこう、だいぶ肌があらわになってしまっている。しかも、その身体つきが曰いわく言いがたいものだから、魔法使いのカルアとしては物申さずにはいられない。そんなけしからん魔法使いがどこにいるんだよ。いてたまるか。

　その魔法使いらしからぬけしからん魔法使いが、振り向いた。

　一いつ瞬しゆん、妖よう精せいなのかと思った。髪かみの毛が水色だったからだ。

　鮮あざやかな緑色の瞳ひとみに見つめられると、心臓が軽く締しめつけられた。

「見ちゃいました。あなたの魔法」

　女は大きく目を瞠みはってカルアを見すえたまま、ぷるっとした唇くちびるを笑う形にゆがめた。

　笑うと、頰ほおにえくぼができた。唇の左下にほくろがある。

　カルアはとっさに目をそらして、女を追い抜ぬいた。女は追いかけてくる。

「……き、きみか。さっきの、猛火炎葬」

「ですよ？　ふふっ。エルチネさんの魔法がわかるのですね。本物の魔法使いと、こんなところで会えるなんて」

「じーっ……」

　ドロシーが横目でカルアをにらんでいる。わかっているのに、カルアはつい、ちらっと女魔法使いのほうに目をやってしまった。すぐさま前に向きなおったが、見えた。見てしまった。見ちゃいました。

　弾はずむように揺ゆれていた。

　ように、じゃない。完全に弾んでいた。

　胸が弾む、という表現がある。ああいうことを言うのか。違うか。

　とにかく、けしからんなんてものじゃない。存在を禁止してもらいたいレベルだ。そうしないとまずい。大変まずいことになってしまいかねないかもしれない。

　カルアの胸も弾んでいる。いや、違う。そうじゃなくて、胸むな騒さわぎがする。こんなことばかりだけど。平へい穏おん無事な日なんてほとんどなかった。いつ終わるのか。いつまでつづくのか。わかりきっている。帝てい国こくの手が及およばない安全な場所に、ドロシーを逃がすまでだ。







　１章　かなしくて笑いすぎて反吐が出る
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　結局、村から五キルメテルほども南下しただろうか。

　どうやら村人たちは、密林の中の、泉のある開けた窪くぼ地ちにひとまず腰こしを落ちつけて、夜明けを待つ構えらしい。構え、といっても、着の身着のまま逃げてきた者ばかりで、大半は地べたに直接座ったり、横になったりして、むせび泣いているか、ぼんやりしているか、うつらうつらしている。車座になって話しこんでいる男たちは、村長以下、村の有力者の一団といったところだろうか。

　カルアたちは、とりあえず少し離はなれた場所にいる。具体的には、カルアたちの周囲十メテルには村人はいない。ただ、カルアたちも、村人たちも、お互たがいの存在を認識している。車座の男たちはとくに、こっちを気にしているようだ。

　カルアは腕組みをして樹木に背をもたれさせると、足あし許もとにしゃがんでいるドロシーを見おろした。

「さて、どうしようか」

「どう──とは？」

「立ち去るなら、早くしたほうがいいと思うんだよね。あの人たち、僕らを歓かん迎げいしてるような雰ふん囲い気きじゃないし、それどころでもないだろうしさ。今のところ、魔神は振りきったみたいだけど、またいつくるかわからないわけだし」

「困っている人たちがすぐそこにいるのに、放ってはおけない」

「僕らも充じゆう分ぶん困ってるんだよ？　いきなりわけのわからないことに巻きこまれて、鱗豹馬ラパードにも逃げられちゃって。二頭で五千ダランもしたのに……」

「あらあらぁ。それはご愁しゆう傷しようさまです」

　女魔法使いが、なぜか可笑おかしそうに手を打ってみせた。彼女はドロシーの隣となりに腰を下ろしているので、カルアの位置から見ると、月の光に照らされて谷間的な見え方をしている胸部的な部位が、道徳性をいちじるしく損そこねようとする。破は壊かいされつつある理性が悲鳴をあげて、今にも踊おどりだしそうだ。あまりにも凶きよう悪あくすぎる。カルアは腕組みをしたまま、口を手で押さえた。

「な、なんできみが口を挟はさんでくるんだ。関係ないんだから。きみはまったく」

　女魔法使いはきょとんとした顔をして、まばたきをした。

「どうしてです？」

「どうしても何も、きみとは知りあいでもなんでもないだろ……」

「でしたっけ？　エルチネさんはとっくに知りあい気分でしたけど」

「知りあいではない」

　ドロシーはこころなしか険しい面持ちで、女魔法使いの目をまっすぐ見た。

「お互いに自己紹しよう介かいすらしていないはず。ただ、あなたの名前はわかった。エロチネ」

「エルチネさんですよ？」

「ごめんなさい。ちょっとした聞き違ちがえ」

「そこ、わりと大事なとこだから、二度と間違えないでくれますかぁ？　まぁ……」

　エルチネはたぷたぷしていて重そうな胸を持ちあげるように腕組みをし、カルアを見上げて微笑ほほえんでみせた。

「えろいえろいとは、よく言われますけどねぇ。気がついたらこういう身体からだになっちゃってたので、ちょっとしょうがないのかなぁ、エルチネさんの運命なのかなぁって、思ってはいますけど。ふふっ」

「う、運命……」

　カルアは思いっきり首を左右に振ふった。ぶるんぶるん音がするくらい、振ってやった。

「な、何があれだよ。うう運命だよ。いい意味がわからないよ。意味が。くそっ……」

「カルア」

「な、何だよ、ドロシー。僕に言いたいことでもあるわけ？　あるなら言えばいいんじゃない？　聞かないでもないから。聞く余地はあるよ。なくもないよ」

「うろたえすぎだと思う。正直に言ってもいいですか」

「え。あ……い、言えば？」

「少し悲しくなってくるほど、見苦しい」

「うっ……」

　カルアは胸を押さえた。たしかにドロシーの瞳には、軽けい蔑べつよりも憐あわれみや嘆なげきの色が浮うかんでいる。蔑さげすまれるよりも、微び妙みようにきつくて、痛い。

「あー。なんかごめんなさぁい。エルチネさんのせいですよねぇ」

「それは違う。あなたのせいじゃなくて、カルアが悪い。全面的にカルアが。カルアは地面に額をこすりつけて猛もう省せいすべき」

「こすりつけないよ……なんでそんなことしなきゃいけないんだよ……」

「相変わらずのりが悪い。大きな胸には、むしろのりたい、それか、のられたいくらいのことを考えているくせに」

「かっ、考えてないよ、の、のられ……？　どういうこと、それ……？」

「こういうことじゃないですかぁ？」

「うわああああっ」

　カルアは飛びのいた。エルチネが立ちあがって、しがみついてこようとしたからだ。

「なっ、な、なっ、何するんだ……っ！」

「やだぁ。ちょっといたずらしただけじゃないですかぁ。正確に言うと、いたずらしようとしただけですけど」

「そ、それはっ」

　ドロシーのほっぺたがわずかにふくらんでいる。眉み間けんにも浅く、細い縦たて皺じわが刻まれているように見えなくもない。

「注意したほうがいいと思う。カルアは真性のド変態鬼き畜ちく野や郎ろうだから。いたずらをするつもりが、逆に何をされるかわからない」

「しないよっ。するわけないだろっ」

「べつによいのですよぉ？　少ぉーしくらいなら、さわらせてあげても。べつに、減るものじゃないですし」

「へ、へるっ……」

　カルアはエルチネの肉体の一部分を凝ぎよう視ししそうになって、慌あわててきつく目をつぶった。

「へ、減ると思うなっ。たぶん、減るんじゃないかなっ。だからだめだよ、そういうことは、ぜったいよくないっ、よくない！」

「カルアくんってば、まじめなのです？　それとも、おくてなだけ？」

「そのどちらでもない」

　ドロシーは、ふん、と鼻を鳴らした。

「カルアはむっつりすけべなだけ。よりにもよって最悪の人種。通つう称しようむっつりん」

「人聞きの悪いこと言わないでくれる!?　むっつりんとか、やめてくれない!?」

「ところでぇ、お二人は、どうしてこんな辺へん鄙ぴな場所に？」

　エルチネが急に話題を変えたものだから、うっかり正直に答えてしまうところだった。カルアは口に出しかけた言葉をのみこんで、肩かたをすくめてみせる。

「どうしてっていうかね。旅の途と中ちゆうで、道に迷っちゃって。だから、じつは村の名前も知らない」

「そうなのです？　へぇ……」

「きみのほうこそ、どうなんだ。何か用があってきたの？　こんな辺鄙な場所に」

「エルチネさんに興味があるのです？　わぁ、うれしい。エルチネさんもカルアくんに興味ありですもの」

「いっ……」

　いって何だ、いって。

　カルアは唇くちびるをぎゅっと結んで、鼻だけで深呼吸した。何なんだ、この女は。きっとからかっているんだ。遊んでいるんだ。遊ばれているんだ。

　ドロシーが汚お物ぶつを見るような目でカルアを見ている。違うから、とカルアは言いたい。それがたぶん、この女の手なんだ。ドロシーはエルチネの策にまんまと乗せられている。どんな策かはわからないけど。目的が不明だ。何を企たくらんでいる？　そうだ。何か企んでいるに決まっている。

「……興味があるわけじゃない。疑ってるんだ。魔ま法ほう使つかいっていうのは、何の目的もなく、ぶらぶら物もの見み遊ゆ山さんしていられるような身分でもないだろ」

「せちがらい世の中ですからねぇ」

「魔法使いにとっては、とくにね」

「ほんと、魔法を知らないヴァーカが多すぎですから。魔法をちゃんと知ってる魔法使いも、少ないですけど」

「魔法は時代遅おくれなんだ。しょうがないさ」

「エルチネさんは、そうは思わないですねぇ。カルアくんも、本音は違うのじゃないです？　魔法を信じていない人に、あんな魔法は使えないと思うなぁ」

「魔道とは、信ずる者のみが歩むこと能あたう道、か……」

「ですよ？」

「二人で何か、わたしにはわからない話をしている……」

　ドロシーの口が尖とがりに尖って尖りまくっている。もしかして、いじけているのか。

　しゃべりすぎたかもしれない、とカルアも思う。つい、魔法使い同士でしか通じない話をしてしまった。弁解しようとしたら、ドロシーが見えない皿を持ちあげるように両手を持ちあげてみせた。

「どうぞ。気のすむまで話せばいいと思う。なんなら、話以外のこともすればいい。邪じや魔まなのであれば、わたしはどこか遠くへ行くから」

「それじゃ、カルアくん、せっかくですし、そうします？」

「しないよっ」

「えぇー。どして？」

「ど、どうしてもっ。だいたい──」

　カルアは窪地のほうに目を向けた。何か騒さわぎが起こっているようだ。

　どうも、一人の女が、男たちになじられているらしい。村人は皆みな、浅黒い肌はだで、原色を織り交ぜた独特の服を着ているから、見分けがつきづらいが──あれはさっき、車座になっていた男たちだろうか。

「おまえの亭てい主しゆが……掟おきてを……だから、こんなことに……！」

「あらあらぁ。内輪もめですかねぇ」

「喧けん嘩かはよくない」

　言うなり、ドロシーが駆かけだした。

「──て、え？　ちょっ、ドロシー！」

　もちろん追いかけたが、少しスタートが遅れてしまったし、こういうときのドロシーは妙にすばしっこい。ドロシーは村人たちを縫ぬうようにして走り、男たちに詰つめよられている女の前に立ちはだかった。

「何があったにしても、多勢に無勢は卑ひ怯きよう者のすること！　やめなさい！」

　カルアは軽く頭を抱かかえた。ドロシーの瞳ひとみがほのかに青くきらめいている。魔王の瞳だ。こんなところで、こんなことで、本気を出さないでほしいんだけど。それがドロシーだって、わかってはいるけど。

　男たちは鼻白んでいる。でも、それはあくまで不意打ちを食くらったからで、間もなく逆上するだろう。その前になんとかしないと。やむをえない。カルアはドロシーと男たちのあいだに割って入った。

「ええと……事情はわかりませんけど、ちょっと落ちつきませんか。知ってのとおり、僕らも巻きこまれて、無関係ってわけじゃないし。はっきり言って、僕らのおかげで助かったって人もいますよね？　まさか、恩を仇あだで返そうなんて無礼な人はいないでしょ？　だから、ここは僕らの顔を立てて、まずは教えてほしいんです。何があって、どうしてもめてるのか」

　話すごとに、なんで自分が……という思いが募つのって、人間嫌ぎらいが加速する。こうやって、義理だの面子メンツだのを立てて、体てい裁さいを気にして、利害を調整し、あっちを立てたらこっちを引っこめて、そっちを低くして向こうを高くする、そんなやりとりが、カルアは大嫌いだ。そんなやりとりが必要とされ、強制される人間社会が、馬ば鹿か馬ば鹿かしくてしょうがない。

　どうしてもやらざるをえなければ、やるけどさ。物事には優先順位というものがある。自分の信条を守るよりも、大切なことがあるのだ。

「何が原因なんですか」

　カルアは胸を反らせて、威い圧あつしすぎない程度に男たちをにらみつけた。

「そもそも、あの魔神って何なんです？」

「よそ者には関係ない」

　一人の男が、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような、唾だ棄きする寸前のような顔で言った。恰かつ幅ぷくがよくて、髭ひげもじゃで、眉まゆが太く、強こわ面もてで、ふてぶてしい。この中では、この男がリーダー格なのだろう。カルアは「いや……」と、首を横に振ふってみせた。

「関係なくはないと思うな。同じことを繰くりかえし言うのは好きじゃないけど、僕は魔神を足止めした。そのあいだに逃にげられた人がたくさんいるはずだよ。僕はあなたがたの恩人だ。違ちがいますか」

　土地によって、人は違う。人間は個々人の性質以上に、文化に縛しばられ、形づくられるものだからだ。

　この土地の人々がどういう連中なのか。カルアにはわからないが、まずは強く主張してみた。下手に出てつけあがらせたら最初から不利になるし、相手の反応を見つつ、こっちの態度を変えてゆけばいい。

「……恩人か」

　髭もじゃは、むうん、と鼻から息を吐はいて、顔をしかめた。

「それは、そうだ。俺もこの目で見た。あの、奇き跡せきのごとき業わざ……よそ者、おまえは我々の恩人だ。おまえがいなければ、もっと死人が出ていただろう。しかし……見れば、まだ子供ではないか。もしや、おまえは魔法使いか」

「そのとおり。僕は四百九十六の精せい霊れいと魔法を扱あつかえる。人は僕を魔道師と呼ぶ」

　四百九十六というのは、完全数にかけた単なるはったりだが、効果はあったようだ。男たちだけじゃない、周りの村人たちもカルアを注視して、ほう、とか、おお、とか、感かん嘆たんの声をもらしている。都会では奇き術じゆつ師として珍ちん重ちようされれば御おんの字じといったところだが、田舎いなかではまだ、こうやって恐おそれおののいてもらえるらしい。正直、ありがたくもなんともないけど。

「そうか……若き魔法使い、長おさに代わって、村を代表し、右手の人差し指、このダムンが礼を言う。おまえのおかげで助かった」

　ダムンと名乗った男は、顔の前で大きな玉をつかむような仕種しぐさをした。きっと、謝意を示す手振りなのだろう。右手の人差し指は、村での役職名か。長の代行ができるほど、上の立場にいる男なのだ。

「右手の人差し指ダムン」

　カルアは肩かた書がきをつけて男を呼んだ。敬意を払はらいつつ、卑ひ屈くつにはならない。ああ、なんてめんどくさい。

「僕はあなたがたに恩に着せようとしたわけじゃない。行きがかりだ。でも、自分が何に対して魔法を使ったのかくらいは知っておきたい。そちらにも事情があるだろうけど、話せることは話してくれないかな」

「よかろう。では、長のところへ案内する」

　ダムンはうなずくと、男たちに小声で何か命じた。男たちはカルアを迂う回かいして、女を引っ立てようとしたみたいだが、ドロシーが許すわけもない。

「何をしようというの。この人に乱暴するつもりなら、わたしが認めない」

　ダムンがちょっと困ったような目でカルアを見た。いや、こっちも困ってるから。とはいえ、ドロシーの仕業なので、カルアがなんとかするしかない。

「その女の人も長のところへ連れていくなら、とりあえず僕と彼女に任せてほしい。逃がしたりはしないからさ」

「やむをえん」

　ダムンはしぶしぶといった感じで、それでも首を縦に振ってくれた。

　村人たちが道をあけて、ダムン以下、カルアたちは暗く湿しめった窪くぼ地ちを進む。

　長はどうやら、先ほど男たちが車座を作っていた場所にいるようだ。杖つえを支えにして、あぐらをかいている、夜目にも鮮あざやかな白はく髪はつ白はく髯ぜんの老人がたぶん、長その人だろう。

「カルア」

　ドロシーに外がい套とうの裾すそを引っぱられた。

「あの」

「何」

「な、なんでもない」

「ああそう」

「うそ。なんでもなくはない」

「何だよ」

「ありがとう」

「……いいよ、べつに」

　カルアは指先で鼻の頭をこすった。いいんだよ。もう、とっくに諦あきらめてるし。なんとか大騒ぎにならずにすんだし。何より、ドロシーが誰だれかに傷つけられるようなことは起こらなかったわけだし。それが一番重要なことだなんて、言えないけど。口が裂さけても、そんなことは。

「さてさて、ここからですねぇ」

「え」

　横を見ると、いつの間にかエルチネがすぐ隣となりにいた。寄り添そって歩いている、といってもさほど大おお袈げ裟さじゃないほど、近い。甘くて、それでいて強ごう引いんな、心臓をわしづかみにして引っぱってゆくような香かおりが、カルアの鼻び腔こうをくすぐった。

「……な、なんでいるんだよ、きみが、ここに」

「魔ま法ほう使つかい、魔法使い」

　エルチネは自分を指さし、頰ほおにえくぼを作って、にいっ、と笑ってみせた。

「魔神を足止めするのには、エルチネさんも一役買ったわけですから、関係ないことはないですよねぇ？」

　そんなことを言いながら、さりげなく、いや、たいしてさりげなくもないが、カルアの右みぎ腕うでに両腕を絡からめてきて、どういうつもりなのか、これは──これは、何なんですか、この密着感というか、一体感というか、とにかく、この感かん触しよくは。

「お、ぅ……」

「あれぇ？　カルアくぅん？　どしたんですかぁ？　ふふっ」

「えい」

「ひぎゃっ!?」

　突とつ然ぜん、エルチネが悲鳴をあげて、カルアを放してくれた。ちょっと惜おしい気もするが、頭が変になりそうだったから、助かった。

　見れば、後ろでドロシーが「えい、えい」とチョップの素す振ぶりをしている。エルチネは帽ぼう子しの上から自分の後頭部をさすっているので、そこにドロシーのチョップが炸さく裂れつしたのだろう。

「い、いきなり、何しやがるんですかねぇ……いったたたた……」

「ごめんなさい。素振りをしていたら、偶ぐう然ぜん当たってしまった。悪気はほとんどない」

「ほとんどって、皆かい無むじゃないってことです？　どっちにしても、素振りはどこか他人に迷めい惑わくがかからないところでやってくれません？」

「以後気をつける。でも、また素振りが命中してしまったら、ごめんなさい」

　エルチネは眉をひそめて舌打ちをした。

「当てる気満々かよ、この処女ぶったくされビッチがぁ……」

「え？　今、なんて？」

　カルアは目をすがめた。かなり小さな声だったので、はっきりとは聞こえなかったが、けっこう荒あらっぽい口調で、とんでもなく不ふ穏おん当とうなことを言ったような。

　エルチネはわざとらしい笑えみを浮うかべてみせた。

「いーえ？　何も？」

「空耳、かな……」

　そんなわけはない。カルアは腰こしに吊つるしてある籠こ手てを一いち瞥べつした。この女の前で魔法を使うときは、籠手の半永久触しよく媒ばいをあてにしないほうがよさそうだ。

　何しろ、魔法の触媒には、入手困難で、かなり高価な物もある。その確保は、大半の魔法使いにとって、常に頭が痛い問題だ。

　カルアが所持している先祖伝来の遺物レリツクは、この大問題をきれいさっぱり解決してしまう。こんな代しろ物ものがあると知ったら、欲しがらない魔法使いはいない。それは、誰だって、喉のどから手が出るほど欲しいだろう。

　当然、この女も、魔法使いである以上、例外じゃない、それどころか、この女なら何をするかわからない。そんな気がした。

　なんにしても、油断しないことだ。ただでさえ、エルチネは凶きよう器きを持っている。むしろ、エルチネ自身が歩く凶器だ。見るな。だめだ。見ちゃいけない。

　本当に、すさまじい凶器だ。




　　　　†




　ピクルット村から、チャウチャイ川に沿って上流方向へ十五キルメテルほど行くと、ウルタヤという名の古い寺院がある。村はもともと、ウルタヤ寺院の下僕や、寺院の手入れをする職人、神官の縁えん者じやたちによって切り開かれたのだという。

　もっとも、遥はるか遠い昔の話だ。ウルタヤ寺院は廃はい院いんとなって久しいどころか、いつ神官たちが去ったのか、くわしい言い伝えさえ残っていない。

　村は、鬱うつ蒼そうたる深い密林の中に置き忘れられ、ほとんど孤こ立りつした。

　最も寄よりの町まで、道を熟知している者でも歩いて六日はかかるというのだから、隔かく絶ぜつされているにも程ほどがある。

　それでも、村が今日まで存続したのは、ウルタヤ寺院に祀まつられている魔神のおかげだという。

　その恐ろしげな名のとおり、魔神はただ村に加護をもたらすだけの、寛かん容ような神じゃない。村には掟おきてがあって、これを破れば、たちまち魔神の怒いかりを買う。魔神は村に大いなる無む慈じ悲ひな鉄てつ槌ついを下すだろう。

　それは伝承にすぎなかったが、村人たちは魔神を恐れて、かたくなに掟を守ってきた。おかげで、魔神が村に害をなすことはなかった。

　ついさっきまでは。




「──誰かが、掟を破りおったのじゃ。そうとしか、考えられぬ」

　長のあぐらをかいた足の上で、拳こぶし大の四角い物体が青白い光を放っている。カルアたちが近づいていって、うながされるまま地べたに腰を下ろすと、長はおもむろに懐ふところからその物体をとりだした。そうして、底の部分を指で押したら、いきなり光りだしたのだ。

　おそらくあれは、遺物レリツクだろう。似たような物を、カルアは以前、王宮で見たことがある。確実に値打ち物だし、役にも立つ。立派な杖と同じように、長の権けん威い付けの道具として活用されているのかもしれない。

「わしの知るかぎり、魔神が村に祟たたったことは一度もない。魔神はゆえなく害をなす存在ではないのじゃからな」

「で……」

　カルアは、ドロシーが半ば抱かかえるようにしている女を見やった。女性の年ねん齢れいはよくわからないが、子供がいてもおかしくなさそうな年とし恰かつ好こうだ。たぶん、三十歳くらいだろう。ちょっときつい目が印象的で、頰骨が高く、意志が強そうだ。

「彼女が掟を破ったと？」

「いいや」

　長は重々しく、ゆったりと首を横に振ってみせた。

「同どう胞ほうを救ってくれた恩があるとはいえ、よそ者にはくわしく話せぬが、掟を破ったのは、その者──ハノの夫にして、左手の人差し指、ナタであろうと踏ふんでおる」

　カルアは、長おさの右隣に鎮ちん座ざしているダムンの顔にちらっと視線を走らせた。ダムンが右手の人差し指で、ナタとかいう男が左手の人差し指。見れば、長の周りにいる男の数は、ダムンをふくめて九人だ。ナタはこの場にいないらしいから、九人。一人足せば、十人だ。右手と左手の指が五本ずつで、計十本。村の有力者十名がそれぞれ要職について、長を支える、という体制なのだろう。

　知るか。勝手にやってろ。

　カルアの真情を噓うそ偽いつわりなく言葉にすれば、そういうことになる。言えないけど。さすがに、そこまでは。毒を食くらわば皿までというし、もう少しつきあうしかないか。

「それは、何か根こん拠きよがあってのことですか」

「むろんじゃ。だが、よそ者には言えぬ」

「でしょうね」

　カルアとしては、べつに聞きたくもないので、かまわない。

　内心、何が魔神だ、と思ってはいる。

　カルアの勘かんが正しければ、あれは魔神なんかじゃない。魔神じゃなくて、カルアの推測どおりなら、誰かに操あやつられているはずだ。

　これまで村を守ってきたのは、魔神の加護でも何でもなくて、村人たちの鋭えい意い努力と、あとはまあ、運の賜たま物ものだろう。村に下された鉄槌は、魔神の罰ばつじゃない。何者かの悪意か、善意のつもりの悪意がもたらした破は壊かいだ。そうに決まっている。

　いずれにしても、カルアには関係ないし、立ち入るべき問題でもない。きっと、長も同じ意見だろう。

「僕は通りすがりの魔法使いです。旅の途と中ちゆう、迷いこんだだけで。手助けできたのは、お互たがいにとって幸運でした。でも、これ以上、干かん渉しようしようとは思わない」

「カルア、待って。わたしは──」

「ドロシーは黙だまってて。ていうか、ドロシーも聞いて。彼らには、彼らの信しん仰こうがあって、暮らしがあるんだ。よそ者の僕らが勝手に入りこんで、踏み荒あらすような真似まねをしちゃいけない。彼らだって、そんなことは望まないよ。──ですよね、長？」

「若き魔法使いよ、そのとおりじゃ」

「それでぇ？」

　エルチネが顎あごをしゃくって女──ハノを示し、ふふっ、とふくみ笑いをした。

「あなたがたは、罪もないあの女のかたを処しよ刑けいしちゃうのです？　ひょっとして、魔神に生いけ贄にえとして捧ささげちゃったり？　きゃっ。こわーいっ」

「生け贄……」

　ドロシーが、かっ、と青い目を見開いた。なんでそんな火に油を注ぐようなことを。カルアは額を押さえた。エルチネ。エルチネ。エルチネめ。

「どう処置するかは定まっておらぬ」

　長が冷静なので、いくらか救われた。悲しいことに、今やカルアの味方は、縁もゆかりもない長だけだ。

「それはこれから決める。魔神の怒りを鎮しずめねば村に帰れぬゆえ、猶ゆう予よはないが」

「うん。ていうことだから、さ……」

　立ちあがってドロシーの腕をつかもうとしたら、容よう赦しやなく振りはらわれた。

「生け贄なんて、そんなことはさせない！　村の人が大勢亡なくなったり、怪け我がをしたりしたんでしょう！　そのうえさらに人が死なないといけないなんて、間ま違ちがっている！」

「エルチネさんもそう思うなぁ。生け贄なんて、意味ないですよ？　だってぇ、あれ、魔神じゃないですもの」

　カルアはエルチネの表情をうかがった。もちろん、顔以外、とくに胸むな元もとあたりは決して見ない。そこはだめだ。

　エルチネはのほほんとしている。少なくとも、そう装よそおっている。

　長も、十本指ならぬ九本指の男たちも、それから女も、ドロシーも、そこらで聞き耳を立てていた村人たちも、エルチネに視線をそそいで、口を開かない。呼吸まで止めているかのようだ。

「あれは魔ま神じんじゃなくて、虚神アダムですよねぇ……？」

　エルチネは満面に笑みをたたえた。長の持っている物体の光が、彼女の笑顔を輝かがやかせている。えくぼのせいか、あどけなくも見えるが、無む邪じや気きなわけがない。底知れない女だ。

「虚神アダムは、ちっちゃなものから、ずいぶん大きなものまであったっていう話ですから。ウルタヤ寺院に祀られていたのは、虚神アダム。それがいつしか、魔神と呼ばれるようになった。どうして動きだしたのかは不明ですけど、エルチネさんはそういうことだと思ってますよ？」

　──つまり、エルチネもカルアと同じことを考えていたのだ。

　魔神は、虚神アダム。

　アラニス市で、ジャック・ラヴローの駆かる虚神機アダムギアとやりあっていなければ、そんな発想にはたどりつかなかったかもしれない。でも、カルアはこの目で見たのだ。かつては実在したとしても、すべて壊こわされるか、朽くちるかしたのだろう。そう思っていたのだが、違った。虚神アダムは現存していた。一体残っていたのだから、ほかにもあるだろう。あってもおかしくない。いや、赤黒隊ノワルージユの連中の口ぶりからすると、確実にある。

「虚神アダム……」

　長が白はく髯ぜんを震ふるわせて、呻うめくように言った。

「それが何なのかは、知っておる。昔語りからえられる程度の知識でしかないが。しかし、虚神アダムは古いにしえの王に操られておったのではないか。仮に虚神アダムが今の世に伝えられておったとしても、王はもはや生きてはおるまい」

「魔神が虚神アダムだったとしたらぁ、動くわけないんじゃないかって、おじーちゃんは言いたいわけです？」

「女！　長を、おじーちゃん呼ばわりするとは……！」

　右手の人差し指ダムンが猛もう然ぜんと立ちあがろうとしたが、長に制された。

「よい、ダムン」

　いいけど、地味におじーちゃん、エルチネの胸を見てるよね。長い眉まゆ毛げの下で、両目が爛らん々らんと輝いてるよね。

　長はカルアの視線に気づいたのか、目をそらして、うほん、と咳せき払ばらいをした。気持ちはわからないでもないけど。いやいや、わからないわからない。わかってたまるか。

「そのとおりじゃ。魔神はあくまで、魔神。我らとしては、魔神と思うて対処する以外にすべはない」

「でぇ？　魔神がどっか行っちゃうまで、逃にげまわるのです？　この人数で？」

「手立ては考える」

「でもぉ──」

「僕らが口出しすることじゃないだろ？」

　カルアはさらに言いつのろうとするエルチネを黙らせて、長をまっすぐ見すえた。

　長はどう考えているのか。それほど驚おどろいているようでもないし、強く否定するわけでもないので、もしかすると長も疑っていたのかもしれない。魔神の正体は虚神アダムなのではないかと。

　うがちすぎかもしれないが、ウルタヤ寺院の魔神は偶ぐう像ぞうにすぎないと、長は──ひょっとすると、彼だけじゃなくて、歴代の長は皆みな、知っていた。知っていながら、掟とやらを守らせるために、魔神を利用してきた。

　ところが、偶像にすぎなかったはずの魔神が、突とつ如じよ動きだして村を襲おそった。

「村のことに、よそ者の僕らが関知するべきじゃない」

　カルアがそう言うと、長とダムンがそっとうなずいた。彼らも混乱しているだろうし、迷いもあるはずだ。おそらくその中で、あらためて確かく認にんしたのだろう。

　ここはジドレー州の奥地で、帝てい国こく領内だ。村人たちは帝国語を話しているが、それ以外に帝国の手が及およんでいる気配はない。帝国にとっては、軍なり役人なりを派は遣けんして統治するだけの価値がない僻へき地ちだということか。なんにしても、帝国軍は頼たよりにならない。彼らは自分たちだけで対処するしかないのだ。

　とるべき道は、一つ。

　これまでどおり、魔神を魔神として崇あがめ、畏おそれて、なんとかして怒いかりを鎮める。たぶん、何をしても魔神の怒りは解けないだろうが、そのうち活動を停止するかもしれない。あるいは、罰を甘んじて受け容いれるという形で、離はなれた場所に新しい村を建設する手もある。まあ、そのほうが現実的だろう。

「……それじゃぁ、エルチネさんとしてはちょっと困るんだけどなぁ」

　エルチネが小声でつぶやいた。どういう意味だ？

　詮せん索さくするより早く、ハノが髪かみを振り乱して、「そんなことは……！」と声を荒あららげた。

「そんなことは、どうでもいいんです！　ナタは死んだ、魔神に家ごと潰つぶされて、ナタは死にました！　もうしょうがない！　でも、息子むすこが！　ロカがいない！　逃げる途中ではぐれて、ロカがいなくなってしまった！」

「息子さんが……？」

　ドロシーは取り乱すハノを抱だきとめた。

「どこか心あたりは？」

「わからない……でも、ひょっとしたら、村かもしれない……お父とうを、ナタを助けるんだと、何度も言っていたから……それを、無理やり連れてきて……」

「自じ業ごう自得だ」

　ダムンが吐はき捨てるように言った。

「もう一度言いなさい」

　ドロシーがダムンをにらみつけた瞬しゆん間かん、一帯の温度が一度か二度、急激に低下したように感じられた。だから、こんなことで本気を出すなって……。

「今の言葉を、もう一度正確に言って、その意味するところをちゃんと説明して。それで恥はじるところがないというのなら、あなたに言うべきことは何もない。寂さびしいけど、あなたには人間の言葉が通じないということ。でも、わたしはそうは思いたくない。だから、お願いだから、訂てい正せいして」

　ダムンは低く唸うなるだけで、何も言い返さない。

　やめてくれないかな、とカルアは思う。ダムンは村の重鎮なのだ。体面がある。小こ娘むすめに面と向かって論ろん駁ばくされるだけで、屈くつ辱じよくだろう。当然、恨うらまれる。軋あつ轢れきが生まれる。どうせすぐ立ち去るわけで、そうしたら二度と会うこともないし、どうでもいいけどさ。そうはいっても、余計なことはしないでほしいんだけど。

「ふむ……」

　と、長おさが息をついた。

「ハノはナタの妻であり、夫婦は一心同体であるゆえ、罪をまぬがれることはできぬ。だが、子は夫婦の子であると同時に、村の子でもある。先々代の長の父も、罪人であったのじゃ。親の罪を子に負わせてはならぬ」

「おじいちゃん……」

「ドロシー……おじいちゃんじゃないからね、長だからね、偉えらい人なんだからね……」

「あ、ごめんなさい」

「よい」

　長は、皺しわだらけの顔に、思いのほか人好きのするやさしげな笑えみを浮うかべた。

「わしは長であるが、人の親でもあり、孫のみならず、曾ひ孫まごも持つ身じゃ」

「さぞかし、子だくさんなのでしょうねぇ。お若いころは、ずいぶんもてたのでしょ？」

「むふっ。まあ、それなりにの」

「わかります、わかります。今だって、充じゆう分ぶん以上にすてきですもの。若い男にはない熟成された魅み力りよくがにじみでちゃってて、エルチネさん、くらくらしちゃいます」

「いやいや、あまり老人をからかうでないぞ。ふぉっふぉっ」

「お、長……」

「む……」

　ダムンにたしなめられて、長は威い儀ぎを正した──が、すけべじじいの本ほん性しようがすでに曝あばかれてしまったので、威儀もへったくれもない。まあ、力がなければ自分の血を広めることはできないだろうし、子孫を多く残すこと自体、生き物としての力そのものなのかもしれないが。

「ともあれ、ハノよ、おぬしの息子ロカのことはなんとかしよう。じゃが、おぬしはナタの妻として、罪に問われておる。ロカを捜さがしにゆくことは、まかりならぬ」

「……そんな……」

　崩くずれ落ちそうになったハノを、ドロシーがとっさに支えた。

「だいじょうぶ。ハノさん。わたしに任せて」

「……え？」

「え？」

　一つ目の「え？」はハノで、二つ目はカルアだ。

　ドロシーはハノに微笑ほほえみかけてから、長に向きなおった。

「わたしがハノさんの息子くんを捜しだして連れてくる。それまではどうか、ハノさんをひどい目に遭あわせないで。お願いします、おじいちゃん」
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「……なんで、こんなことに……」

　案内人の、右手の小指、ガホルという男によると、ピクルット村まで、あと一キルメテル足らずだという。

　ガホルはまだ三十になっていなくて、十本指の中で一番若いらしい。小こ柄がらで、がっしりしていて、無口な男だ。何を考えているのかうかがい知れないが、見るからに実直そうだし、長や、村人たちからの信しん頼らいは厚いのだろう。それから、筋肉のつき具合や身のこなしからして、たぶん腕うでっ節ぷしも強い。携たずさえている弓と刀は、けっして飾かざりじゃない、よく使いこまれている。

　もちろん、そうでなければ、案内人なんか任されないだろう。ガホルの仕事はたぶん、道案内だけじゃない。カルアたちの監かん視し役も兼かねているはずだ。

　わざわざ案内してもらい、監視されてまで、どうして見も知らない子供を連れ帰らないといけないのか。

　しかも、何人か安否不明の村人がいて、ついでに彼ら、彼女らの捜そう索さくまで引き受けることになってしまった。

「まぁ、くさらない、くさらない」

　肩かたを叩たたかれた。

　カルアは横目で見て、すぐに目をそらした。ちょっと空が明るくなってきて、いっそう目の毒だ。あと、さわったりしないでほしい。言わないけど。言うと、かえってあれだし。

「……ていうかね。なんできみまでついてきたんだよ……」

「だって、仲間じゃないですかぁ。やだなぁ、もぉー」

「仲間じゃないよね？　全面的に違ちがうよね？」

「じゃぁ、何なのです？　エルチネさんとカルアくんはぁ……恋こい人びと？」

「もっと違うだろ」

「つまり、カルアくんの目的は、エルチネさんの身体からだだけってことですかぁ？」

「どうしてそうなるんだよ……」

「こう見えて、エルチネさん、身持ちは堅かたかったりするのですよ？　自分からさわるのはオッケーでも、無断でさわられるのはぜったい許さなかったりしますし？」

「そんなこと訊きいてないよね？」

「カルアくんはどっちが好きですかぁ？　さわられるのと、さわるのと」

「ど、どっちも好きじゃないっ」

「楽しそうですね」

　ドロシーが目を半眼に開いてカルアとエルチネを見ている。道みち端ばたの石ころにこびりついた汚よごれを見るような目つきだ。

「とても楽しそうで、いいことだと思います。ただ、うるさいので、もう少し静かにしてもらえると助かる」

「楽しくないよ……どこが楽しそうなんだよ……むしろ、つらいよ……」

「自制するのが、たいへんですかぁ？」

「怒ど鳴なり散らさないように、自制するのがね？」

「我が慢まんばっかりさせるのも気の毒なので、ちょぴっとだけなら、よいですよ？」

「な、何がいいんだよ」

「逆に、カルアくんは何がしたいです？　つんつん？　ぷにぷに？　むにゅむにゅ？」

「つっ……ぷっ……むっ……」

　いけない。

　いけない、いけない。

　カルアは頭を振ふって、邪じや念ねんを追いはらおうとする。

「かーわいい」

　エルチネは、ふふっ、と笑った。

「なんか、エルチネさん、カルアくんのこと、気に入っちゃったかもしれないです」

「……やめてくれ。ていうか、やめろ。まじで」

「いいんじゃないでしょうか。お似合いだと思う」

　ドロシーはもう、こっちを見もしない。

「カルアは女の人の大きな胸に目がない。そして、エロチネは胸が大きい。しっかりと嚙かみあっている」

「なっ──ぼ、僕はそんなっ」

「あぁ。そうなのですねぇ。視線、びしびし感じますもの。慣れっこですけど。でもなぁ、エロチネじゃねーよ。エルチネだよ。おまえ、わざとだろ。燃やされたいの？」

「地が出ている。こわい」

「はぁ？　地ぃ？　何のことですかねぇ」

「ち、ちなみに言っておくけど、僕はべつに、そういう……なんていうか、む、胸がどうとか、そんなのはどうでもいいっていうか……」

　ドロシーとエルチネの眼まな差ざしが、えらく冷え冷えしていて、いっそせつない。

　カルアは、くっ……と、歯を食いしばった。

「ほんとに、どうでもいいんだって！　僕は人間なんか、女なんか嫌きらいなんだ！　いなくなればいい、みんな消えて、いなくなっちゃえば！　そうすれば、こんな……！」

「エロチネのような人の大きな胸に惹ひきつけられて、振りまわされることはないのに？」

「そう！　いや!?　違うよ!?　僕が言いたいのはそういうことじゃなくてっ……」

「本能なのですかねぇ。それにしても、またエロチネっつったな？　もしかして、本格的に喧けん嘩か売ってる？」

「それは誤解。聞き違えに言い間違いが重なって、たまたまこういう結果になっただけ」

「じゃあ、謝罪してくれません？」

「ごめんなさい。胸がぶきみなほど大きいわりに、心は狭せまいんですね」

「一言余計だろ、おまえ」

「わたしをおまえと呼ばないでくれますか、無礼者」

「どっちが無礼なのですかねぇ？　いいかげん、燃やしますよ？」
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「すまんが」

　──と、ガホルが言いづらそうに、低い、押し殺したような声で、口を挟はさんだ。

「そろそろ村だ」

　ピクルット村には、避ひ難なんしたのと同じ、南の方向から近づいた。

　白みはじめた空の下で、緩かん斜しや面めんの上から見み渡わたしたかぎりでは、あたりに魔ま神じんの姿はない。でも、魔神は何度も行ったり来たりして、さんざん村を踏ふみ荒あらしたようだ。魔神がどこをどう歩いたのか、はっきりとわかる。

　損傷をまぬがれている家屋は、全体の半分に満たないだろう。半数以上の人家が全ぜん半はん壊かいしていて、ちょっと修しゆう繕ぜんしたくらいでは、もとのように住める状態にはなりそうにない。

　北側の段々畑は穴だらけで、あの様子だと、農作物は大だい打だ撃げきを受けているはずだ。畜ちく舎しやから逃にげだしたのだろう、山羊やぎや羊があちこちで草を食はんでいる。

　村は壊かい滅めつしていた。

　現状でも、再建の道のりは遠く、険しそうだ。

　緩斜面を下りて村に入ると、よりいっそうまざまざと惨さん状じようを見せつけられた。家が踏みにじられているだけじゃない。陥かん没ぼつした道端に赤黒い染しみが広がっていて、その真ん中に何か平べったい物がめりこんでいる。

　ドロシーがそれに近づいてゆき、しゃがんで、手をふれようとした。カルアはその手首を握にぎり止めた。

　ドロシーに見上げられて、何を言えばいいのか、カルアにはわからなかった。ただ、首を横に振ってみせた。ドロシーは唇くちびるを嚙みしめて、うなだれた。

　潰つぶれた家の、瓦が礫れきの合間から、明らかに瓦礫とは違う物体が突つきだしていた。まるで精せい巧こうな作り物のような、それは人間の手だった。

　ドロシーはその手を両手で包むように握ると、引っぱろうとして、断念した。

　土つち埃ぼこりにまみれた誰だれかの指先に、ドロシーの唇が押しつけられた。ドロシーは目をつぶって、たっぷり一から十まで数えるくらいのあいだ、動かなかった。

　その後もドロシーは、少し前まで人だった物を目にするたびに、わずかな時間でも寄り添そおうとして、カルアが何度もやめさせた。もうそれは人じゃない。死んでいる。ただの物なんだ。そう言おうとしたが、言えなかった。

　ガホルはもちろん、エルチネさえ、軽口ひとつたたこうとしない。神しん妙みような顔つきで、破壊された家々を、物言わぬ骸むくろを、なすすべなく眺ながめている。

　しばらくすると、ガホルが足を止めた。

「私は、消息がわからない者の家を回る。あんたがたは、ロカを捜さがしてくれ」

　監視はしなくていいのか、と皮肉を言う気にはなれなかった。カルアはうなずいた。

「わかった。年は十歳。背せ丈たけは一メテル四十五サンチくらい。明るい色の目をしていて、二ふた股またの帽ぼう子しをかぶってる──でよかったよね」

「そうだ。頼たのむ」

　ガホルが早足で行ってしまったので、カルアたちはとりあえず村の中心あたりを目指した。ナタとハノ、ロカの家は、だいたいそのへんにあると、出発する前にハノから教えてもらった。大おお雑ざつ把ぱな情報なので、それなりに苦労するだろうと覚かく悟ごしていたのだが、杞き憂ゆうだった。

　ちょうど十歳くらいの男の子が、ひしゃげた人家の前に、放心したような体ていで座りこんでいる。二股の帽子が、その足あし許もとに転がっていた。

　どうやら男の子は、屋根だった薄うす板いたや、壁かべを構成していた木材を自分の手でどけて、どけて、どけて──とうとう力ちから尽つきたか、無む駄だだと悟さとってあきらめたらしい。

　ドロシーが駆かけだして、カルアはエルチネと顔を見あわせた。

「ロカくん！」

　ドロシーに声をかけられると、男の子は振り返った。ぼんやりと、無表情でドロシーを見ている。

「おねえちゃん、誰」

「わたしはドロシー」

　ドロシーはロカのそばにかがんで、背中をさすった。

「ハノさんに──お母さんに頼まれて、あなたを捜しにきた。ロカくん、へいき？　怪け我がはしていない？」

「怪我……うん。してない。どこも。痛くない。ぼくは。でも、お父とうが……」

　ロカは家のほうを見やった。ドロシーもそっちに視線を向けて、すぐにロカを抱だきすくめ、顔をそむけさせた。

　カルアとエルチネも、ゆっくりとロカに歩みよっていった。ドロシーが何を見たのか。ほどなくわかった。腕うでだ。

　瓦礫が撤てつ去きよされて、洞ほら穴あなのようになっているところから、逞たくましい、男の右腕がのぞいていた。

　言うまでもなく、それは、ロカの父親、ナタの右腕に違いない。

「お父は、村で一番強かったし、勇気があって、みんなに尊敬されてて、ぼくもお父みたいになりたいって、ずっと、思ってたから……お父が死ぬはずないって、ぜったい、生きてるって、信じてたんだ。それなのに、お父は死んでた。お母の言うとおりだった。お父は殺されたんだ。魔神に」

　ロカは取り乱さなかった。ただ、自分の気持ちを、地の底に打ちつけようとでもするかのように、暗い声で話した。

「掟おきてを破ったから、魔神が怒おこったのかな。でも、お父は、悪いことなんてしない。するわけない。お父は何回もぼくに言った。自分と、自分の大事な人に恥はずかしいことは、何があっても、しちゃだめだって。男と男の約束だって。それなのに、なんで魔神はお父を殺したの？」

「わからない」

　ドロシーはロカを抱く腕に力をこめて、その額に頰ほおをこすりつけた。

「わたしにはわからないけど、ロカくんのお父さんは悪くない。ロカくんのお父さんのせいじゃない」

「おねえちゃん、本当に、そう思う？」

「思う。空が降ってきても、地面が逆さまになっても、わたしはそう思う」

　ドロシーが力強く断言すると、ロカは大きなため息をついて、それから、ドロシーの胸に顔をうずめた。

「大きさじゃないですよねぇ」

　エルチネが声をひそめて、冷やかすような口調でつぶやいた。でも、それにしては、目が笑っていない。少し拗すねたように、なんだかつらそうに、細められている。

「受け止めて、吸いこんであげられる涙なみだの量は、大きさでは決まらないですもの」

「……お人好よしなんだよ、ドロシーは」

「ただのお人好しには、あんなことできないと思いますけど」

　エルチネの言う、あんなことが何を指すのか、はっきりとはわからない。思いあたることがありすぎて、特定できない、といったほうが正確だろうか。

　それでも、ロカがドロシーの胸で静かに泣いて、泣き止やむまで、そう長い時間はかからなかったと思う。強い少年なのだ。

　涙がすっかり乾かわくと、ロカは大人びた顔で自己紹しよう介かいをしてから、二股の帽子を拾ってかぶった。そして、潰れた我が家にもう一度、目を向けた。

「お父を、このままにはしておけない。ちゃんと、燃やしてあげないと。この家ごと」

「そういうことなら、エルチネさんに任せてくださいな」

　エルチネは腰こしのあたりから何かとりだして指に挟むと、ぱん、と両手を打ちあわせた。そして、目を伏ふせ、深呼吸。魔法使いとして修練を積み、霊れい視しができるカルアの目には、エルチネの身体からだから発せられる青い光が見えた。霊力マナだ。あれがこの女の開門アンロツクか。まばたき一つですませるカルアほどじゃないが、かなり手短だ。

「おいでなさいな、正四位炎えん霊れい勇イサ戯ギさん。──今イマ纏マトウ也ナリ炎エン舞ブノ衣コロモ廻マワリ巡メグレ見ミヨ乱ラン火カ円エン」

　瓦礫の一点に火がともって、次し第だいに勢いを増し、螺ら旋せんを描えがきながら燃え広がってゆく。ある程度まで火勢が強まると、そこからは速かった。カルアたちはいくらか後退して、崩くずれた家が煙けむりをあげて燃えるさまを見守った。ロカは落ちつきはらっていたが、なかなか炎ほのおから目をそらそうとはしなかった。しばらくすると、エルチネを見ずに口を開いた。

「もしかして、ゆうべ魔神を転ばせたのは、おねえちゃんが……？」

「あぁ。それはエルチネさんじゃなくって、こっちのおにーさんの仕し業わざなのですよねぇ、残念ながら」

　ロカはカルアに向きなおった。

「おにいちゃんも、魔法使いなんだ」

「まあね」

「おにいちゃんは、魔神を倒たおせる？」

　子供の言うことだ。軽く流せばいい。そう思うのに、なぜかカルアは即そく答とうできなかった。つい考えてしまったのだ。魔神を──いや、あの虚神アダムを、倒せるか否いなか。

　ジャック・ラヴローの虚神機アダムギアは、今のカルアが使える最大の雷らい霊れい魔法で機能停止に追いこむことができた。でも、あの虚神アダムとは大きさが違ちがう。全高で、五倍も六倍もあるだろう巨きよ大だいな虚神アダムに、同じ手が通じるかどうか。やってみないとわからないが、いける、とは思えない。

　それじゃあ、ほかに手はないのか。単純に打撃を加えるだけが魔法じゃない。別のやり方で、虚神アダムを動けなくすることはできないか。

　カルアは癖くせのある赤毛をかきあげて、息をついた。

「あまり現実的じゃないね」

「ぼくは、魔神を倒したい。できると思う？」

「仇かたき討うちをしたいっていうことかな」

「うん。もし、ぼくが魔神に殺されたら、お父はきっと、仇討ちをしてくれると思う。ぼくはお父の息子むすこだから、お父の仇討ちをしたい」

「無理だよ、ロカ。きみの手に負える相手じゃない。魔神に立ち向かったら、きみは死ぬ。間違いなく。お母さんを悲しませるだけだ」

「今できなくてもいい。時間をかけてでも、ぼくは魔神を倒したい。何か方法はない？」

「ロカ」

　カルアは少年の名を呼んでから、ドロシーを見た。ドロシーは軽く歯を食いしばって、カルアのほうに顔を向けている。でも、青い瞳ひとみに映っているのはカルアじゃない、たぶんここじゃなくて、遠くの光景だ。

　ドロシーは直接、それを目もく撃げきしてはいない。両親が、妹たちが、親類が、同どう胞ほうが、殺され、あるいは自死して、祖国が潰ついえる、その場面を、ドロシーは目まの当たりにしていない。だけれどおそらく、何度も、何度も、数えきれないほど、想像しただろう。しないではいられなかったはずだ。夢にだって見たかもしれない。

「……ロカ。魔ま神じんを倒しても、何も変わらないよ」

　だいぶ迷ったが、カルアはロカの肩かたに手を置いた。気持ち悪いな、と思った。こんなふうに他人をさわるのは、気色悪い。それなのに、何をやっているのか。自分らしくない。

「仇討ちなんかしても、無意味だ。たとえ成功したって、もちろん、きみのお父さんは帰ってこないし、何もとりもどせない。そんなことをするより、しっかりと生きて、お父さんよりも立派な男になったほうがいい」

「村の人たちは、お父が掟破りをしたって言ってなかった？　妻は夫の罪を負うんだ。お母も同罪ってことになるよね」

「ロカくん。でもそれは、事実じゃない」

「うん。そうだよ。お父は掟を破ったりしてない。だからこそ、汚お名めいをそそがないと。お母のためにも。悪いのは、お父じゃない、魔神なんだ。ぼくは魔神をやっつける」

「よいのじゃないですかぁ？」

　エルチネは不自然なほど、にこにこしている。不気味だ。何か企たくらんでいるんじゃないのか。そうとしか思えない。

「魔神はどうして、どうやって動いてるのか、何がしたいのか。わからないことだらけですけど、ほっといたら、ずーっと禍か根こんを残すことになっちゃうかもですし。黙だまっておとなしくしてれば、そのうちどっかに行ってもう帰ってこないっていうなら、いいですよ？　でも、そうとはかぎらないですしねぇ？」

「おねえちゃんの言うとおりだ」

　ロカは顎あごを引いて胸に手をあてた。

「ぼくのお父と、お母のためだけじゃない。村のためにも、魔神は倒さないといけない」

「そういうことだと思いますよ？」

「エルチネ……」

　カルアは横目でエルチネをにらんだ。やっぱりこの女には、何か目もく論ろ見みがあるのだ。

「焚たきつけないでくれるかな。どうせ言いっ放しで、責任をとる気もないんだろ」

「見み損そこなわないでください」

「……え？」

「そぉーんな、ロカくん一人にやらせるわけないじゃないですかぁ。やりますよ？　エルチネさんも。もちろん、お手伝いするつもりです」

「じゃ、わたしも──」

　うなずいて、ドロシーがそこまで言ったところで、カルアは慌あわてて割りこんだ。

「ちょ、ちょっと待った！　突とつ然ぜんなに言ってるんだよ、勝算もないのに──」

「カルア。人には、勝ち負けを度外視して、やらないといけないことがある。やらないといけないときがある」

「いいよ、そんな格言みたいな言い方しなくても。ごまかされないから、そんなので」

「堅かたいこと言わないでぇ、エルチネさんと一いつ緒しよにやりましょうよぉ、カルアくぅん。ねぇ。ねぇってばぁ。やろぉ？」

「さ、さわるなっ。寄るなっ。は、離はなれてっ。ぐうあっ……」

「えい」

「うゃあっ!?」

「ごめんなさい。ふとチョップの素す振ぶりをしてみたら、偶ぐう然ぜん命中してしまった」

「あからさまにわざとだろーがぁっ!?」

「そういうわけでもない。断じて。これは本当の話。信じられないのだとしたら、あなたが特別疑うたぐり深いということ。性格に欠けつ陥かんが」

「みんな、ぼくに力を貸してくれるの……？」

　ロカが真しん剣けんな、すがるような、熱すぎる期待がこめられまくっている眼まな差ざしで、ドロシーを、エルチネを、そして、カルアを見つめた。

　正直、カルアは怯ひるんでしまった。一いち途ずなのかもしれないが、勇ゆう敢かんとはいえない、あまりにも考えなしすぎる。だいたい、遠えん慮りよというものを知らないのか、このガキは。馬ば鹿かなんじゃないのか。馬鹿だ。馬鹿ガキだ。

　さらに、馬鹿ガキ以上に馬鹿な、とんでも馬鹿がいた。

「任せて、ロカくん」

　ドロシーはクソ真面目まじめな表情で、勢いこみまくってロカの手を握にぎった。何が、任せて、だ。馬鹿なことを。

　そして、馬鹿がもう一人。

　エルチネは指先でロカの顎を、つつっ……と撫なでて、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「おねえさんに乗るのはまだ早いですけど、大船に乗ったつもりでいてもよいですよ？」

　年とし端はもいかない少年相手に、なんてことを言うのか。痴ち女じよなのか。馬鹿のやることは理解不能だ。意味がわからないよ。まったくもう。




　　　　†




　ガホルと合流して、ロカを窪くぼ地ちに連れ帰ったころには、すっかり明るくなっていた。

　ハノは隔かく離りされ、見張りをつけられていたが、まだ無事だった。

　消息不明の者は一人も見つからず、十二名の死亡が確認されたことをガホルが伝えると、窪地はいっそうの悲しみに襲おそわれた。一刻も早くハノを生いけ贄にえに捧ささげるべきだと、声こわ高だかに主張する村人もいた。家族を失った何人かの村人が、ハノにつかみかかろうとした。

　窪地は騒そう然ぜんとして、殺気だってさえいたが、長おさは黙もくして語らなかった。迷っているのかもしれない。魔神への対処というよりも、村人の不満を抑おさえるために、ハノを犠ぎ牲せいにする。ただし、その方法をとって魔神が止まらなかった場合、長の権けん威いに傷がつく。そして、その可能性は高い。カルアの感かん触しよくでは、長もきっと、生け贄なんかで魔神をどうにかできるとは考えていないだろう。

「お父は掟おきてを破ったりしてない！」

　そんな不ふ穏おんすぎる雰ふん囲い気きを物ともしないで、たった十歳の少年が敢かん然ぜんと言い放った。

「お父が掟破りをしたっていうなら、誰だれか証しよう拠こを見せてよ！　証拠もないのに、お父が左手の人差し指だったからあやしむなんて、おかしい！　お母が罪に問われるのも、おかしい！　みんな、間違ってる！」

「口をつつしめ、ロカ！」

　右手の人差し指ダムンに叱しかりつけられても、ロカはたじろがない。たいした度胸だ。

「ぼくは黙らない。だって、黙っていたら、お母まで失うかもしれないだろ。そんなの、ぼくはいやだ！　ぼくは、黙らない！　ぼくが、魔神を倒してやる……！」

「なんと……」

　長が、長い眉まゆ毛げの奥で目を見開いた。

「今、なんと言った、ロカ。魔神を、おぬしが倒すじゃと？」

「はい、ぼくはそう言いました、長。だって、ぼくが魔神を倒せば、みんな村に帰れるし、罰ばつをこわがって暮らす必要もなくなる。ぼくはお父の、ナタの子です。魔神はお父を殺した。ぼくは魔神を倒して、お父の仇かたきをとる……！」

　ざわめきが起こって、怒ど号ごうがそれにつづいた。何を言ってるんだ！　くだらない、くだらんことを！　倒せるわけがないじゃないか！　魔神を侮ぶ辱じよくして、また襲われたらどうする！　そうだ、誰かあいつを黙らせろ！

　村人たちが次々とロカに浴びせる罵ば声せいは、やむどころか、勢いを増す一方だ。相手は子供なのに、大人げない。そう思っている者もいないわけじゃないだろうが、誰もいきりたつ同胞をなだめようとはしなかった。

　空気だ。

　この悲劇を何者かのせいにして、その何者かにぜんぶ押しつけてしまいたい。そんな空気にあらがえば、今度は自分が攻こう撃げきされる。だから、それはちょっとおかしいんじゃないかと思っても、口には出さない。

　嗤わらうべきだと思う。でも、カルアは彼ら、彼女らを軽けい蔑べつしない。人間は所しよ詮せん、そんなものだ。人間に、それ以上、それ以外を期待するほうが間違っている。

「ロカ」

　長が杖つえを支えに立ちあがると、村人たちは姿勢を低くして、口を閉とざした。

「われわれピクルットの民たみは、長きにわたって魔神を崇あがめてきた。その魔神を倒たおすと、おぬしは言う。それは冒ぼう瀆とくじゃ。許されざる罪なのじゃぞ」

「それじゃあ、長、教えてください。ぼくたちはよく、悪いことをしたら、魔神に連れていかれると叱られた。魔神を怒おこらせたくなかったら、掟を破るなって。お父が左手の人差し指だったし、ぼくは魔神を見に行ったことがあります。ただ、大きくて、おっかないだけだった。何かありますか、長。魔神が、村のためにしてくれた、いいことは！　一つでもあるんですか！」

「魔神は、そこにおわすだけで、悪い霊れいや災さい厄やくから村を守ってくれておる」

「だけど今は、魔神が災厄そのものじゃないか！」

「ロカ……！　おまえ、なんてことを……！」

　こらえかねたように、ハノが息子の名を叫さけんだ。村人たちがふたたび騒さわぎだす。いい年をして、ロカに詰つめよろうとする者まで現れた。さすがにそれは右手の小指ガホルらが止めたが、ロカが村人たちの標的になるのは時間の問題だろう。いや、すでにロカは、同胞の敵意を一身に集めている。ナタの妻ハノよりも、息子むすこロカを生け贄にするべきだ。誰かがそう言いだせば、大勢が賛同するだろう。

　計画どおりというわけだ。

　そう。

　ロカはあらかじめ、決めていたのだ。ドロシーも、エルチネも、それから一応カルアも、ロカの考えを前もって聞かされていた。そうじゃなければ、とっくにドロシーが乱入して、しっちゃかめっちゃかになっていたことだろう。

　父の汚名を返上して、母を守り、そして村の安全を確保する。そのために、ロカはこうすることを、みずから選んだ。

　並の十歳じゃない。

　そうはいっても、結局、十歳は十歳だ。ロカには力がない。魔ま神じんを倒すなんて、ロカには無理だ。そんなことは、ロカだってわかっている。

「誰か！　ぼくと一緒に魔神を倒す、勇気のある人はいませんか！」

　少年は毅き然ぜんとして村人たちを見まわした。

「魔神は、ぼくのお父だけじゃない！　トイデさんも、テグハのお父も、チペのお姉も、サンザのお母も踏ふみ潰つぶした！　魔神は、崇める神じゃない！　ぼくらの敵だ！　仇だ！　仇討うちを望む者は、ぼくと一緒に戦ってほしい！」

　カルアが見た範はん囲いでも、考えこむようにうつむく者、目と目を見み交かわす者たちが、何人もいた。でも、彼らが手をあげることはない。

「はぁーい」

「はい！」

　挙手したのは、示しあわせていたとおり、エルチネとドロシーだけだった。

　それはまあ、そうだろう。ドロシーは横目でカルアを見て、何か要求しているみたいだが、知ったことじゃない。カルアはやるなんて一言も言っていないのだ。

「魔法使いのエルチネさんと、ドロシーさんが、ぼくと戦ってくれる！」

　ロカは力強くうなずいて、ここにはいない魔神をにらみつけようとするかのように、顔を上げた。

「ぼくは、魔神を倒す！　でも、みんなを巻きこむつもりはないから──どうか、お母のかわりに、ぼくを生け贄にしてください……！」

　これには、村人たちも呆あつ気けにとられたようだ。でも、しばらくすると、それならそれでいいじゃないか、という雰囲気になってきた。魔神に対して不ふ遜そんな態度をとっている子供がいて、自分から生け贄にしてくれと言っている。拒こばむ理由がどこにあるだろう。

　カルアは冷めた目を周囲に配りながら、細いため息をついた。母を救い、魔神を倒したい。この二つを両立させるために、ロカは自分が生け贄になることを思いついた。生け贄といっても、もちろん黙だまって殺される気はない。囮おとりになって、可能なかぎり魔神を村人たちから遠ざけ、あわよくば倒す。それがロカの計画だ。

　どう考えても無む謀ぼうだが、たいしたものだと思う。それに比べて、村人たちはどうだ。誰も彼も、とにかく危険から逃のがれたい。だったら必死に頭を働かせればいいのに、感情に身を任せたり、雰囲気に流されたりするだけで、自分で判断しない、決断しない、行動しない。心底くだらないと思うが、人間なんてそんなものだ。

　ドロシーはきっと知らないだろうし、知る必要はない、教えるつもりもないが、今はなき祖国も理想郷ユートピアなんかじゃなかった。最後の魔王は賢けん君くんだったにしても、帝てい国こくの侵しん略りやくという外がい患かんに加えて、さまざまな内ない憂ゆうも抱かかえていた。それは多く、人間の愚おろかさに由来していたのだ。

　だいたい、なぜ望みのない主戦論がああまで幅はばを利きかせて、救きゆう援えんのあてもないのに首都に籠ろう城じようするという、最悪の愚ぐ策さくに行きついたのか。

　ようは、帝国にパイプを持つ者はすでに、寝ね返がえるか帰順するかしていた。残る有力者の大半は守旧派で、魔王国がなくなれば即そく、すべてを失う立場に置かれていたからだ。

　彼らが中心となって、帝国の非道をさかんに、ときに大おお袈げ裟さに喧けん伝でんし、民たみの愛国心に火をつけて、油をそそぎ、国を守るため、魔王のための戦いを、名めい誉よの死を、玉ぎよく砕さいを賛美した。身命をなげうって国に尽つくそうとしない者は非国民と呼ばれ、激しく非難された。国のために死んだ者は美しい、死を恐おそれる臆おく病びよう者は卑ひ怯きようで、醜しゆう悪あくで、有害だとされたのだ。主戦論に反対する者は吊つるしあげを食って、何人かは実際に吊された。戦場以外で流れた血は同どう胞ほうのものだった。そうして形成された徹てつ底てい抗こう戦せんの世論に、有力者たちも、魔王も、魔王国全体がのみこまれてしまったのだ。

　人間は馬鹿だ。

　そして、カルアもまた、その馬鹿な人間だ。

　自分は馬鹿だと常に認にん識しきしていなければ、馬鹿は際限なく愚ぐ劣れつな振ふる舞まいをする。

　カルアは目を伏ふせて、耳を澄すました。

　聞こえる。

　かすかだが、空耳じゃない、たしかに聞こえる。

　しゃがんで、地面に手をついた。これじゃわからないか。思いきって、地べたに耳を寄せてみた。

　ドロシーが眉をひそめて、いぶかしそうにカルアを見ている。

「カルア……？」

「じゃが、ロカ、おぬしは──」

　長が何か言おうとした。めんどくさいが、カルア以外に気づいている者がいないようだから、しょうがない。カルアは立ちあがって声を張りあげた。

「魔神だ……！」

　途と端たんに、わあ、という喚かん声せいがあがって、ある者は這はってどこかへ行こうとした。ある者はうろうろしはじめ、またある者は恐きよう怖ふに引きつった顔でひたすら周囲を見まわしている。男が、女がわめきだして、赤子たちがけたたましく泣き叫んだ。

　カルアはかまわず村人たちのあいだを駆かけ抜ぬけて、窪くぼ地ちから出た。丘おかでもあればいいのだが、このへんにはない。やむをえず、木に登ることにした。木登りは苦手じゃない。高い木を選んで、あっという間に五メテルほど登ると、視界が開けた。

　北西の方向だ。おそらく三百か、四百メテルは離はなれているだろう。

　魔神だ。

　歩いている。

「北西だ！　こっちに向かっているわけじゃなさそうだけど、近づいてきてる！」

「逃にげろ！　タバは老人たちを！　シガは女どもだ！　急げ！　逃げるのだ……！」

　ダムンがあれこれ指示を出しながら、高こう齢れいの長を背負った。

　村人たちはまだ混乱しているようだが、それでも南へ、南へと移動しつつある。

「ロカくん！」

　ドロシーがロカとうなずきかわした。二人は魔神のほうへと向かうつもりらしい。エルチネもついてゆく。カルアは急いで木から下りた。

「冗じよう談だんはやめてくれ！　準備もなしで……！」

　三人を追いかける。かなり先行されたので、そう簡単には追いつけそうにない。魔神までの距きよ離りは？　足音はだいぶ大きい。どんどん大きくなる。見えた。百メテルくらいか。もっとあるだろうか。二百メテルほどか。でかいので、よくわからない。

「くそ……！　川だ！　ドロシー、ロカ、エルチネ！　川のほうへ……！」

　カルアが叫ぶと、ドロシーたちは東へと方向転てん換かんした。魔神はどうか。行く。東だ。ということは、すでに魔神はドロシーたちを捕ほ捉そくしているのか。なんてことだ。駆けっこをして勝てるとは思えないし、やるしかないじゃないか。

「直接打撃を加えても、たぶん見込みがない……！」

　カルアはドロシーじゃなくて、エルチネに向かって言っている。エルチネもわかっているようだ。走りながら、ちらりとこっちに顔を向けた。

「崖がけを崩くずして、川に落とす！　今のところ、僕にはそれくらいしか思いつかない！」

「エルチネさん、地霊魔法は得意じゃないのですけど……！」

「それは僕がやる！　きみは必要なら、牽けん制せいしろ！」

「了りよう解かいです！」

　カルアは籠こ手てをつけようとして、やめた。エルチネはキレると「燃やすぞ」みたいなことを言うし、きっと炎えん霊れい魔法が得意だ。それも、たぶん炎霊を偏へん愛あいしている。そういう魔法使いは少なくない、というより、いろいろな魔法をまんべんなく使える者のほうが、むしろめずらしい。猛もう火か炎えん葬そうを使いこなせる術者となら、試ためしてみたいこともあるが──だめだ。そこまでエルチネのことを信用できない。籠手のこともやっぱり、知られるわけにはいかない。

　川まで、そんなにはかからなかった。川は断だん崖がいの下を流れている。絶ぜつ壁ぺきだ。高い。百メテルまではないだろうが、八十メテルはありそうだ。ドロシーたちも崖の縁ふちにいる。

「ドロシー！　ロカを連れて、ここから離れて！　南だ、南のほうに！」

「でも──」

「その子を死なせるわけにはいかないだろ！」

「わかった！　きて、ロカくん……！」

　ドロシーはロカの手を引いてカルアとすれ違ちがい、崖沿いに南下してゆく。

　魔神は木々を薙なぎ倒たおし、かきわけながら、たぶん七、八十メテルまで迫せまっている。それとも、もっと離れているのか。近いのか。本当にでかいので、よくわからない。

　正直、恐ろしくないと言ったら噓うそになる。なんであんな物が、あんなふうに動くのか。あれが兵器なのだとしたら、暗黒期ダークエイジにはどんな戦争が繰くりひろげられていたのか。

　カルアは腰こしの物入れから触しよく媒ばいをとりだした。トルマルクボーン。北の不毛地帯に棲せい息そくする巨きよ鳥ちようの骨を乾かん燥そうさせて、砕くだいた欠片かけらだ。まばたきをする。開門アンロツク。

「こい、正しよう三さん位い地ち霊れい辨ベン顚テン……！」

「おいでなさいな、従じゆ二に位い炎えん霊れい火ホ足タルさん……！」

　自分の魔法に集中しながら、意識の隅すみのほうで、エルチネの呼びかけをとらえた。火足。また猛火炎葬か。

　魔神はカルアとエルチネじゃなくて、ドロシーとロカのほうに足を向けようとしているみたいだ。もっとこっちに引きつけないと、カルアの策は嵌はまらない。魔法を中断するか。いや──エルチネが駆けて、魔神との距離を詰つめた。集中しながら、走れるのか。カルアはもちろんできるが、並なみ大たい抵ていの魔法使いには不可能な芸当だ。

「揺ユル揺ユレ震フルエ弔トムライニ燃モエ烈レツ火カニ踊オドリ舞マイ散チル徒アダ花バナ──今コン生ジヨウ一イツ切サイ猛モウ火カ炎エン葬ソウ……！」

　魔神の右みぎ脚あしが燃えあがった。エルチネはただちに踵きびすを返す。魔神はどうか。いったん立ち止まって──炎上している右脚はべつに痛くも痒かゆくもないといった様子だが、こっちに向かってくる。

「鞏キヨウ固コ磐バン石ジヤクナル岩イワ土ツチ抱イダキ支ササエシ万バン有ユウノ父母フボナル大オオ地ツチ──」

　あれだけの巨体だ。ここまで、あっという間だ。

　魔神に踏み潰されたら、即死。どこかにちょっと引っかけられただけでも、おそらく助からない。

　カルアは慎しん重ちように立ち位置を調整する。

　集中を途切れさせるな。

　頭を二つに割って、片方を魔法でいっぱいにし、もう片方で物を考える。そんなイメージだ。

　片方の頭が、なんでエルチネはそばにいるんだろう、と一いつ瞬しゆん思った。自分の役目を果たしたのだから、さっさと逃げればいいのに。

　もう恐怖は感じない。

　意識が澄み渡わたって、無の地平がどこまでも広がっている。

　魔神の右足が、崖の縁にいるカルアとエルチネの十メテル──いや、八メテルほど前方の地面にめりこんだ。突つきあげるような、大きな揺れ。カルアはかがんで地べたに手をついた。

「穿ウガテ虚キヨ無ムナル慟ドウ哭コクノ──大ダイ絶ゼツ窖コウ……！」

　土よ、岩よ、崩れろ。魔法を発動すると、何かがカルアの身体からだの中心を貫つらぬいた。そんな経験したことのない感覚に襲おそわれた。何だ、これは。だけど、それどころじゃない。すでに足あし許もとが崩ほう壊かいしはじめている。

「エルチネ……！」

「はぁい！」

　カルアとエルチネは、ドロシーたちが向かったほうへとひた走る。相あい性しようのよくない地霊の魔法を全力でぶっ放したから、まるで黒くて重いものが内臓全体にべったりとへばりついているかのように気持ち悪くてしょうがないし、手も足も腰も頭も重い。それでも走れ。踏ふむごとに割れ、溶とけるように崩れゆく大地を、走れ。樹木が倒れる。走れ。魔神の巨きよ軀くが傾かたむく。走れ。足をとられそうになっても、走れ。吐はき気けがしても、走れ。息が切れても、走れ。あとは振り向かずに、走れ。走れ。走れ。

「カルア……！」

　ドロシーが手をさしのべて、待っている。

　あとひと息──と思った途端、カルアはつんのめった。

「くぁっ！」

　顔から地面に突っこんで、痛いやら、恥はずかしいやらで、起きあがりたくない。このままでいたい。しばらくじゃなくて、いっそ永遠に。

　でも、じきに抱だき起こされて、妙みように、やたらとやわらかいものに包まれ、あの甘い、強ごう引いんな香かおりにむせかえりそうになった。

「だいじょぶです……？」

「え、う、あ……」

　背中から肩かたのあたりに、とりわけふわっとしたものが、あまりにもふわふわっとしている、それでいてしっかりと存在を主張しているものが、当たっているというよりも、ほとんど密着している。

　放してくれ。離れて。今すぐ離れろ。言いたいのに、なぜだか声にならない。眩暈めまいが。身体のいろいろな部分が、熱い。変に熱くて、おかしい。何かがこみあげてくる。無理だ。抑おさえきれない。

「──っ……」

　自分でも驚おどろいた。嘔おう吐としてしまった。苦しい。苦くもある。

「ちょっ、だいじょぶ──じゃないですね!?　カルアくん、えっと……落ちついて！」

　そんなふうに背中を撫なでられると、さらに吐きたくなる。ドロシーとロカが駆けよってきた。

「カルア！　どうしたの、カルア！」

「……や、なんでも……うっ……」

　涙なみだがにじんできた。地霊魔法のせいか。魔法を発動させた瞬間、奇き妙みような感覚があった。手て応ごたえとしては悪くなくて、逆によかったくらいだが、じつは失敗だったのか。

　カルアは胃液と一いつ緒しよに唾つばを吐いて、振ふり向いた。魔神の姿は見えない。うまく川に落とすことができたのだろうか。

「……もう、へいきだから」

　エルチネを押しのけて、崖から身を乗りだした。断崖は今も崩落しつづけていて、濛もう々もうと土つち煙けむりが上がっている。おかげで、ろくに状じよう況きようが確かく認にんできない。でも、川が半分か、少なくとも三分の一ほどはふさがっていそうだ。地形を変えてしまった。地じ盤ばんがゆるんでいたのかもしれないが、使い慣れていない魔法だから、制せい御ぎよにしくじったのだ。暴走させてしまった。なんて未熟なんだ。

「くそ……」

　しかも、魔法を暴走させて、むやみな破壊行こう為いを働いたあげく、このざまだ。

　土煙の中で、動く影かげがある。

　それは、起きあがろうとしているようだ。

「魔神だ……！」

　すぐそばで、ロカが食い入るように影を見つめている。

　カルアは口の周りを指でぬぐった。まだいやな味がする。

「倒せなかった……」

　立ちつくすドロシーの眉み間けんと顎あごに、皺しわが寄っている。本人は真しん剣けんで、深刻なのかもしれないが、その顔を見ているとなぜか、少し肩の力が抜ぬけて楽になった。カルアは一つ息をついた。

「この手は通用しないって、わかっただけでも収しゆう穫かくだよ。行こう。ひとまず、退たい避ひだ」







　２章　よくある叙情詩的な一場面にて誰が何を思う





帝暦三七八九年六月三十日　第七帝国ジドレー州チャウチャイ川流域









　彼女は、こっちに尻しりを向けて、首を垂れている。水を飲んでいるのか。たぶん、そうだ。そこに泉か、水たまりでもあるのだろう。

　密林の中だ。魔神が暴れまわっているせいか、鳥の声も聞こえない。気味が悪いほど静かだ。

　声をかけようか。

　彼女の名を呼べば、振り向いてくれるかもしれない。こちらの声を、彼女が覚えていてくれたら。いや──もう少し近づいてからだ。

　足許を確かめながら、慎重に進む。

　息を殺して、足音を忍しのばせる。

　彼女が、ぴくり……と身を震ふるわせて、首をもたげた。あたりをうかがっているようだ。気づかれたか。どうする？

　これ以上接近しようとしたら、問答無用で逃にげられそうな気がする。足を止めて、待つことにした。

　向け、こっちを。

　どうした。

　さあ、こっちだ。

　彼女は、こっちを──向いた。

　目があった。

　彼女は、宝石のような黄色い瞳ひとみをまばたかせた。鼻先をひくひくさせる。耳はこっちを向いている。感覚を研とぎ澄すまして、探さぐっているのだ。こいつは危険か？　敵なのか？　それとも……？

　だいじょうぶだ、と言ってしまいたくなる。でも、言葉なんてたぶん、意味がない。ただ自分の存在をさらして、判断してもらうしかない。信用してもらうしかない。

　いい。こっちは何もしない。こいつはだめだと思ったら、去ってくれていい。追いかけたりはしない。

　自然に呼吸をして、待つ。

　じっと、待った。

　すると彼女は──一歩、二歩と足を進めて、近づいてきた。だけれどまだ、こっちからは動かない。ただ、待つ。その全身を覆おおっている、光こう沢たくを帯びた瑠る璃り色いろの鱗うろこを眺ながめながら。鞍くらは外れていない。あの鞍がなければ、この生き物はもっと美しいはずだ。人間は、いらないことをする。いつも、いつもそうだ。

「キサルギ」

　とうとう鼻はな面づらをこすりつけてきた鱗豹馬ラパードの首を撫でると、胸が詰つまって、顔面の筋肉が勝手にゆるむのがわかった。涙があふれてきても、けっして不思議じゃない。むしろ、泣きたいくらいだ。人間と再会してこんな気持ちを味わうことは、まずないだろう。

「よかった。無事だったんだな、キサルギ。クロツナは？　一緒じゃなかったのか？　はぐれちゃったのかな。生きてれば──元気だといいけど……」

　キサルギは、クァァ、と鳴いて、さかんに擦すりよってくる。鱗豹馬ラパードはもともと群れを作って生活する生き物だ。きっと、キサルギもひとりきりで不安だったのだろう。カルアはキサルギのひんやりした身体をひとしきりさすってから、その背に乗った。

「ここからちょっと離はなれたところに、ドロシーもいるから。おまえ、ドロシーのこと、けっこう気に入ってただろ。会いたいよな？」

　さすがにカルアの言ったことを理解しているとは思えないが、キサルギは、クォ、と鳴いて、早く行こうとせがむように足踏みをした。なんてかわいいんだろう。かわいくてしょうがない。

「よし、行こう、キサルギ。ドロシーが待ってる」




　　　　†




　魔ま神じんの出現から、四日。

　ピクルットの民たみは、ひとまとまりにはならず、いくつかの集団に分かれて避ひ難なん生活を送っている。一つは、全ぜん滅めつをさけるためだ。もう一つは、百人以上が集まって暮らすのに適当な場所となると、そう見つからないという事情がある。移動するのにも、人数は多くないほうがいい。

　ハノとロカの処しよ遇ぐうはまだ決まっていない。それどころの騒さわぎじゃない、といったほうが、実情にあっているだろう。食べ物を見つけ、水と寝ね場所を確保するだけで、一日が終わる。皆みな、自分のことで手一いつ杯ぱいなのだ。

　九人しかいない十本指が指揮をとって、ピクルット村に人を送りこみ、金品や保存食、家か畜ちくを持ち帰る作業が昨日から始まった。死者の埋まい葬そうも行われている。とりあえず村外れに遺体を埋うめてしまい、遺い髪はつだけ持ち帰って、葬そう儀ぎを行っているようだ。故国くにでは火葬が一いつ般ぱん的だったが、この地では土葬が普ふ通つうらしい。

　ともあれ、カルアたちはそんな中、ハノが囚とらわれている長おさの避難場所──キャンプを拠きよ点てんにして、魔神の動向を探っていた。

　拠点にしているといっても、とくに用がなければキャンプの中には立ち入らない。戻もどってきたときは、キャンプから少し離れた場所で野営する。

　ロカは器用で、有能だ。材料さえ集めてくれば、天幕くらいなら簡単に作ってしまう。森にもくわしいし、方角を見失うこともない。魔神が眠ねむっていたウルタヤ寺院の場所まで知っているという。

　カルアたちは、たまに一休みしては移動しつづける魔神を追いかけていた。途と中ちゆう、皆が休きゆう憩けいをとっているあいだに、カルアは一人であたりの見回りをした。その折に、期せずしてキサルギと巡めぐりあうことができたのだ。運がよかった。

「魔神の速度は、ふだんはだいたい時速十キルから十二キルくらいだと思う。大きさを考えると、かなり遅おそいね」

　カルアはキサルギの腹を撫でながら、ドロシー、ロカ、エルチネを見まわした。もちろん、エルチネだけは、顔しか見ないようにしている。

「走られると、人間の足じゃ逃げきれないから、時速四十か、五十か、もっとか──まあ、どっちにしても、狙ねらわれて、追いかけられたらそうとうまずい。ただ、百五十メテルくらいまでなら、近づいてもへいきみたいだ。魔神はこっちに気づかない」

「ということは」

　ドロシーは、こくっ、とうなずいた。青い瞳にやる気がみなぎっている。変に燃えないでほしいんだけど。

「歩いている魔神なら、キサルギがいれば、追つい跡せきすることがじゅうぶん可能」

「……まあ、そういうことになるね。ただし、魔神を追跡できるのは、一人だけだよ。二人乗りも、できないことはないけど、無理をさせて潰つぶしたくない」

「いずれにしても、偶ぐう然ぜんではありますけど、前進……ですねぇ」

　エルチネは水色の髪かみを指に絡からめて、ふくみ笑いをした。

「これで、エルチネさんたちが魔神を観察して立てた仮説を、検証できるかもしれないわけですし？」

「ぼくは、魔神はやっぱり、寺院からそんなに離れられないんじゃないかと思う」

　ロカが枝の先で地面に地図を描えがいた。えらく簡略化されているが、じつにわかりやすい。本当に頭のいい子供だ。

「寺院は、村の十五キルくらい北。キャンプは、村からだいたい十キル南。今のところ、魔神はキャンプには一回も近づいてない。でも、キャンプより北の避難場所は、魔神に襲おそわれた」

「約二十五キルメテル、か……」

　カルアはため息をついた。自分はなぜ、こんなことを真面目まじめに考えているのだろう。どうでもいいのに。まったく、世を儚はかなみたくなるくらい、徹てつ底てい的にどうでもいい。

「仮にそれが魔神の行動範はん囲いだとしたら、選せん択たくの幅はばが広がるね」

「洗せん濯たくの川……」

「ドロシー、違ちがう。選択の幅」

「お洗濯をするのに幅が広がるということ？」

「いや、だから……」

　カルアはまたため息をついて、癖くせのある赤毛を引っかきまわした。

「魔神がこないところに新しい村を作るっていう手もあるだろ」

「はっ。そうすれば、たしかにお洗濯をするのにも幅が広がる」

「そうじゃなくて、センタク違いだよ……」

　ドロシーは眉まゆをひそめて、せんたく、とつぶやいた。頰ほおがさっと赤くなる。

「わ、わかっている。ちゃんとわかっていた。わたしはただ、お洗濯もだいじだということを言いたかっただけ」

「はいはい。だいじだよね、洗濯は。まあ……とにかく、僕が決めることじゃないけど、そうするのが最善ではないにしても、ベターなんじゃないかな」

「それはどうですかねぇ」

　エルチネは肩かたをすくめて、ロカに流し目を送った──わけじゃないと思うが、そんなふうにしか見えない目つきだった。存在自体が必要以上に性的すぎるんだ。

「ロカくんは、どう思います？」

「あんなに人が死ななかったら、カルアにいちゃんの言うとおりかもしれない」

　ロカは迷わず、きっぱりと断言した。

「でも、人が死にすぎた。みんな、魔神をすごくこわがってる。ここはだいじょうぶだって説明しても、たぶん納なつ得とくしない。長は、みんなが納得しない方法を選ばないと思う」

「……ロカ。きみが正しいよ」

　認めざるをえない。カルアは村人たちの気持ちを考こう慮りよしていなかった。結局、どうでもいいと思っているからだ。ロカは違う。こんな状じよう況きようになっても、村人たちのことを気にかけて、彼らの身になって物を考えている。

「長は、そう簡単には、お母を生いけ贄にえにしたりしない」

　ロカは自分に言い聞かせるように言って、ぐっと歯を食いしばった。
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「もし、キャンプのある場所に魔神がこないなら、きっと時間はある。そのあいだに、魔神を倒たおさないと」

「二つだ」

　カルアは立ちあがって、キサルギの首をさすった。キサルギが、クァァ、と鳴いて黄色い瞳にカルアを映す。カルアにとって、キサルギは唯一の癒いやしで、慰なぐさめだ。

「僕らがやるべきことは当面、二つある。一つは、魔神の行動範囲を確かめること。もう一つは──寺院」

　皆、虚きよをつかれたように、カルアを見た。言いたくなかった、とカルアは内心、思っている。言うつもりもなかった。本当は、カルアはまったく別の方法をとりたかったし、強ごう引いんにそれを実行することも考えていた。

　なんとかドロシーを連れて、この場から離れる。ドロシーがぐっすり眠っているときに運んでもいいし、それが無理なら気絶させたっていい。徒歩では難しいが、キサルギがいれば可能だ。

　だけれどそれは、いつでもできる。いざとなったら、決行すればいい。ロカを見捨てて、逃にげればいいのだ。カルアは後こう悔かいなんかしない。ドロシーを守るためなら。

「魔神の正体は、おそらく虚神アダムだ。虚神アダムだとしたら、勝手に動くことはない。兵器だからね。魔神は寺院に安置されてた。何らかの事情で、虚神アダムが魔神に偽ぎ装そうされてたってことだ。それが動きだした。当然、動かした者がいるはずだろ。寺院に行けば、何かわかるかもしれない。もしかしたら、まだ寺院にいるかもしれないしね。魔神を動かした、何者かが」

「……盗とう掘くつ？」

　ロカがぽつりとつぶやいた。

「お父が前に言ってた。盗掘しようとする者から寺院を守るのも、左手の役目だって。寺院には、魔神だけじゃなくて、いろんな物があったんだ。秘石の採掘場も、寺院のすぐそばだし……」

　秘石、とは何だろう。気になった。それから、その言葉を耳にした瞬しゆん間かん、エルチネが目を細めて、唇くちびるをきゅっと引き結んだ──ように見えた。もしや、それか。

　こんな辺へん鄙ぴな場所にあるピクルット村まで、エルチネがわざわざやってきた、目的。その秘石とやらか。

　ありうる話だ。秘石とは何なのか。わからないが、稀き少しよう鉱石のたぐいだとしたら、魔法の触しよく媒ばいとして利用できる物かもしれない。

　あくまで、カルアの推測だが──世間から隔かく絶ぜつされた村は、秘石を採掘して、これを町に持ってゆき、売ることで、金をえていた。その金で物資を買い入れ、村人たちに分配していた。

　ロカの父、左手の人差し指ナタは、そうした仕事の責任者だった。だから、その気になれば、秘石を多めに採掘して、私腹を肥やすこともできた。もちろんそれは、掟おきて破りということになるはずだ。

　ナタは疑われやすい立場にいた。逆にいえば、そんな仕事を任されるほど、誠実な男だったのだろう。でも、魔神に殺されてしまった。

　掟を破ったから、罰ばつが下されたのだ。

　村人たちはそう考えた。

　筋は通る。たぶん、当たらずとも遠からずといったところだろうと思うが、推測にすぎない。

「魔神の追跡は、僕がやる」

　カルアはキサルギの背に乗って、首筋を軽く叩たたいた。まずはエルチネを信用しないことだ。それだけは、心にとめておかないといけない。

「行動範囲に目星がついたら、次は寺院だ。焦あせらないで進めよう」




　　　　†




　魔ま神じんの行動範囲におおよその見当をつけるのに、丸五日費ついやした。

　予想どおり、魔神は寺院から南に二十五キルメテル足らず、だいたい二十三、四キルしか離はなれられないか、離れるつもりがないらしい。

　カルアはロカに寺院の位置を教えてもらい、一度近くまで行って、場所を確かく認にんした。カルアが把は握あくしているかぎりでは、魔神が寺院に接近したことはなくて、寺院の北五キル、西十二、三キル、川を越こえて東十キル程度にまで足をのばすことがある。

　魔神の目的は、まったくわからない。コースに規則性があるとは思えず、一休みするかのように足を止めるタイミングもまちまちだ。ただ決まった範囲の中をほっつき歩いているようにしか見えない。

　長には一応、魔神の行動範囲を伝えてある。キャンプが安全な場所にある可能性が高いことも。そのおかげか、少なくとも黙だまってハノを生け贄にしたりはしないと、長は遠回しな表現で、ひそかに約束してくれた。ただし、釈しやく放ほうすることはできない。もし、ロカが逃げたりしたら、ハノの身に危険が及およぶだろう。

　言ってみれば、ハノは人ひと質じちだ。ロカが、そしてカルアたちが、魔神を監かん視ししたり、魔神を倒そうと画策したりしているかぎり、ハノの命は保障される。だから、ロカとカルアたちは、できるだけ村人の目の届くところにいないといけない。それでいて、忙いそがしく動きまわって、働いていないといけない。

　村人たちが欲ほつしているもの、それは、安心だ。確率的な安全よりも、とりあえずだいじょうぶだと思いたい。

「……バカらしい」

　カルアは低くつぶやいた。雨だ。ここ数日は、一日の半分以上、雨が降っている。たいてい小雨だが、たまに激しく降る。晴れ間がのぞくことはめったにない。今も、まだ日が暮れるような時間じゃないのに、薄うす暗ぐらい。

　重く湿しめった外がい套とうのフードを少し持ちあげて、振ふり向いた。ドロシーと目があった。

「そんなふうにいちいち確認しなくても、眠ねむったりしない」

　ドロシーは長おさに貸してもらった雨あま合羽ガツパを羽織り、キサルギにまたがっている。たしかに、寝ねていなかったようだ。今のところは。

「せいぜいその調子で頼たのむよ」

「カルアに言われるまでもない。疲つかれているのなら、キサルギに乗ったらどう。わたしは歩くから」

「……いいよ。べつに。疲れてないし」

「それなら、エルチネさんが代わってもらってもいいですかねぇ？　そんなに疲れてはいないのですけど、足場がぐちゃぐちゃで、汚きたなくて、汚くて」

「ロカくんはだいじょうぶ？」

「ぼくはへいき。雨季の森には、慣れてるから」

「あのぉ。エルチネさんはぁ？　ひょっとして無視？　まじかよ……燃やす……頭のてっぺんから、足の先まで、燃やすから……燃やす……」

　エルチネはだいぶいらいらしているようだ。気持ちはまあ、カルアにもわからないではない。雨降りの密林は、とにかく歩きづらくて、視界も悪いし、雨音がうるさい、やたらと蒸むし暑い、不快、不快、ひたすら不快だ。対処法といったら、なんとかして慣れるか、自分が我が慢まんしていることを忘れるくらいしかない。

　唯ゆい一いつ、雨が降ると、わずらわしくてたまらない虫が出てこないので、そこはいいところと言えなくもないだろうか。

　カルアはもう一度、ドロシーを振り返って、すぐ前を向いた。正直、すごい、とは思う。

　ドロシーは、深窓の令れい嬢じようどころか王女だ。戦時下とはいえ、何不自由のない、清潔で、きれいに整えられ、美しく飾かざられた環かん境きようで育った。それなのに、カルアが覚えている範はん囲いでは、寒いだとか、暑いだとか、汚いとか、ひもじいとか、そういうたぐいの愚ぐ痴ちをこぼしたことはただの一度もない。何でも食べるし、多少濁にごった水でも、カルアが飲めと言えば、ためらわずに飲む。土の上でも、岩の上でも寝る。汗あせまみれになっても、泥どろだらけになっても、平然としている。

　たとえどんな境きよう遇ぐうにあっても、見苦しい真似まねはしない、根っからの王女なのだ。子供みたいなところも、たしかにある。でも、魔王の娘むすめなのだ。

「……こんなこと、させちゃいけないんだ。ほんとは……」

　樹木に手をかけ、伝い歩くようにして斜しや面めんを下りた。河原かわらまで下りると、ロカが上流のほうを指さした。

「寺院はこの先だよ。靄もやがないときは、ここから目印が見えるんだけど。あと五百メテルくらいかな」

「目印というのは？」

　ドロシーはキサルギから下りて、手た綱づなをカルアに押しつけてきた。カルアはキサルギの首を撫なでて少し考えてから、エルチネに手綱を渡わたした。ドロシーに軽くにらまれたが、明らかにこの中で一番消しよう耗もうしているのはエルチネだ。いざというとき、疲れ果てて魔法もろくに使えない、なんてことになったら困る。

「目印は、塔とうだよ」

　ロカはエルチネをキサルギの背に押しあげてやりながら答えた。

「ぱっと見ただけじゃ、塔だと思う人は少ないかもしれないけど。まっすぐで、すごく高いから、よく見ると人間が造ったものだってわかる」

「塔ですねぇ、塔。エルチネさん、了りよう解かいしましたっ。さっさと行きましょ？」

　エルチネはキサルギに乗った途と端たん、機き嫌げんがよくなったみたいだ。キサルギを進ませて、先行しようとしている。

「待って。ここからはとくに、用心して行動しよう。僕らがなんでウルタヤ寺院を目指してるか、忘れたわけじゃないだろ」

「もちろん、忘れてなんかないですよ？　魔神について、何かわかるかも──ってことですよねぇ？」

「僕は、魔神は虚神アダムで、虚神アダムは誰だれかに操あやつられてて──その誰かが、今も寺院にいるかもしれないって考えてる。あくまで、可能性だけどね」

「カルアにいちゃんは、その誰かが、一人じゃないと思ってるんだ」

　ロカはまるで、自分の考えのように話した。

「一人だって決めつけるよりも、何人かいるって考えておいたほうがいい。今も誰かが魔神を動かしてるんだとしても、その仲間はまだ寺院にいるかもしれないし」

「……まあ、そんなとこかな」

「わかった」

　ドロシーは、こくっ、とうなずくと、膝ひざを曲げて腰こしを落とし、上流に向かってじりじりと歩きはじめた。

「……あの、ドロシー？　何やってるの？」

「用心深く行動している。どう？」

「どうって……」

「あはは」

　ロカが笑って、ドロシーの真似をしはじめた。

「ぼくもやる。これでいい？」

「あ、ちょっとだけ違ちがう。ロカくん、そうじゃなくて、もっと背中を丸めて」

「こう？」

「そう。それから、肩かたの力を抜ぬいて。何があっても、すぐ対応できるように」

「あ、そっか。これでいい？」

「とても上出来だと思う」

「楽しそうで、いいですねぇ」

　エルチネは呆あきれているようだが、カルアは引っかかるものを感じている。ロカだ。

　父親を亡なくしたばかりとはいえ、十歳の子供ならではの逞たくましい回復力を発揮して、ちょっとしたことで無む邪じや気きにはしゃいでいる。そんなふうに見えなくもないし、べつにおかしくはない。ただ、あの子は頭が切れすぎる。演技なんじゃないか。うがちすぎか。カルアたちの前で演技なんかしたところで、何の意味もない。

「僕が先頭に立つ。ロカ、もし僕が道を間違えたら、教えて。──行こう」

　カルアたちは一列になって河原を進んだ。

　やがて、靄の向こうに目印が見えてきた。カルアは前に一度、確認しているので、間違いない。遠目には、川の中にまっすぐそそりたつ、枝の落ちた古木のように見える。そう、目印の塔は、河岸じゃなくて、チャウチャイ川の中に立っているのだ。

　見るからに古いその塔は、風雨や湿しつ気けなどで傷いたみ、苔こけむして、草花まで生やしている。直径はたぶん、四メテルくらい。二十メテルか、二十五メテルほどの高さはあるだろうか。もとの姿は想像できないが、もっと塔らしい塔だったことだけは間違いない。

　目印の塔に近づいてゆくと、左手の斜面に鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる樹木の合間から、ちらほらと顔をのぞかせる黒々とした建物らしきものが見えてきた。かつては偉い容ようを誇ほこったのかもしれない。ウルタヤ寺院は、今や密林に侵おかされ、覆おおい隠かくされようとしていた。

「あれは……魔神が通った形けい跡せきかな」

　木が薙なぎ倒たおされ、建物が損そん壊かいして、道ができている。魔神はおそらく、あそこを通って川に出たのだろう。

「寺院には、あの石段をのぼっていくんだ」

　ロカが示した先に、河原から石段がのびている。

「秘石が採れる洞どう窟くつは、もっと奥だよ」

　そう言ってロカは振り向き、雨降りに似つかわしくない、曇くもりのない笑えみを浮うかべた。どうやら、エルチネに笑いかけたらしい。

「……秘石？」

　エルチネはちょっとだけ唇くちびるを嚙かんで、白い歯を軽く舐なめた。微び笑しようでも、困こん惑わくでも、焦あせりでもなくて、そのどれでもあるような、複雑な表情だ。

「高く売れる宝石とかぁ？　ですかねぇ。それなら、欲しいですけど。エルチネさん、お金は大好きですから」

「コルベニウム。文もん観かん輝き石せきっていう名前で呼ばれることもある。お父が教えてくれたんだ。秘石は、貴重な顔料に加工できるし、合金の材料としても使われる。あとね、魔ま法ほう使つかいが欲しがるんだって」

「炎えん霊れい魔法──もっと言えば、猛もう火か炎えん葬そうの触しよく媒ばいだね。文観輝石は」

　カルアは、内心の驚おどろきを隠すために、口を挟はさんだようなものだ。ロカ。気づいていたのか。むしろ、見抜いていた、というべきかもしれない。

　前にロカは、秘石の話をしたことがある。秘石の採さい掘くつ場は、寺院のすぐそばだと。うっかり口を滑すべらせたのかと思っていた。でも、違った。あれはきっと、わざとだ。わざと秘石に言げん及きゆうして、カルアやエルチネの反応をうかがったのだろう。

　なんて子供だ。カルアでさえ、これだけ動どう揺ようしているのだから、エルチネはもっとうろたえているだろう。いや──開きなおったのか。

「それでぇ？」

　エルチネは肩をすくめて、唇の片かた端はしをつりあげた。片方の頰ほおだけにえくぼができている。声こわ音ねはふだんと変わらない。

「もちろん、文観輝石なら、いくらあっても困らないですけどねぇ。あればあるだけ、エルチネさんとしてはうれしいですよ？　それがどうかしたのです？」

「条件があるんだよ、エルチネさん」

　ロカは、おねえちゃん、とは呼ばなかった。あえてだろう。

「ぼくに協力してくれたら、洞窟の場所を教える。連れてってあげてもいいよ。仕事が終わったら、好きなだけ秘石を持っていけばいい。どうせ、一人で運べる量なんて、たかがしれてるしね」

「エルチネさんと、取引したいってことですかぁ？」

「悪くない話だと思うんだけど。だってエルチネさんの目的は、もともと秘石でしょ？　町で買うと高いから、仕入れ先を突つき止めて、直接安く買おうとしたの？」

「……こわい子ですねぇ、きみ」

「どうして？　ぼくはただ、手がかりから推測しただけだよ。でもね。掟おきてで、村では秘石を取引しないことになってる。秘石は今、採掘場にしかない。採りに行かないと、手に入らないよ。エルチネさんは、これが知りたかったんじゃない？」

　エルチネは返事をしない。否定しても、肯こう定ていしても、みじめだ。黙だまるしかないといったところだろう。

「ロカ。僕には取引を持ちかけないのか？」

「カルアにいちゃんは、エルチネさんとは違うもの。だって、ドロシーねえちゃんがぼくを助けようとしなかったら、とっくに逃にげてたでしょ？」

「まあね」

「だけど、秘石が欲しいなら、あとで洞窟の場所を教えるよ」

「掟を破ることになるんじゃないのか」

「カルアにいちゃんやエルチネさんは、村の人間じゃない」

　掟は、村の中だけで通用している、限定的な法だ。カルアもエルチネも、掟に縛しばられるいわれはない。ロカは掟を破ることになるが、それについては、カルアたちが口をつぐんでいればいい。ようするに、ロカが言いたいのはそういうことか。

「言いませんでしたっけ」

　エルチネは気をとりなおしたようだ。頭を切り換かえて、ロカを子供扱あつかいするのはやめ、対等の交こう渉しよう相手と見なすことにしたのかもしれない。

「最初から、エルチネさんはロカくんをお手伝いするつもりですよ？　お礼がいただけるのなら、もちろん、ありがたくちょうだいします」

「ありがとう、エルチネさん」

　ロカはにっこりと笑ってから、カルアに顔を向けた。答えないといけないのか。曖あい昧まいなままでは、信用できない。ロカの透とう徹てつした目がそう物語っている。

「もらえる物は、もらっておくよ」

　カルアは軽く右手をあげてみせた。エルチネの手前、そんな物いらないとは言えない。魔法使いが文観輝石を欲しがらないとなったら、かえって不自然だ。

「でも、命を張る気はさらさらない。それだけは覚えておいて。本格的に危ないと判断したら、僕は手を引く。当然、連れも一いつ緒しよだ」

「ぼくも、死ぬつもりはないよ。見たいものも、やりたいことも、たくさんあるから」

「ロカくん」

　突とつ然ぜん、ドロシーがロカの肩を抱だいて、自分のほうへと引きよせた。目をつぶって、ロカの額に頰ずりをする。ロカは意表をつかれたようで、ぱちぱちまばたきをした。

「……え？　ドロシー……ねえちゃん？」

「お父さんを亡くして、捨すて鉢ばちになってもおかしくない。それなのに、生きる決意をして前を向くのは、並なみ大たい抵ていじゃないこと。とてもえらいと思う。安心して。わたしがロカくんを守るから」

　いくら相手が子供でもスキンシップ過か剰じようだし、だいたいどうやって守るんだよ──とカルアがつっこみを入れる前に、ドロシーは目を開けて、にっと微笑んだ。

「そして、カルアは放っておいてもわたしを守る。これで完かん璧ぺき」

「おい……」

　抗こう議ぎしたいが、否定はできないのがつらいところだ。ロカは照れくさそうに、それでもドロシーから離はなれようとしないで、少し首をひねった。

「そういえば、カルアにいちゃんとドロシーねえちゃんは、どういう関係なの？　ぜんぜん似てないから、兄妹きようだいではないよね」

「わたしとカルアは──」

「言ってなかったっけ。親しん戚せきで、幼おさな馴な染じみなんだ。事情があって故郷を出たんだけど、家族とばらばらになっちゃってね」

「戦争、ですかねぇ」

　エルチネがぽつりと言った。カルアはそうだともそうじゃないとも答えないで、沿えん海かい州で商売をやっている遠とお縁えんの叔父おじのところに身を寄せたいのだが、伝手つてがなくて困っているというような説明をした。事実ではないけれども、沿海州は陽よう国こくの東に位置しているので、行く先の方向は一応あっている。

「沿海州かあ」

　ロカが目を輝かがやかせた。こんな片かた田舎いなかに住んでいる十歳の子供が、陽国ほどの大国ならともかく、自由都市国家群の総そう称しようでしかない沿海州を知っているのか。賢かしこいだけじゃない。ロカは知識もあるのだ。どうやって身につけたのだろう。

「まずは寺院を調べよう」

　カルアは歩きだした。気になることはいろいろある。一方で、ロカを警けい戒かいしすぎているのかもしれない、とも思う。たぶん、嫉しつ妬としているのだ。自分が十歳のとき、ロカのように知ち恵えを働かせることができたか。ロカほど果断だったか。魔法の素質は別としても、自分はロカに劣おとっている。だからどうだっていうんだ。くだらない。

　石段までもう少しだ。

　よく見ると、石段の両側には樹木だけじゃなくて、柱のような構造物が立ちならんでいる。木々に埋うもれそうな建物の数は、想像以上に多い。往時はどれだけの人間がここで暮らしていたのか。ウルタヤはかなり規模の大きな寺院だったようだ。

　キサルギは石段から先には行けそうにない。エルチネに下りるよう言おうとしたら、キサルギが手た綱づなを引かれたわけでもないのに足を止めて、腰こしをわずかに持ちあげた。ロカとドロシーは気づかずにそのまま進もうとしている。カルアは腰に吊つるしてある籠こ手てに手をかけようとして、やめた。

「待って」

　ロカとドロシーが無言で立ち止まって、エルチネはキサルギの首をさすった。キサルギは何を感じたのか。何かを見たのか。聞いたのか。──今、揺ゆれた。枝葉が。

「何かいる」

　石段を十五メテルばかり上がったあたりだ。石段脇わきの柱に、何本もの木が覆いかぶさっている。そのあたりの枝が、葉が、たしかに揺れた。雨は止やみかけている。雨あま粒つぶが震ふるわせたものとは思えない。

　見つけるよりも早く、相手のほうから姿を現した。木こ陰かげにひそんでいたのか。石段に進みでて、こっちに向きなおった。

　人間──なのか。

　大きな石の面をつけて、金属製の古めかしい錆さびた杖つえを持っている。人間と同じく、直立二足歩行する生き物のようだが、違ちがう。尻尾しつぽがあるし、ゆったりした白っぽい衣ころもからのぞく肌はだは、キサルギみたいに鱗うろこで覆われている。面のせいで顔が見えない。だから断言はできないが、蜥蜴とかげ人か。

　蜥蜴人には、大きく分けて二種類いる。

　沼しよう沢たく地や峡きよう谷こくに棲せい息そくしていて、肉食で、同族同士でも殺しあい、食くらいあう、ときに人間も捕とらえられ、食われることがあるので、怪かい物ぶつ、クリーチャーと見なされている、いわゆる蜥蜴人。それから、蜥蜴人よりずっと知性的、文化的で、かつては彼らだけでジャグラグという名の国家を運営し、人間と対等の関係を築いていた、ジャグラグ人。

「立ち去るがよい」

　その蜥蜴人は、しゃがれた太い声で──厳いかめしい帝てい国こく語で、そう言った。

　人間の言葉をしゃべる。ということは十中八九、ジャグラグ人だ。

「即そつ刻こく立ち去れい。我らはウルタヤ神官の末まつ裔えいである。この地は我らの聖地である。何なん人ぴとたりとも立ち入ること罷まかり成らぬ」

「末裔……？」とカルアが、ロカは「我ら？」とつぶやいた。

　現状を把は握あくするのに、どちらの情報がより重要か。言うまでもない。我ら、のほうだ。つい、負けた、と考えてしまう自分に、カルアは苛いら立だちを禁じえない。そんなことで苛ついている場合じゃないんだ。

「立ち去らないと、どうなるのかな」

　言いながら、カルアはそっと腰の物入れを探さぐった。相手が複数なら、爆ばく雷らい索さく──いや、爆雷索の触媒、尖晶石スピネルは持っていない。やむをえず、クロマイトの欠片かけらをとりだして、右手に握にぎりこんだ。

「立ち去らねば──」

　ジャグラグ人が杖を掲かかげると、石面をつけて白い衣を身にまとった者たちが、あちこちから出てきた。

「こうなる」

　まずい。石面の連中。全員じゃないが、弓矢や弩いしゆみを持っている。こっちに狙ねらいをつけようとしていて──たぶん、撃うつつもりだ。おとなしく帰すつもりは、もともとない。そういうことか。

　カルアはドロシーたちをかばうふりをして前に出た。この魔法の射程はあまり長くない。七メテル。せいぜい八メテルまでだ。ジャグラグ人。あと半歩だ。とらえた。まばたきをして、開門アンロツク。

「こい、正しよう三さん位い雷らい霊れい累ルイ光コウ。──唸ウナリ響ヒビケル雷ライ火カ電デン光コウ奔ホトバシリ今イマ影カゲサエ残ノコサズ啼ナケ雷ライ電デン！」

　紫むらさき色いろの光をまとう、人とも獣けものともつかない姿をした累光が、ジャグラグ人に躍おどりかかって星電気エレクトラを発する──はずだったのに、累光はなぜか、ジャグラグ人が持っている杖に引きよせられた。

「なっ……!?」

　星電気エレクトラはちゃんと発生した。青白い雷かみなりが撒まき散らされた。でも、ぜんぶ杖に吸収されてしまった。ジャグラグ人は何か叫さけんであとずさりしたが、杖を手放すことはなかったし、それだけだった。なぜだ。どうして。答えは一つだ。

　あの杖、ただの骨こつ董とう品じゃない。遺物レリツクか。

「逃にげろ……！」

　カルアは叫ぶなり踵きびすを返した。ロカはすばやく反応してもときた方向へと駆かけだし、ドロシーもすぐにつづいた。エルチネは遅おくれた。手綱を思いきり斜ななめに引いて、エルチネはキサルギを方向転てん換かんさせようとしたのだ。その直前か直後に、石面の連中が矢を射かけてきて、驚おどろいたキサルギが竿さお立だちになり、前まえ肢あしで空くうを搔かいた。

「あ、わっ、ちょっ……！」

「無理だ、エルチネ、下りろ……！」

　カルアはキサルギの首に抱きついてなだめようとした。危険は承知だが、ここでパニクっていたら、キサルギが危ない。

「キサルギ、落ちついて……！」

「──きゃっ！」

　エルチネが下馬というよりも落馬した。それでも、うまく受け身をとったようだ。すぐさま起きあがって、先に逃げたロカやドロシーを追いかけはじめた。

「カルア！　急いで！」

　ドロシーが振ふり返って叫んだ。キサルギがキシャアアアアアと甲かん高だかい声を発して身み悶もだえる。矢だ。何本か当たった。首に一本、背中に二本、左の腿ももにも一本。カルアは暴れるキサルギに振りはらわれ、前肢で蹴けられそうになって、なんとかよけた。

「──くっ！　キサルギ……！」

　鱗豹馬ラパードの目は血走って、唾だ液えきがあふれ、泡あわ立だっている。踊おどるように飛び跳はねるキサルギに、さらに何本か、矢が命中した。左の後肢に力が入らないのか。跳とんで、着地してはカクッと左の後肢が折れる。どこかへ行こうとしているようだが、ぐるぐる回るだけで、矢を浴びるばかりだ。射手以外の石面が押しよせてくる。やつらが手に持っているのは、剣けんじゃない。槍やりか。ツルハシのようにも見える。カルアは決断するしかなかった。ここで死ぬわけにはいかない。

「キサルギ、ごめん……！」

　カルアは走った。キサルギの鳴き声が聞こえる。苦しそうな悲鳴が。胸が、腹が、焼けそうだ。物入れからマホトム木炭の欠片をとりだして、握る。まばたきをした。開門アンロツク。

「正しよう四し位い地ち霊れい愚グ封フウ。──不フ壊エノ底ソコ土ツチニ下クダセシ鉄テツ槌ツイ砕クダキ紊ミダシ聳ソビエヨ壁ヘキ巌ガン靠コウ！」

　足を止めずに呪じゆ文もんを詠えい唱しようし、振り向いて地べたに手をつく。見る間に地面が隆りゆう起きし、土の壁かべとなって石面たちの前に立ちはだかる──その寸前、キサルギが見えた。

　キサルギはすでに後肢が立たなくなっていて、前肢で必死に身体からだを持ちあげ、顔をこっちに向けていた。

「──すまない……！」

　もう一度謝って、カルアは駆ける。キサルギは身代わりになってくれたんだ。守ってくれた。キサルギのおかげで助かった。そんな思いつきは卑ひ劣れつだ。恥はずべき自じ慰い行こう為いだ。そうじゃない。甘かったんだ。魔ま神じんを動かした者か、その一味が寺院にいるかもしれない。だったら、待ち伏ぶせされたっておかしくないじゃないか。

「……考えてなかった！　迂う闊かつだったんだ……！　僕が、僕が！　僕が……！」

　カルアのせいで、キサルギは死ぬ。きっとまだ死んでいない。痛みと混乱と、それからもしかすると、置き去りにされた、裏切られたという思いの中、死のうとしている。

　ロカとドロシー、エルチネは、十メテルほど先を走っている。

　振り向く。石面たちは追いかけてこない。でも、いる。また近づいてきたら、ただじゃおかない、とでも言わんばかりに、列をなして各おの々おのの武器を振りあげている。

　戻もどることはできない。逃げるしかない。

　十分近く、ほとんど全力疾しつ走そうしてから、足をゆるめた。

「……キサルギは？」

　ドロシーに訊きかれて、カルアは首を横に振ってみせた。あの石の面のような、無表情で。悲しむ資格なんて、カルアにはない。もちろん悔くやしいけれど、いくら悔くやんでもキサルギは帰ってこないのだ。意味がない。

　神経質で、臆おく病びようなところはあったが、人の話をじっと聞いて、やさしかった。瑠る璃り色いろの鱗が美しい、いい鱗豹馬ラパードだったのに。

　神官を名乗る石面集団について、ロカが何か話している。

「──あの石のお面は、おそらく──」

「あのお面に似た顔の像を、寺院で──」

「武器じゃなくて、工具──」

　カルアは早足で歩きながら聞いているつもりだが、ほとんど頭に入らない。どうしてこんなに衝しよう撃げきを受けているのか。人間じゃない、鱗豹馬ラパードだからだ。きっと、そうだ。

　外がい套とうのフードをはねあげて、雨を直接、顔で受け止めた。また少し降りが激しくなってきたようだ。

「カルア？」

　袖そでをつかまれた。

　カルアはうなずきながら、とっさにドロシーの手を振りほどいてしまった。

「……あ。ごめん」

「いい。気にしないで。それより、へいき？」

「へいきだよ。ああ……弱り目に祟たたり目ってやつだな」

「え？」

「足音だ」

　カルアは立ち止まった。どれくらい寺院から離はなれただろう。感覚的にはさして時間がたっていない。でも、河原かわらから斜しや面めんを上って、密林をしばらく歩いた。一時間ほどは経過しているはずだ。

「南だ」

　この足音というより、震しん動どう。木々の合間に、何かがちらっと見えたような気がする。

　南はチャウチャイ川の下流方向だ。ピクルット村もキャンプも、当然、そっちにある。

「け、けっこう近くないです……？」

　エルチネは斜面で一度、転んだので、泥どろだらけだ。ロカが西を指さした。

「あっちに逃げるしかない」

「カルア」

　ドロシーが判断を仰あおぐようにカルアを見た。状じよう況きようは切せつ迫ぱくしているのに、カルアはなんだか気が抜ぬけている。キサルギの件が響ひびいているのか。響きすぎだ。まずい。カルアは頭を振る。濡ぬれた髪かみから水すい滴てきが飛び散った。

「みんな、ロカに従って逃げて！　急げ！」

「カルアは！」「カルアにいちゃんは!?」

「魔神を足止めする、行け、早く！」

「それなら、エルチネさんも──」

「僕一人でいい！」

　カルアは踏ふみとどまろうとしているドロシーに目配せをした。わかってくれたのか。微び妙みようなところだが、ロカに背中を押されて、ドロシーも駆けだした。エルチネもロカとドロシーを追う。それを見てから、カルアは両手に籠こ手てを装着した。

　前回は暴走させてぶざまに嘔おう吐としたが、魔神を相手に時間稼かせぎをするには、大ダイ絶ゼツ窖コウを使うしかない。問題は触しよく媒ばいだ。大絶窖の触媒、トルマルクボーンを、カルアはあと一回分しか持っていない。何があるかわからないのだ。できれば、使い果たしたくない。

　魔神はもうとっくに人間の存在を察知しているみたいだ。この音。轟ごう音おんに近い。走ってくる。暴走させないように。制せい御ぎよだ。完全に制御しろ。まばたきをする。開門アンロツク。

「こい、正しよう三さん位い地ち霊れい辨ベン顚テン……！」

　魔神の姿が見えた。赤い一つ目。制御だ。制御する。呪文の発音に気をつけろ。かすかにも乱すな。魔神。きた。

「鞏キヨウ固コ磐バン石ジヤクナル岩イワ土ツチ抱イダキ支ササエシ万バン有ユウノ父母フボナル大オオ地ツチ──」

　カルアはかがみこんで、ぬかるんだ地面に手をついた。頭の半分は魔法に集中できている。もう半分で、だいじょうぶだ、いける、と思う。

「穿ウガテ虚キヨ無ムナル慟ドウ哭コクノ──大ダイ絶ゼツ窖コウ……！」

　魔神は次の一歩でカルアを踏み潰つぶそうとしていた。大絶窖が発動して、紫色の光をまとった立って歩く河馬みたいな姿の辨ベン顚テンが、地にもぐりこんでゆきながら星磁力レトロマグナを作用させる。土や岩の結合をゆるめる。やわらかくする。細かくする。崩くずれる。カルアの目に地中の出来事が見えるわけじゃない。でも、手にとるようにわかる。感じる。

　カルアは後退する。樹木を巻きこみながら、地面がすり鉢ばち状に陥かん没ぼつしてゆく。魔神は右足を持ちあげた姿勢のまま、沈しずみこむ。後ろに傾かしいだ。倒たおれそうになって、両手で巨きよ体たいを支える。止まった。

　地面はそれ以上、落ちこまない。深さでいえば、魔神の膝ひざくらいだ。

「こんなものか!?　暴走させまいとして、抑おさえすぎたか……！」

　地霊魔法は本当に苦手だ。この苦手意識が厄やつ介かいだと思いながら、カルアは西へ向かおうとした。遅おそかった。というよりも、魔神をもっと深い穴に陥おとしいれることができていれば、魔法をしくじらなければ、こんなことにはならなかっただろう。

　魔神は苦もなく上半身を前に倒して、手をのばしてきた。

　潰される。

　魔神の指一本でもかすめれば、カルアはぐちゃぐちゃになってしまう。

　必死だった。跳んで、よけた。ぎりぎりだった。そっちの方向に木があった。ぶつかった。頭から。ガンッッ。目の前が一いつ瞬しゆん、真っ暗になった。何だ。どうなった。ぶつけたんだ。頭を、木に。カルアはうずくまっている。頭を振った。

「痛っ……」

「カルア……！」

　なんでドロシーの声が。空耳か。違ちがう。いる。ドロシーが、すぐそばに。木に手をかけて、かがみこんで、カルアを見つめている。目を見開いて。

　カルアが気がかりで、戻ってきたのか。どうして。

　だめじゃないか。

「カルア──血が……」

　言われて、気づいた。右目の視野がふさがれている。さわってみた。液体。ぬるっとしている。雨じゃない。血か。出血。頭からか。

「ド、ドロシー……！」

　カルアは起きあがって、ドロシーを抱かかえるようにして走った。走ろうとしたら、巨大な鉄てつ槌ついみたいな魔神の手が降ってきた。地面に身を投げだす。転がる。どうにか叩たたき潰されずにすんだ。そのあいだもドロシーは、青い瞳ひとみを爛らん々らんと、烱けい々けいと輝かがやかせて、呻うめくように何か言っていた。死ぬとか、カルアが死んじゃうとか、死んでしまったらとか、何とか。

「いやああぁぁぁぁぁぁぁああああぁぁぁああぁぁああぁああああぁぁぁぁぁ……！」

　そして、絶ぜつ叫きようとともにドロシーの身体から衝撃波のようなものが発せられた。カルアは吹ふっ飛とばされる。どこかに、何かに、背中を打ちつけた。息がつまった。

　立たなきゃ、と思う。

　止めないといけない。ドロシーを止めなきゃ。立たないと。

　でも、身体が言うことを聞いてくれない。頭が痛い。ぐぁんぐぁん痛い。自分が呼吸をしているのかどうかさえよくわからない。いや、息はしている。聞け、身体。言うことを聞け。カルアは目に入った血をぬぐう。ドロシーを捜さがす。いた。ドロシー。立っている。

　青い瞳から、燃えるような、炎ほのおみたいな光を放って、頭に短い角を生やし、少し前まえ屈かがみになって、両りよう腕うでをだらりとさせ、膝を曲げて、ドロシーは魔神と対たい峙じしている。

　これは比ひ喩ゆでも何でもなくて、実際、ドロシーと魔神は対峙している。向かいあって、にらみあい、両者とも、動かない。

　魔神はまだ穴の中にいて、這はいだす途と中ちゆうの半はん端ぱな体勢で、あの赤い一つ目をドロシーに向けている。

　見ているのだ。ドロシーを。

「ふうううぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅうううううぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……」

　ドロシーは声というか息のような音を喉のどの奥から出す。獣けものの威い嚇かくに似ている。似ているだけじゃない。驚おどろくべきことに、魔神は威嚇されているように見える。

「な、何が……」

　カルアにはわからない。わかるわけがない。この状況は異様だ。理解できない。

　だから、魔神が動きだしたときはむしろ、そりゃそうだ、というような気持ちが第一に起こった。それから当然、まずい、と思った。とはいえ、ドロシーを置いて下がることはできない。ドロシーを担かついで逃にげるのも無理そうだ。というか、そもそも即そく座ざには動けそうにない。頭が猛もう烈れつに痛くて、視界が遠ざかったり近づいたりして、全身が痺しびれているような感じがして、気をゆるめたら即、失神してしまいそうだ。

　魔神が穴から這いだそうとしながら、右腕を持ちあげて、ドロシーめがけて振ふりおろす。心臓が止まるかと思ったが、ドロシーは体重や筋肉の質や量を無視するような、何かに操あやつられているかのような身のこなしで、真横にザサァーッと跳とんでかわした。

　そして、魔ま神じんに立ち向かう。

　正面から向かってゆく。

　突つき進んでゆく。

　うそだろ。

　やめろ。やめてくれ。

　カルアはドロシーの名を叫さけぶ。頭が割れそうに痛んで、声が途切れる。

「くあああああぁぁぁぁぁぁあああぁあぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　ドロシーはかまわず魔神に肉にく薄はくする。どうするのか。跳んだ。右腕へ。そうして駆かける。右腕の上を。魔神が吼ほえた。おおおん、おおおん、というような音声を、どこだろう、口らしい物はない、たぶん頭部と首の合間あたりから発して、魔神は暴れる。右腕を振りまわした。落ちる。ドロシーが。いや、また跳ちよう躍やくした。跳んで、着地する。魔神の右みぎ肩かたに。そこから、走って、首の付け根あたりを蹴けって、跳びあがって、魔神の頭へ。頭？　頭、だって？　何だ？　カルアは砕くだけそうな、いっそ砕け散ってほしいほど痛む、魔神じゃなくて自分の頭を抱えて、何だ、何だ、何だ、と思う。ドロシー、何を、いったい何をやってる、何をするつもりなんだ、ドロシー。

　おおおん。おおおん。おおおおん。おおおおおおおおおん。魔神はもがく。

　でも、無む駄だだ。ドロシーはとうとう頭頂部に到とう達たつして、笑った──ように見えた。

　ドロシーは魔神の額に、一つ目のすぐ上に、右の掌てのひらを押しつけた。

「acsep-mai-coman, thy-pher：善破砕センレイフア」

　何か言ったのか。カルアには、聞こえはしなかった。でも、ドロシーが口を動かした。何か言ったように見えた。その直後だった。
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　魔神が静止した。本当に、ぴたりと動きを止めた。

　魔神の胸に、何か紋もん様ようのようなものが浮うかびあがる。青く燦きらめくそれは、図案なのか。文字か。帝てい国こく語の表意文字に似ているが、カルアには読めない。《善破砕》。

　同時に、一つ目が──赤い輝きが衰おとろえ、消えて、かわりにやはり青く光りだした。

　魔神の頭頂にしゃがむような姿勢をとっていたドロシーの身体からだが、ぐらり、と揺ゆれた。傾かたむいて、そのままだと、落ちる。そのままも何も、ドロシーは魔神の頭の上にいる。カルアの手は届かない。止められない。どうしようもない。ドロシーは落ちるしかない。

「くっ……！」

　頭痛だ何だと言っていられない。カルアは飛びだした。駆ける。ドロシー。落下してくる。間に合え。滑すべりこむ。知らずに目をつぶっていた。衝しよう撃げき。それで受け止めたとわかった。この重み。間違いない。

　目を開けた。

　何もかもが、ぐらぐらしている。

「ドロシー」

　我ながら、ひどい声だとカルアは思う。弱々しくて、かすれている。

　ドロシーはカルアの右腕を枕まくらにし、胸の上を横断するようにして、うつぶせになっている。左腕は、ドロシーの両りよう腿ももの下した敷じきになっている。

　カルアは右手を動かして、指先でドロシーの頭をさわった。

「ドロシー」

「……っ……」

　ドロシーが、ぴくっとする。しばらくすると、顔を上げた。こっちを向く。瞳の輝きは収まって、ぼうっとしているみたいだ。

「……カルア？」

　カルアはうなずいて、目をつぶる。ロカと、エルチネの声が聞こえた。ごめん、ちょっと無理。言おうとしたが、言いきれずに、意識が沈んだ。気絶したという実感はなかった。目が覚めると、何もかもがゆったりと、大きく揺さぶられていた。

「うっ……」

　気持ち悪い、とまず思った。何だ、ここは。どこだ。薄うす暗ぐらい。

「カルア！」

　ドロシーの顔が視界に飛びこんできた。真上だ。目をきらきらさせて、何がそんなにうれしいのか。黒くて長い髪かみの毛が、カルアの頰ほおにふれている。ああ──気持ち悪い。ドロシーはよそを向いた。

「マジー！　止まって、マジー！　止まって！　──ロカくん！　エロチネ！　カルアが目を覚ました！」

　マジー。誰だれのことだろう。わからないが、揺れが止まった。まだ気持ち悪いが、ようやくちょっと人ひと心地ごこちがついて、カルアはふたたび目を閉じた。頰に、髪の毛じゃない、もっとやわらかくて、しっかりしているものが押しあてられる。手かな、と思う。ドロシーの手だ。

「カルア。だいじょうぶ？」

「……うん。ここは？」

「マジーの手の上なの」

「マジーって」

「魔神だから、マジー」

「えっ」

　カルアは慌あわてて上半身を起こした。見れば、たしかにカルアとドロシーは魔神の掌の上にいる。かなり高い。下にロカとエルチネがいて、カルアたちを見上げている。ロカが手で喇叭らつぱを作って、「カルアにいちゃん！　よかった！」とかなんとか叫んだ。

　何だ、これは。

　頭が痛い。吐はき気がする。カルアは首を振ろうとして、やめた。なんとなく、悪化しそうな気がする。自分の頭にふれてみた。布が巻かれて、手当てされている。

「ロカくんがしてくれた」

「……そう。や、それはいいんだけど、これは……？　どういうこと……？」

「わからない。気がついたら、なぜかマジーはわたしの言うことを聞くようになっていて、それで……こうなった」

「言うことを……？」

　ドロシーはあのとき、魔神の額に手を押しつけた。すると魔神が停止した。魔王顕現アウトブレイクしていたので、ドロシーはあの出来事を覚えていないのかもしれない。それで、気がついたら、ということになるのだろう。──魔神が、ドロシーの言うことを聞くようになった。

　カルアは頭痛をこらえて、魔神の頭部を見上げた。青い一つ目は、ドロシーを見つめているかのようだ。

　だいぶ暗いので、細部まではわからない。でも、こうして近くでじっくり見ると、魔神はやっぱり虚神アダムだと思える。最初はもっと石像めいていたが、寺院に安置されるにあたり、きっと石せつ膏こうのような物を塗ぬりたくられて、それがだんだんと剝はがれ落ち、ついに真の姿があらわになったのだろう。

　アラニス市で出くわした虚神機アダムギアと、どことなく似ているのだ。巨大な鎧よろい武者のようでもあるが、胸に青く浮きあがっている《善破砕》という文字か図案の他ほかには飾かざり気がなく、無駄が省かれ、最小限のパーツで構成されている。そんな印象を受ける。けっして恰かつ好こうよくはないが、洗練されていて、なおかつ重厚で、魔神なんかじゃない、これは兵器なのだと、強く感じさせる外観だ。卵形と円えん筒とう形の中間くらいの形をした頭部も、人に似ていない。似せる必要がないからだろう。

「……だったら、べつに人間みたいな形にしなくたっていいじゃないか」

「カルア？　何か言った？」

「……いや」

「傷が痛む？　具合が悪い？」

「痛くないし、悪くもないよ」

「うそでしょう？」

　ドロシーの青い瞳ひとみに見すえられると、つい腹の内を明かしたくなって、キサルギのことを思いだし、胸の底が、ずん……と重くなった。カルアは歯を食いしばって、身体を横たえた。

「ごめん。休ませて。──あまり揺れないように……とかって、できるかな」

「マジーに頼たのんでみる」

「お願い」

　カルアは目をつぶった。虚神使いアダムヘツド。お伽とぎ話ばなしに出てくる言葉が脳のう裏りをよぎって、そっと息をついた。どうなるんだ、これから。




　　　　†




　昔々その昔は、金きん箔ぱく銀ぎん箔ぱくで飾られ、色とりどりに彩さい色しきされて、さぞかし壮そう麗れいな祈いのりの場だったのだろう。今はもう古びて荒あれ果てた石造りの広間でしかないが、ろくに手入れもされていないのに、こうして朽くちずに残っている。尋じん常じようじゃない、信じがたいほどの堅けん牢ろうさだ。高度な建築技術によって建設されたことは疑いえないし、とほうもない人力が、すなわち大勢の人間を動かす力が働かなければ、こんな建物を完成させることはできない。しかも、未開の地といってもさして大おお袈げ裟さじゃないような奥地に、誰が、何のために、これほどまでの寺院を築いたのか。

　その答えの重要な手がかりは、彼が腰こしかけている巨きよ大だいな台座の上にあった。

　あったのだが、今はない。

　金属と人造石で頑がん丈じように造られたこの台座の上に、それは片かた膝ひざをついて、腕うで組ぐみをしていた。その姿勢のまま、モルタルで塗りかためられ、塗と装そうされて、長い、じつに長い年月をすごしたのだ。

　土地の者には魔神と呼ばれて、崇あがめられ、畏おそれられていたようだが、たしかにそれは巨大な神像として祀まつられていたのだろう。大勢の神官が、それの前にひざまずいて、日夜祈りを捧ささげていたはずだ。

　残されていた証しよう拠この数々から察するに、ある「大いなる王」がこの地に寺院を建こん立りゆうさせ、神官たちを遣つかわした。寺院は王墓でもあって、死して神しん霊れいとなった王を永久とこしえに弔とむらうのが、神官たちの役目だったらしい。

　いつ、何があって、どういう理由で、神官たちが寺院を去ったのか。そのあたりの事情はわからない。記録も、痕こん跡せきも、証拠も見つかっていないからだ。

　ただ、神官たちは神霊の祟たたりを恐おそれでもしたのか、副ふく葬そう品ひんや祭具などを置き去りにしたようだ。墓泥どろ棒ぼうのたぐいが入った形跡はある。十五キルメテル離はなれた場所にあるピクルット村の者たちも、さまざまな遺留品を持ち去ったみたいだが、手つかずの建物、部屋も多かった。

　奇き跡せきといってもいい。控ひかえめにいっても、僥ぎよう倖こうだ。

　おかげで彼の手下が、寺院の奥まった場所にあるこの通つう称しよう「祈りの間」のさらに奥で、王の墓所への通路を発見することができた。墓所には大量の副葬品が並んでいた。喉のどから手が出るほど彼が欲ほつしているものも、そこには眠ねむっていたのだ。

「──ダイアロト級を暴走させちまったのがなァ。つーか、暴走なんかするのかよ。聞いたことねえっつーの、そんな話。まァ、虚神アダム自体がそもそもレアだから、実例がねえだけかもしんねーけどな……」

　彼はもてあそんでいた石の面を放って、白い衣を荒あらっぽく脱ぬぎ捨てた。

「それより、あの魔ま法ほう使つかいだろ。いつかまた会うんじゃねえかとは思ってたが、こんなに早く、しかも、こんなトコでかよ。奇き縁えんってヤツか……？　チッ。愛あい芹せりがいりゃあな」

「冗じよう談だんはやめてくれ、大将」

　台座からちょっと離れたところに置いてある角灯のそばに寝ね転ころんで、烏賊いかか何かを干したのをくちゃくちゃやりながら、ずっと彼の独り言を聞いていたのか。筋骨隆りゆう々りゆうたる朱しゆ黄き斑まだらのジャグラグ人が、むっくりと身を起こして凶きよう悪あくな面ツラをゆがめた。

「愛芹の嬢じようちゃんは、何をしでかすかわかったもんじゃない。退たい屈くつだ何だと騒さわいで、俺の大事な作業員手足どもを遊び道具にする程度ですめばいいがな。お宝に傷でもつけられたら、いくら大将のコレでも黙だまってねえぞ」

「調子こいて小指なんか立ててコレとか言ってんじゃねえよ、イェルハ。そのウンコ頭、クソきれいにぶっ飛ばされてえのか、ああ……？」

「コレじゃなきゃ何なんだ。ママの代わりか。あの嬢ちゃん、やたらとおっぱいがでけえからな。そろそろお乳が恋こいしくなってきたんじゃねえのか？」

「ほォ。マジでもうさして長くもねえ寿じゆ命みようを糸くずレベルまで縮めてえみたいだな。いい度胸だ。脳は鼻クソ同然で、からきし働いてねえこと請うけあいだけどな」

「言うじゃねえか。もしかして、あれか。口から先に生まれたせいで、そんなにちんまりしてやがるのか？」

「てめえはどうせ、卵から孵かえりやがったんだろ。尻尾しつぽ、動かしてみろよ。ケダモノめ」

　祈りの間にいるのは、彼とイェルハだけじゃない。彼の手下であり、イェルハの手足として働く作業員でもある大勢の男たちが、寝そべったり、座ったりして、思い思いに飲み食いしたり、雑談に興じたりしていた。そのうちの半分くらいは白い衣ころもをまとったままで、あとの半分は石の面と一いつ緒しよに、そのへんにうっちゃっている。

　男たちは今、一人残らず固かた唾ずをのんで、彼とイェルハのやりとりに耳を傾かたむけている。こんな罵ののしりあいは、じつのところ、彼とイェルハのあいだでは日常茶さ飯はん事じだ。男たちもそれはわかっているはずだが、何しろ二人の関係は、組織の長である団長様と、独立部隊の元もと締じめとはいえ、その部下だ。イェルハの口ぶり、態度は、どう贔ひい屓き目めに見ても上役に対するそれじゃない。イェルハの下についている男たちにしてみれば、はらはらせずにはいられないのだろう。

「尻尾なんざこのとおり、いくらでも動かしてやるがな」

　イェルハは尻尾を振ふってみせながら、ハンッ、と鼻を鳴らした。

「嬢ちゃんとペロを散歩に出したのは正解だ。どこまで行って、いつ帰ってくるか知らねえが、Ｓ級一点物の妖よう精せいと、超再生能力リジエネレーシヨン持ちの混沌種カオテイツクだからな。万が一もありえん。取り越こし苦労だ」

「オレが愛芹のことを心配してると思ってやがるのか？　ふざけるんじゃねえぞ、イェルハ。このゲロトカゲヤロウ。ンなわきゃねえだろうがッ」

「照れるなよ、大将。ガキじゃあるまいし」

「照れてねえッ。誰が照れてるっつーんだッ、言ってみやがれッ」

「ムキになるんじゃねえよ」

「ムキになんかなってねえッ。オレはただ、あの魔法使いが気になってるだけだ。一度ならず二度までもってヤツだからな。魔法がうまいだけの、それこそガキにすぎねえが、芽を摘つんどかねえと禍か根こんになるかもしれねえ。どうもそんな予感がしてきた」

「予感ねえ……」

　イェルハは肩かたをすくめて、近くに転がしてあった錫しやく杖じようを手にとった。王の間で見つけた副葬品で、単なる祭具ではなく、魔法無効化アンチマジツクの力を秘ひめた遺物レリツクだということが、幸か不幸か今日、判明した。

「まあ、俺もこいつを持ってなけりゃ、あの小こ僧ぞうの魔法を食くらっちまってただろうな。魔法使いはいくらか知ってるが、あんなに手が早いやつは初めて見た」

「舐なめてかかると痛い目を見るぜ。あいつの魔法で、パンツァーガイストが機能停止しちまった。鉄てつ砲ぽうどころか、大砲の弾たまでもそうそうぶっ壊こわれねえはずの虚神機アダムギアを、時代遅れアナクロな魔法で止めやがったんだ」

「あのパンツァーガイストは、動けば御おんの字じって状態だったからな。そうでもなけりゃあ、大将の遊び道具なんかにさせるかよ。それにしたって、置き去りにしてくるとは！」

「怒おこるなよ、イェルハ。過ぎたことだろ？」

「黙れ、ジャック・ラヴロー。何のためにこの俺が、暗黒流星団なんてくだらん盗とう賊ぞくづれに、曲がりなりにも加わってやってると思う！　すべては虚神アダムのためだ！」

「ンなこたァわかってるし、オレ様の暗黒流星団は盗賊なんかじゃねえ！」

「じゃあ、何だ！　やってることは酒だの銃じゆうだの麻ま薬やくだのの密造、密売！　どこぞで拾ってきた妖精を叩たたき売って、今度はいよいよ人身売買か！　盗賊じゃなけりゃあ、ただの悪党、クソ悪党だ……！」

「金がいる！　何をするのにも、金が……！　オレが荒あら稼かせぎしてる金のおかげで、おまえら〝村ムラ雨サメ〟が虚神アダム探しに専念できてるってことを忘れるな！」

「ああ、感謝はしてるさ！　クソ悪党に、クソ感謝だ！　だから、おまえさんが虚神アダムを何に使おうと、俺は口を挟はさまん！　おまえさんが何を企たくらんでようとな！　俺はただ、くたばるまでに一体でも多くの虚神アダムをこの目で見て、動かしたいだけだ！」

「忘れるなよ、イェルハ。その言葉」

　ジャック・ラヴローは深紅色クリムゾンの瞳をほのかに輝かがやかせてイェルハに近づいてゆくと、身をかがめてジャグラグ人の分厚い胸むな板いたに拳こぶしを押しあてた。

「おまえがその言葉を覚えてるかぎり、このオレがいくらでも虚神アダムを見つけさせてやる。金に糸目はつけねえ。探しだして、動くようにしろ。どうやら、帝てい国こくにも虚神アダムに目をつけてるヤツがいるらしい。連中よりも──この地上の誰だれより、一体でも多くの虚神アダムをそろえてみせろ」

「ハンッ！」

　イェルハはジャックの拳を振りはらった。

「だったら、帝国の間ま抜ぬけどもがうようよしてる街のど真ん中に、虚神機アダムギアを乗り捨てたりするな」

「ダイアロト級を暴走させやがったグズトカゲに言われたかねえんだよッ！」

「あれは事故だし、あの機体固有の問題だ！　鍵かぎを抜いて差しただけで、虚神アダムが起動するわけがないんだからな！」

「言い訳は見苦しいんだよ！　あんなにでけえ虚神アダム、そうそうお目にかかれねえのに！」

「俺だって惜おしいが、どうしようもないだろうが！　止める方法もわからんのだ！」

「それくらい考えやがれ！　クソッ！　だんだん腹ァ立ってきた！　超ちようでけえヤツがオレ様のモノになりそうだって聞いたから、飛んできたっつーのに──」

「団長！　棟とう梁りよう……！」

　枯かれ草くさ色の服を着た若い団員が、祈りの間に駆かけこんできた。団長は言うまでもなくジャック・ラヴロー、棟梁はイェルハのことだ。暗黒流星団独立部隊〝村雨〟隊長というのが、バスチャルク・ティアメットゥ・イェルハの団内における公式な身分だが、部下には棟梁と呼ばれている。

「どうした、ガトゥー」

「そ、それが……！」

　若い団員ガトゥーは、息を切らしてイェルハのもとまで走ってくると、何度か深呼吸をした。刀を帯びていて、こめかみと頰ほおに刀傷がある。村雨は虚神アダムを求めて遺跡等の調査、発はつ掘くつを行い、虚神アダムの分解、構造理解、組み立て、整備の技術と知識を蓄ちく積せきするための部隊だが、情報収集や実力行使を主に担当する隊員もいくらかいる。ガトゥーはそうした隊員の一人だ。

「寺院から追いはらった魔法使いたちを尾び行こうしてたんですが──あいつら、虚神アダムと出くわして、それで……なんて言ったらいいか」

「おまえの理解が及およばんのなら、見たことをそのまま話せ」

「は、はい。お、女が──若い、長い黒くろ髪かみの女が……角が生えて、目が青く光って」

「……それは、おまえが夢を見たんじゃなくて、本当に見たままを言ってるのか」

「間ま違ちがいねえよ」

　ジャックは唇くちびるをぺろっと舐めた。

　女。あの女か。

　ドロシー。

「少なくとも今のところ、そいつの話は本当マジだ。オレが保証してやってもいい」

「だ、団長の言うとおりです。これは、夢でも幻まぼろしでもなくて……その女が、虚神アダムを止めたんですよ！」

「はァッ!?」

「なんだと……？」

「止めたって──ど、どうやって止めたんだよッ!?」

「わ、わかりません！　ただ、虚神アダムの胸に刻名ザイフアが浮うきあがったんで、暴走が止まって、正常起動したんだと……」

「……その女、まさか、因子持ちフアクトラスか」

　イェルハは呻うめくように言いながら、自分の左拳を右手できつく握にぎった。

　因子フアクト。あの女、ドロシーが因子持ちフアクトラスだとしたら。

　ドロシーは遺物レリツクを所持していた。やけに質のよさそうな、黒い、のびる剣けんだ。角が生えた。普ふ通つうの女じゃない。普通じゃないというのは、才能とか、能力とか、金持ちだとか、そんなことじゃなくて、血だ。ジャックは静かに奥歯を嚙かみあわせ、灰色の髪をぎゅっとつかむ。血。古い血。

　あの女はまだ若い。十四歳から十六歳といったところだろう。この世界に、それくらいの年ごろの因子持ちフアクトラスが何人いるのか。

　わからない、としか言いようがない。理屈のうえでは誰にでも可能性はあるが、あくまで理屈だ。そのへんの、何の変へん哲てつもない男と女がつがって因子持ちフアクトラスが生まれる。そんなことはまず起こらない。端たん的てきに言えば、かつて虚神使いアダムヘツドと呼ばれた王たちの血を引く者は、因子フアクトを持っている。その可能性が高い。

　だとしたら、最近、帝国に攻せめ滅ほろぼされた国、しかも、古王国オルデイン──王家の者は一人残らず死んだと聞いたが、もしかして──ありうるのか？　考えづらいが、ない、とは言いきれない。あの女、ドロシーが、本当に因子持ちフアクトラスなのだとしたら。

「レベルデッド魔ま王おう国の王女か」

「三人いて、全員死んだはずだ」

　虚神アダムが絡からむと、さすがにイェルハは鋭するどい。ジャックが何から何までしゃべらなくても察している。

「王家に連なる者は、女子供に至るまで討うち死にするか、自決したと聞いたぞ」

「影かげ武む者しやを立てて、一人くらい逃にがしたかもしれねえだろ。オレが王なら、それくらいのことは当然やるぜ？」

　イェルハは、むう……と低く唸うなって鼻はな面づらを撫なでると、ガトゥーに向きなおった。

「で、虚神アダムはそれからどうなった」

「乗っていきました。女が、虚神アダムに。ああ、虚神機アダムギアじゃないんで、もちろん搭とう乗じようしたってことじゃなくて……手の上に」

「完全に支配下に置いてやがるな」

　ジャックは舌打ちをして、石の床ゆかを踵かかとで蹴けりつけた。

　深紅色クリムゾンの瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん、揺ゆらめくように燃えた。

「オレ様以外が、虚神アダムに主人だって認められたってことだ。気にくわねえ。気にくわねえぞ、チクショウめ。このままにはしておけねえ」







　３章　本当のことを話せば何もかも解決するなんてそんな都合のいい噓を僕らは信じない
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　……ここは、どこ？

　尋たずねると、前のほうで馬を操あやつっている、角張った肩の、背中が広い、三角帽ぼう子しをかぶった男が振ふり向いた。男は、大きな鷲わし鼻ばなの下の長い髭ひげを動かして、

「幌ほろ馬ば車しやの、荷台の上である」

　と答えてくれた。何度でも、訊きくたびに、男は律りち儀ぎに答えた。

　……おじさんは、だれ？

「私はマードック。一いつ介かいの魔術師である」

　けれども、

　……あたし、どうして、ここにいるの？

　その問いだけには、男はうんともすんとも言わなかった。あたしは、そのうち、その質問だけはしないようになって、どうして男の馬車に乗って旅をしているのかも、考えないようになった。

　あたしの故郷が、小さい町だったけど、帝国軍に夜討ちをかけられて、たくさんの人が殺されて、乱暴されて、何もかも奪うばわれて、あたしのお父さんも死んで、お母さんはひどいことをされて、やっぱり死んで、お兄ちゃんも死んで、おじいちゃんや、おばあちゃんも死んで、あたしは近所のおじさんに連れられて逃げたけど、おじさんはつかまって、あたしは隠かくれて、ひとりだけ、隠れて、隠れているうちにすべてが終わって、終わってからも、あたしはやっぱりひとりで、息をしていない人たちがごろごろ転がっている町をあてもなく歩いて、歩いて、歩いて──通りかかった魔法使いに、あたしは拾われた。

　そのことをあたしが思いだしたのは、ずっと、ずっとあとになってからだ。忘れていたわけじゃないけど、思いださなかった。夢にも見なかった。その記き憶おくはあたしの頭の奥に沈しずめられて、蓋ふたをされていた。蓋をしてくれたのは、たぶん、魔術師だった。

　あたし、どうして、ここにいるの？

　あの問いだけには何があってもぜったいに答えないことで、おそろしい記憶に蓋をする魔法を、あの魔術師は使ったのだ。

　あたしは魔術師と旅をした。魔術師は、いつも同じ黒っぽい服を着て、同じ色の三角帽子をかぶっていた。背が高くて、瘦やせていたけど、骨組みはがっちりしていて、髪も、髭も長かった。鷲鼻で、気難しそうな顔には、深い皺しわが何本も刻まれていた。年寄りにしか見えないのに、年老いている印象をあまり受けなかったのは、髪も髭も黒かったせいだろうか。明るい色の目が、澄すみきっていたからだろうか。低い声がよく通ったからだろうか。いつも背筋をのばしていたからだろうか。

　あたしはとにかく、馬車に乗って魔術師と旅をした。魔術師は御ぎよ者しやで、あたしの指定席は荷台の上だった。あたしたちはあちこちを回った。どの町でも、魔術師はたいてい人前で魔法を披ひ露ろうした。魔術師が馬車を止めて、古びた青銅の杖つえを肘ひじに引っかけ、両りよう腕うでを広げて立っていると、自然と人が集まるのだった。充じゆう分ぶんに人が集まると、魔術師はだいたい、火を起こす魔法を使ってみせた。何もないところに、炎ほのおが、ぼっ、と燃えあがって消えるだけで、人々は驚おどろいて、歓かん声せいをあげた。すると魔術師は、決まって軽く会え釈しやくをして、

「これは魔法である」

　と言うのだった。にこりともしないで、次々と魔法を見せて、人々が丸めた紙し幣へいを投げてよこしても、なかなか拾おうとしない。人が少なくなってくると、魔術師は、

「本日は以上である」

　と宣言して、人がすっかりいなくなるまで、黙だまって立っている。そうしてから、魔術師はやっと紙幣を拾いはじめて、あたしもそれを手伝って、魔術師はろくに数えもしないから、あたしが一枚一枚広げて、束ねて、鍵かぎつきの箱にしまっておくのだった。

　たまに、田舎いなかのほうへ行くと、山羊やぎや羊を狙ねらって襲おそう野や獣じゆうをやっつけてほしいとか、人食いの蜥蜴とかげ人をどうにかしてもらいたいとか、山のボーグルを始末してくれないかとか、魔術師に頼たのむ人がいた。そうすると魔術師は、報ほう酬しゆうの額も確かめずにうなずくなり、あたしを置いて一人で、野獣や蜥蜴人、ボーグルどもを倒たおしにいった。あたしは気が気じゃなかったけど、魔術師はかならず帰ってきた。野獣はとりのがすこともあったけど、蜥蜴人やボーグルくらいなら、魔術師は百発百中でしとめた。あたしは魔法を教えてほしいと、魔術師に頼みこんだ。

「一つだけ、条件があるのである。私はマードック。一介の魔術師である。私はおまえに魔法を教えることはできるのであるが、おまえの師し匠しようになることはできないのである。なぜなら、私は私の魔法を追求し、これを極きわめ、完成させるために、日々研けん鑽さんを積んでいるのである。それが私の魔道なのである。私は魔術師を名乗っているが、これは遠い昔、魔法使いが魔術師と呼ばれていたことに由来するのである。魔術師はいつも、魔道を歩むおのれの師なのである。ゆえに、私はおまえの師にはなれないのである。それでもよければ、私はおまえに魔法を教えるのである」

　それでもいい、かまわない、とあたしは即そく答とうした。おかしなことを言う人だなあ、と思ったけど、あたしはそんな魔術師のことが大好きになっていた。

　その日からあたしは、魔術師を、お師匠さま、じゃなくて、それまでどおり、マードックさん、と呼ぶことを条件に、魔法の手ほどきを受けた。マードックさんがときどき目を丸くして驚くほど、あたしはみるみるうちに上達した。あたしには魔法の才能があった。おそらく、マードックさん以上の素質を、あたしは持っていた。魔法使いには、そういうことがわかってしまうのだった。でも、あたしはそのことを言わなかったし、マードックさんも口には出さなかった。だけれど、あたしたちは二人とも、間ま違ちがいなくそのことを知っていた。

　マードックさんは明らかに、自分の魔法のすべてをあたしに伝えようとしていた。あたしはそれをぜんぶ、自分のものにしたかった。師匠でもないのに、魔法を教えてくれるマードックさんの気持ちに報むくいるためにも、あたしはその魔法をすっかり身につけないといけなかった。あたしにとって、それは喜びでもあった。

　同時に、魔法使いとして歩む日々は、苛いら立だちと怒いかりをあたしに運んできた。魔道は険しい。あたしは、マードックさんが作ってくれる手がかり、足がかりを頼たよりに、この断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを登ってゆける。でも、マードックさんはどれだけ苦労しただろう。どんなにつらかっただろう。そんな艱かん難なん辛しん苦くに耐たえて自分の道を進むことの尊さを知れば知るほど、マードックさんに対する人々の接し方、奇き術じゆつ師扱あつかいして囃はやしたてたり、嘲あざ笑わらったりする下げ劣れつな醜みにくい顔、便利屋のように、はした金でマードックさんを使おうとする田舎者の小ずるい赤ら顔を見るたびに、あたしは腹が立って腹が立ってしかたなかった。不当だと、あたしは思った。みんな、もっと尊敬してよ。マードックさんはすごい人なんだから。偉えらい人なんだから。その魔法で、たくさんの人を救ってきたんだから。笑わないで。丸めた紙幣に見せかけて、小石を投げてぶつけようとしたりしないで。マードックさんを馬ば鹿かにする、あんたはいったいどれだけのものなの？　今まで何をしてきたの？　これから何をするつもりなの？　あんたたちなんて、マードックさんと比べたら、カス同然なのに。

　でも、マードックさんは小揺るぎもしない。魔法を披露して、魔法で人助けをする。あたしに魔法を教えてくれる。マードックさんは誇ほこり高い。本当に気高い人は、罵ば倒とうされようと、嘲ちよう笑しようされようと、侮あなどられようと、平然としている。

　マードックさんが行く先々で魔法を披露するのは、魔法の火を消さないためだ。そのために、文字どおり魔法の火を人々に見せつける。時代遅おくれだ、実用的じゃない、手品に毛が生えたようなものだ、それが魔法の世評だけど、本物の魔法を目にして、魔法を志す者が一人でも現れるかもしれない。魔法使いがいれば、魔法は絶えない。

　報酬の多た寡かにかかわらず、マードックさんが人助けをするのは、魔法が実用的だと示すためだ。魔ま法ほうは手品じゃない。本物の魔法には威い力りよくがある。破は壊かいをなす、恐おそろしい力だ。だからこそ、正しく用いなければならない。正しく用いられれば、魔法は人を救うことができる。

　それがマードックさんの信念だと、マードックさんの口から聞いたわけじゃない。マードックさんは、そんなことを軽々しく話したりしない。マードックさんをそばで見ていて、あたしが感じたことだ。あたしはいつもマードックさんを見ていたから、気づいていた。

　マードックさんの髪かみや髭に、少しずつ、というよりも、このところ急に、白いものが混じりはじめた。声に張りがなくなった。もともと瘦せていたけど、もっと肉が落ちた。皺が深くなって、数も増えた。背筋はぴんとのばしたままだった。でも、座った状態から起きあがるとき、膝ひざに手をあてるようになった。そんなこと、以前はしなかった。たまに青銅の杖をついて歩くようになった。あたしの視線に気づくと、すぐにやめた。

　唐とう突とつだった。

　マードックさんとあたしは、たいてい幌馬車の荷台で眠ねむる。いつもマードックさんが先に起きて、あたしはそれから目を覚ました。ところが、その朝は違った。あたしが寝ね返がえりを打って目を開けると、そこにマードックさんがいた。眠ってはいなかった。マードックさんは目を見開いていた。どうしたの、と尋ねると、マードックさんはかすれた声で、

「いかんようである」

　と答えた。その瞬しゆん間かん、あたしは理解した。

　マードックさんはずっと、あたしが想像していた以上に体調が悪かった。たぶん、普ふ通つうの人なら我が慢まんできないほど、たまらなく具合が悪かった。でも、隠した。あたしの目が節穴だったのかもしれないけど、そうは思いたくなかった。あたしはマードックさんを見ていたし、マードックさんはとてつもなく意志が強くて、精神で肉体をねじ伏ふせて従わせることができる人だった。だけれど、肉体は所しよ詮せん、物質だから、限界があった。どうにもならない限界の、ぎりぎりのところまで、マードックさんは耐えた。人間には不可能な忍にん耐たいをして、とうとう精も根も尽つき果てたのだった。

　マードックさんはもう、起きあがろうとしなかった。食べ物も、飲み物も、いらないと言った。あたしが水を飲ませようとしても、口を引き結んで拒こばんだ。マードックさんはしおれて、小さくなって、枯かれ木きのような老人になった。ようやく、老人になった。

　それにしても、初めて年ねん齢れいを聞いて、あたしは驚かずにはいられなかった。

「私は、八十八歳である。十一歳から魔法を学び、二十七の年に魔術師を名乗るようになったのである。六十年以上魔術師である。私は師にはなれないのである。しかし、おまえをふくめて、これまで幾いく人にんかに魔法を教えたのである。おまえはもっとも素質のある魔法使いである。最後におまえのような魔法使いに巡めぐりあえたことは、私にとっては幸せなことである」

　マードックさんはそこまで言ったところで、右手をゆっくりと持ちあげた。何がしたいのだろう。わからなかったけど、あたしはその右手を握にぎろうとした。マードックさんは、あたしの手じゃなくて、髪の毛をさわった。あたしの、誰だれもがめずらしがる、水色の髪を。

「正直に言うのである。あの町でおまえと出会ったとき、私は探し物を見つけたような心地ここちがしたのである。この髪は天からの贈おくり物ものである」

　それは別れの言葉だった。あたしだって、そんなことはわかっていた。でも、あたしはまだ、マードックさんと別れたくなんてなかった。

　あたしはマードックさんを励はげました。なんとかして栄養をとらせようとした。身体からだをさすった。声をかけつづけた。マードックさんはやがて返事をしなくなった。したくてもできないのかもしれなかった。そうするとあたしは、逆にマードックさんを煽あおるようなことを言った。マードックさん、マードックさんは一いつ介かいの魔術師なんでしょ、自分の魔法を追求して、極めたいんでしょ、まだそこには到とう達たつしていないでしょ、まだ生きなきゃだめでしょ、死んでる場合じゃないでしょ、道半ばで斃たおれるなんて悔くやしいでしょ、悔しかったら生きて、生きてよ、生きてみなさいよ、マードックさん、生きて、もっと生きて。
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「たしかに、道、半ばである」

　さんざんあたしに罵ののしられたあげく、マードックさんは途と切ぎれ途切れに言った。

「道、半ばである」

　そう繰くりかえしたきり、口を閉とざした。あたしはマードックさんを叱しつ咤たしつづけて、とうとう自分のほうが疲つかれて寝入ってしまった。目が覚めると、あたしはマードックさんにもたれかかっていた。

　マードックさんは冷たかった。唇くちびるの端はしから血が流れていた。自然死じゃないと、すぐに気づいた。マードックさんは服毒して、みずから命を絶ったのだった。もしかしたら、自分はこのまま数日、生きながらえるかもしれない、でも、それはもはや生きる屍しかばねと変わらない、無む駄だな生だと考えて、マードックさんは決着をつけた。自分自身のために、そしてたぶん、あたしのために。覚かく悟ごを決められなくて、じたばたするだけのあたしを、一刻も早く、楽にするために。

　ひどいよ、マードックさん、ひどい。

　あたしは一分一秒でも、マードックさんと一いつ緒しよにいたかっただけなのに。

　マードックさんは間違っている。間違ったことをした。

　だけれどそれは、マードックさんなりの気き遣づかいで、やさしさで、あたしへの思いやりなのだということは、痛いほどわかっていた。本当に、痛いほど。痛くて、痛くて、たまらないほど、あたしにはわかった。

　だからあたしは、マードックさんが懐ふところに隠かくし持っていた遺書に従って──それは、微びに入り細を穿うがつ指示の箇か条じよう書きで、最後に、マードックさんがあたしにつけてくれた魔法使いとしての名前に添そえて、感謝を、とだけ記してあった──マードックさんを葬ほうむると、そのあとはもう、一いつ滴てきの涙なみだも流すことなく、三角帽ぼう子しをかぶって、すっきりした顔で、旅に出た。

　一人きりの旅にも、あたしはすぐに慣れた。マードックさんとの旅で、生きるために必要なことは一通り身につけていたし、魔法使いとして自分がなすべきことも見いだしていた。マードックさんは、その魔法のほぼすべてを、惜おしみなくあたしに教えた。託たくしてくれた。あたしにはあたしの道を歩んでほしいと、マードックさんは願っていたと思う。マードックさんの魔法をどう使うかは、あたし次し第だい、あたしの選せん択たく、あたしの自由。あたしは、だから、あたしの意思で、マードックさんの跡あとを継つぐことにした。

　マードックさんの魔法を、さらに推おし進める。あたしにはさいわい、マードックさんを凌りよう駕がする素質がある。あたしはこの才能を武器にして、マードックさんの魔法を極め、完成させる。それこそが、あたしの魔道。いつの日か、その道の果てで、あたしは魔術師を名乗ろう。

　それまで、あたしはエルチネ、一介の魔法使い。

　十四歳で八十八歳のマードックさんを永遠に失って、あたしはひとり、旅をする。

　マードックさんほど気高くないあたしは、笑われても胸を張って魔法を披ひ露ろうしたり、雀すずめの涙ほどの礼金のために怪かい物ぶつ退治をしたり、そんな立派なことはできない。そのかわり、あたしは武器を使う。マードックさんにはない、あたしの武器。あたしは女で、めずらしい水色の髪は人目を引くし、絶世の美人じゃないかもしれないけど、なかなか男好きのする顔だちをしていて、身体つきもどんどん女らしくなってくる。あたしはその武器を駆く使しして、馬鹿な男どもを手玉にとる。

　マードックさんは気高すぎて、おもねることも、へりくだることも、ぜったいにしなかった。相手が愚おろかな大人でも、幼い子供でも、同じ態度。あたしは、違う。馬鹿はうまく利用する。強い者にはおもねって、うまくやる。

　あたしはマードックさんみたいに我慢強くない、短気だけど、マードックさんよりずっと世慣れている。

　あたしはひとり、寂さびしくない。

「とはいえ、女一人じゃあ、人ひと肌はだが恋こいしいときもあるんじゃねえのか」

　そんなふうに言いよってくる馬鹿が、どこに行っても一人、二人、三人四人……うようよいる。あたしはまるで興味がない。男なんか、クズ。総じて、クズ。利用価値があるか、ないか。ただそれだけ。魔法が使えない男なんて、眼中にない。

　せめて、マードックさんよりすごい魔法使いじゃないと。あたしより上手に魔法を使える男がいたら、興味をひかれるかもしれないけど。そんな男、そのへんに転がっているわけがない。きっと、いくらもいない。

「まあ、いいじゃねえか。そんな恰かつ好こうしてやがるんだ。嫌きらいってわけじゃねえだろ？」

　……これはねぇ、あんたみたいな能なしの阿あ呆ほうじゃなくて、クズだけど利用価値がある間ま抜ぬけな男を釣つって、言いように操あやつるためにしてる恰好なの。わかります……？

　男の腕うでを振ふりはらおうとする。おかしい。だめだ。妙みように男の力が強い。あたしは組み伏せられる。どうしちゃったの？　こんなクズを追いはらう方法なんて、百通り以上知っているはずなのに。こんな状じよう況きようになる前に、なんとかできなかったの？

「いいだろ、なあ、いいだろ、暴れるなって、ちょっとだけ、なあ」

　胸に、男が顔を押しつける。薄うす気味の悪い唇が張りつく。髭ひげが痛い。ねばりけのある唾だ液えきが、肌にこびりつく。怖おぞ気けをふるう。叫さけぼうとする。

　だめ。

　助けて、なんて言ったりしない。マードックさんほど気高くはないけれど、自分にも誇ほこりはある。こんなことで悲鳴をあげたりしない。

　目を開ける。

　……今まで、目をつぶっていた？

　男がのしかかって、ズボンを脱ぬごうとしている。天幕の中だ。

　眠っていた。寝込みを襲おそわれた。というか、襲われている。その最中だ。

「っ……！」

　エルチネは一瞬で完全に覚かく醒せいして、隠し持っていた折り畳たたみ式ナイフを抜くなり、男の首に突つきつける。魔術師マードックはこのナイフを、ノカミ、と呼んでいた。由来は知らない。たぶん高価な代しろ物ものでもない。でも、よく手入れされているし、構造が単純なので、故障しない。魔術師マードックがエルチネにくれたこのノカミは、刃は渡わたりたった十サンチだが、護身用にもなる。こうやって皮ひ膚ふ一枚切ってやれば、クズはすぐに震ふるえあがる。

「今すぐエルチネさんから離はなれて、二度と目の前に現れないでくれますかねぇ？　少しでもためらったら……あんた、死ぬよ？」

「ひっ」

　男は、がばっ、と飛び離れて、狭せまい天幕の天てん井じように頭をぶつけた。

「ち、違ちがうんだ、これは、ただ……ちょっとした出来心で……な？　こ、このことは、俺は黙だまってるから、あんたも……」

　女の寝ね込こみを襲っておいて、自分は黙っているからも何もないものだが、男なんてこんなものだ。偉えらぶって、よどんだ欲望を隠しもせず、暴行された女が悪い、ふしだらだから、隙すきがあるからだと非難し、もう傷物だから無価値だと罵ば倒とうする男は、どこの土地にも腐くさるほどいる。むしろ、それが普通だ。

「いいから、早く出てってくれません？　くさいんだよ。今すぐ消えろ」

「……だ、誰にも言うなよ！　いいな！」

　そんな捨て台詞ぜりふも、月並みといえば月並みで、怒おこる気にもなれない。呆あきれるだけだ。エルチネは布で胸むな元もとをぬぐって、顔をしかめる。やっぱり腹は立つ。さわられた。それどころか、肌を汚よごされてしまった。あのクズ。殺せばよかった。息の根を止めれば、少しはすっきりしたのに。許さない。

　エルチネは膝ひざを立てて、両りよう脚あしを抱かかえこむような姿勢で、しばらくじっとしていた。はらわたが煮にえくり返っていて、胸が苦しくて、心臓が痛い。なぜだか、悲しい。たぶん、悔しすぎて悲しいのだ。収まりそうになくて、エルチネは天幕を出た。

　日の出までには間がありそうだが、空が少し明るくなりはじめている。キャンプは静かだ。村人たちは寝ている。ほとんどは。逃にげていったさっきのクズ以外は、まだ眠ねむっているようだ。

　キャンプの外れに、天幕がいくつか張られていて、エルチネはそのうちの一つをあてがわれていた。

　一番大きな天幕の脇わきで、巨きよ大だいな魔ま神じんが片膝をついている。一つ目は青くほのかに輝かがやいていて、胸の紋もん様ようも薄く浮うきあがっているので、起きているらしい。

　魔神をキャンプに連れ帰ったドロシーは、神の使いだ、申し子だ、いや、神の子、神の娘むすめそのものだともてはやされ、畏い敬けいされて、下へも置かないもてなしを受けるようになった。長おさと十本指による協議の結果、ハノやロカを生いけ贄にえにするという話も立ち消えになったし、村に帰る作業もぼちぼち始まりそうだ。

　ただ、二人の魔法使いについては、天幕こそ与あたえられたものの、まだ扱あつかいが定まっていないらしい。何も決まっていないはずなのに、差があった。カルアはドロシーの連れだし、男だから重んじられているが、女のエルチネは間違いなく軽く見られている。

　さっきのクズが、なぜエルチネの寝込みを襲ったりしたのか。だいたい想像がつく。

　きっと馬ば鹿かな男たちが、濁にごり酒ざけでも飲みながら、エルチネのことを話題にしたのだろう。もちろん、卑ひ猥わいな話をしていたに違いない。あげくに酔よいが高じて──どれ、一つあの女を試ためしてみるか、運試し、度胸試しだ、誰だれだ、誰がやる、なんだ誰もいねえのか、腰こし抜けどもめ、よし俺だ、俺がやってやる──と、調子に乗ったクズが手をあげる。そんな醜しゆう悪あくな光景が目に浮かぶようだ。吐はき気けがする。

「……ほんと、興味ないっていうか、滅ほろびればいいよ。あんなクズども」

　つぶやくと、クズに肌を汚された不快感と悔しさと怒いかりとせつなさ、やりきれなさがぶり返してきた。男は、クズ。とくに、利用価値のない男は、汚お物ぶつ。魔法を使える男だけは、別だけど。

「マードックさん……あたし……」

　エルチネは頭を振った。あの世なんて信じていないが、偉い大だいな魔術師の安らかな眠りを乱したくない。魔術師。魔法使い。あの子は、でも──たぶん、認めたくないが、エルチネより上うわ手てかもしれない。エルチネよりも何歳いくつか下なのに。

　エルチネは自分の天幕を離れ、足を忍しのばせて、魔法使いの天幕へと近づいてゆく。あの子は、それに、勇ゆう敢かんだ。斜しやに構えて見せているけれど、あれが本質というわけでもないだろう。鱗豹馬ラパードが死んで、明らかに落ちこんでいた。いつもつんとしているだけに、あの姿はけっこう、胸が締しめつけられるものがあった。

　魔法使いの天幕の入口に手をかけた。胸といえば、あの子はエルチネの胸をちらちら見る。でも、凝ぎよう視ししたりしない。すぐ目をそらす。自分を抑おさえようとしているのだ。欲望のままに振る舞まうクズどもとは違う。我が慢まんして、負けそうになって、我慢して。なんだかちょっと、かわいらしい。

　そっと、音を立てないように注意して、入口の幕をめくる。中は暗い。でも、間もなく目が慣れて、見えるようになった。一人じゃなかった。

　天幕の中には、二人いた。

　二人とも、うつぶせでもあおむけでもなく、横向きになって、腰こしを曲げ、向かいあっている。くっついてはいない。手をのぞけば。二人は手をつないでいる。

　神の娘の天幕は、隣となりに──魔神のすぐ脇の天幕がそれなのに、なんで。

　エルチネは入口の幕をもとに戻もどして、ため息をついた。なんでも何もない。親しん戚せきで、幼おさな馴な染じみだと言っていた。本当かどうかは知らない。とにかく、神の娘と魔法使いは、二人で旅をしている。少なくとも、手をつないで寝るような関係ではあるということだろう。

「……エルチネさんとは、違うってことですよね」

　ひとりじゃない。

　過ぎ去った日々が、否いや応おうなく思いだされた。魔術師と二人で、あちこちを旅して回った。それはすばらしいことだったのだと、今さらながらに痛感する。あたたかで、あたりまえのように、永遠のふりをして流れていた美しい時間は、もうけっして戻ってこない。

「……あたしは、ひとり」




　　　　†




　入口の幕がそっとめくられた瞬しゆん間かん、根こん拠きよがあるわけじゃないが、なんとなく、エルチネか、と思った。

　これもなんとなく、カルアは寝ているふりをつづけた。相手が入ってきたわけでもない。すぐ行ってしまったので、確かく認にんすることはできなかったが、たぶんエルチネだった。

　変なところを見られた。

　何よりもまず、ものすごく恥はずかしい。

　でも、カルアは寝ているふりをしたから、あとで、あれは違う、そうじゃない、と弁解するわけにもいかない。弁解する必要もまあ、ないといえばないだろう。だけれど正直、言い訳くらいはしておきたい気分だ。違うんだ、これは、自分の意思とはまったく関かかわりがない、不ふ可か抗こう力りよくなんだ。

　キャンプに戻ってから、もう丸二日以上たったことになるのか。情けないことに、カルアは負傷中の身だ。傷の痛みはさほどでもないが、頭がぼんやりするし、熱もある、身体からだがだるい。自分はちゃんと状況の変化に対応できているのか。自信がないなんて、本当は口が裂さけても言いたくないが、そう言うしかない。

　そんな中で、ふとしたときに、キサルギのことが思い浮かんだ。

　我ながら、もういいじゃないか、と思う。長いつきあいでもない。一頭の鱗豹馬ラパードが死んだ。ただそれだけだ。そこまで胸を痛めるようなことか。奇き妙みようだとすら思った。頭を打って、自分はおかしくなってしまったんじゃないか。

　だけれどしょうがない。勝手にキサルギの死にかけている姿が脳のう裏りに蘇よみがえり、あの鳴き声が聞こえてきて、いないんだな、と思う。もうキサルギはいないんだ。死んだんだ。全身から力が抜けて、気力も失うせる。

　自分がそういう状態だということは、当然、隠かくそうとした。でも、気づかれてしまったらしい。昨夜遅おそく、カルアの天幕をぱんぱんと叩たたく者があって、

「カルア……まだ起きている？」

「……寝てる」

　投げやりにそんな返事をすると、ドロシーは天幕に入ってきて、カルアのそばに腰を下ろした。

「もしかして、キサルギのことで？」

　訊きかれて、適当にごまかすこともできずに、黙りこくってしまった。ドロシーの口からキサルギの名前が出た途と端たん、また思いだしてしまったのだ。しばらくしてからカルアは、

「疲つかれているんだと思うよ。きっとね。ずっと、ろくに休んでいないから」

　と、本音にかぎりなく近いことを言ってしまい、暗然とした気分になった。なに弱音を吐いているんだ。馬鹿じゃないのか。

「わたしも疲れている。とても、疲れた」

　ドロシーは横になった。カルアの天幕は、ドロシーの天幕と違って、広くない。でも、なんとか二人、くっつかずに寝ることができた。自分の身体は大きくないし。そんなことを思った。おそらくもう、背はそんなにのびないだろう。いいところ、あと五サンチ、いや、三サンチくらいか。もっと大きくなりたかった。そうしたら──そうしたら、何だっていうんだ。

　カルアは目をきつくつぶって、眠ろうとした。

　身動きした拍ひよう子しに、膝と膝がぶつかり、驚おどろいてすぐに脚を引っこめた。

「カルア」

　名前を呼ばれて、薄うす目めを開けた。

　ドロシーの青い瞳ひとみは、暗くら闇やみの中でもその存在を感じとることができる。

「手を、つないでもらってもいいですか」

「……いいよ」

　どうして断らなかったのだろう。自分で自分がわからない。とにかく、いいよ、と言ってしまったのだからしかたない、そんな理由になっていない理由に押し流されて、カルアはドロシーと手をつないだ。

　ほどなく、ドロシーが寝息を立てはじめた。

　それでちょっと安心したが、カルアはとても寝つけそうな気がしなかったし、実際、一いつ睡すいもできなかった。まんじりともしないで、ドロシーが手を放してくれるのを、ひたすら待った。待ちつづけているうちに、エルチネにのぞかれた。それからしばらくして、ようやくドロシーの手がゆるんだ。

　カルアはそっと、ドロシーを起こしてしまわないように、細心の注意を払はらって、彼女の手から自分の手を抜ぬきとった。

　起きあがって、天幕から出るまで、何度ドロシーの様子をうかがったか知れない。

　天幕を抜けだすと、外はだいぶ明るくなっていた。エルチネの天幕は、中に人がいないことを示すように、入口の幕をめくったままにしてある。どこに行ったのかわからないが、弁解する機会はなさそうだ。しないけど。弁解なんて。

　魔神の前に、ロカが膝ひざを抱かかえて座り、青い一つ目を見上げていた。

　カルアが近づいてゆくと、ロカがこっちに顔を向けた。

「おはよう、カルアにいちゃん。早いね」

「そっちこそ」

　カルアはロカの隣に腰を下ろして、片方の膝だけ立てた。

「村の人たちは、神の娘が魔神を連れてきたって喜びながらも、魔神にはあまり近づこうとしない。ロカ。きみはこわくないのか」

「この虚神アダムが？」

「ああ。実在しない魔神なんて、きみはちっともこわくないだろうけど、虚神アダムを恐おそれる理由はあるだろ」

「ドロシーねえちゃんが命じれば、ぼくなんてあっという間にぺっちゃんこだからね」

「しないけどね。そんなこと、ドロシーはぜったいに」

「うん。ドロシーねえちゃんはしない。でも、ほかの誰かだったら、するかもしれない」

　ロカの聡そう明めいさに舌を巻くのにも、だいぶ飽あきてきた。怪け我がと疲ひ労ろうで、カルアは今、気が弱っている。それがかえって、いい方向に作用しているのかもしれない。嫉しつ妬とする元気もないから、認めて、すっかり受け容いれてしまえ、という気持ちになっている。

「ロカ。きみはもともと、魔ま神じんを倒たおす気なんてなかったんだろ」

「うん」

　即そく答とうだった。カルアは思わず、ちょっとだけ笑ってしまった。

「あっさり肯こう定ていするんだな」

「だって、ぼくには倒せっこないからね。でも、カルアにいちゃんとエルチネさんがいれば、ひょっとしたらっていう考えはあったかな」

「自分が生いけ贄にえになるとかなんとか、なんでもいいから時間稼かせぎをして──そのあいだに、どうにか隙すきをついて、お母さんと一いつ緒しよに逃にげるつもりだった？」

「それしかないと思ってたんだ。予定がぜんぶ、くるっちゃったな。とりあえず、いい方向に、だけど」

「神官、か」

「何者なんだろうね、あの人たち。ツルハシみたいな物を持ってる人も交じってたし、やっぱり墓泥どろ棒ぼうのたぐいかな」

「墓……？」

「お父が言ってた。寺院はたぶん、大昔の王様の、お墓でもあるって。くわしいことはわからないけどね。今から八十年くらい前に帝てい国こくがやってきて、ぼくらは自分たちの言葉を捨てたんだ。それで、たくさんの言い伝えも失われちゃったんだって」

「……墓。そうか。それで──」

　それがもし事実だとしたら、その王様とやらは虚神使いアダムヘツドだったのかもしれない。虚神アダムは副ふく葬そう品ひんだった。ただ、大きすぎて、王と一緒に埋うめるわけにもゆかず、神像として祀まつることにしたのかもしれない。

　レベルデッド魔王国は、俗ぞくに言う古王国オルデイン、忘れ去られた暗黒期ダークエイジの遺産を受け継つぐとされる国々のうちの一つだった。魔王国のほかには、花蘭クアラン王国、アウトルマ、ゴールディン、ＪＣＫ──しかし、これらの四国はすでに帝国に攻せめ滅ほろぼされて、健在なのは麼禱埜マトウーヤ霊れい国こくただ一国のみだ。

　ともかく魔王の血筋は古い。始祖である最初の魔王、一説によると、絶対魔王の異名をとったともいうルナティック・デッド・エターナルは、魔都を拠きよ点てんに七十八州に及およぶ大帝国を打ちたてた暗黒期ダークエイジの梟きよう雄ゆうだったとされている。記録が残っているわけじゃないので伝説上の人物だが、魔都をルナティックシティーと改名した魔王ロット・デッド・エターナルの御み代よから始まる真しん暦れきは、五百八十三年で幕を閉じた。少なくとも魔王国には、六百年ほどの歴史があったということだ。

　そして、絶対魔王が虚神使いアダムヘツドだったという伝承もある。伝承というと、大おお袈げ裟さか。お伽とぎ話ばなしだ。もともとは口伝えだったものが、紙の大量生産、印刷技術の普ふ及きゆうと発展によって、本という形にまとめられるようになった。中には木版印刷された挿さし絵え付きの本もあって、恐ろしい姿をした魔王と、おどろおどろしい怪かい物ぶつめいた虚神アダムが、巨きよ大だいな竜りゆうに立ち向かおうとしている図などは、カルアもよく覚えている。

　単なるお伽話だと思っていたが、かつての魔王が本当に虚神使いアダムヘツドだったのだとしたら。

　その血が、ドロシーの身体に流れているのであれば。

　血が、虚神アダムを支配して、制せい御ぎよする。そんなことがあるのか。でも実際、虚神アダムはドロシーに従っている。

「カルアにいちゃん」

　ロカは魔神の一つ目を振ふり仰あおいで、ぽつりと言った。

「ドロシーねえちゃんは、何者なの」

「僕の幼おさな馴な染じみだよ」

「うん。そうだったね」

「だけど、困ったな」

　カルアは頭に巻かれている布をさわって、ため息をついた。

「ドロシーが虚神アダムに懐かれたままだと、ここから立ち去りづらい」

「村の人たちが引き止めようとするだろうね。連れて歩くのも、たいへんだと思うけど」

「……そうだな。ほんとに、そうだ。だからって、どこかに置いていくっていうのもね。まあ、寺院に戻もどすっていうのが筋なのかもしれないけど──」

「寺院には、変なやつらがいる。そういえば、魔神の件が片づいたのに、まだ秘石の採さい掘くつ場を教えてなかったね」

「教えてもらったって、近づけないよ。あんなやつらがいるんだから」

「あの人たちのことは、まだ長おさにしか話してないけど、そのうち十本指も知ることになるだろうし、問題になると思う。長は、ドロシーねえちゃんに頼たのみ事をするかもね」

「あいつらを追いはらってくれって？」

「そうしたら、カルアにいちゃんは、どうするの？」

「……厄やつ介かいだな」

　長たちに頼みこまれたら、ドロシーはたぶん、断らないような気がする。もしドロシーが、やる、と言いだしたら、止めるのは難しい。今まで以上に困難だ。何しろ、ドロシーには虚神アダムマジーがついている。マジー、か。

　ひどい名前をつけられたものだ。かといって、同情する気にはなれない。カルアは青い一つ目をにらみつけた。

「人には過ぎたる力だよ、おまえは」

　虚神アダムは答えない。

　まさか意思があるわけでもないだろうし、答えるはずがない。

　返事をしたのではないと思うが、虚神アダムの頭部が動いた。うつむいていた虚神アダムが、顔を上げたのだ。ほんの少しではあった。でも、軋きしむような音もかすかに聞こえた。見み間ま違ちがいじゃない。

「何だ……？」

　カルアは腰こしを上げて振り返った。虚神アダムはほぼ北を向いている。キャンプの一帯は開けているが、周りは密林だ。背の高い木々にさえぎられて、遠くまでは見えない。

「……遠く？」

　胸むな騒さわぎがする。

「カルアにいちゃん──」

　ロカが何か言いかけた。そのときだった。ドロシーが天幕から出てきた。見るからに起きがけの顔だが、青い瞳がぼんやりと輝かがやいている。いったい何事なのか。

「カルア、マジーがわたしに何か言っている」

「言ってる……？」

　カルアはマジー呼ばわりされている虚神アダムを見上げた。一つ目に宿る光が、わずかに揺ゆらめいているような──それと同じように、胸の刻印《善破砕》も微び妙みように明めい滅めつしているような気がする。

「ドロシーねえちゃんには、聞こえるの？　マジーの声が」

「声」

　ドロシーは眉まゆをひそめ、唇くちびるを軽く嚙かんだ。

「わからない。声……とは、違うかもしれない。でも、何か伝わってくる。言葉ではうまく説明できないけど」

「マジーは、ドロシーねえちゃんに何を伝えようとしてるのかな」

「何かくる。近づいてくる」

「近づいて──」

　カルアは膝をついて、地面に耳を押しつけた。目をつぶり、深呼吸をする。聴きくというより、感じろ。音じゃない。震しん動どう。それよりもっと小さな手がかりだ。

　つかまえた。

「……ロカ。キャンプにいる人たちを、今すぐ起こして。全員だ。早く！」

「うん、わかった！」

「カルア、何が」

「そいつを」

　カルアは身を起こし、顎あごをしゃくってマジーを示してみせた。

「追いかけて行動範はん囲いを調べてたときに、同じ音を何回も聞いた。足音だ」

「え。それはつまり……魔神がほかにもいるということ？」

「違うよ、ドロシー。魔神なんかじゃなくて、虚神アダムだ。虚神アダムが近づいてきてる──かもしれない。これだけじゃ、さすがに断定はできないけどね。間違いだといいんだけど」

　ロカはキャンプのほうに飛んでいって、大声でしきりと叫さけんでいる。キャンプはすぐに騒そう然ぜんとしはじめた。

「マジー、立って！」

　ドロシーが命じると、マジーは頭部と首の合間から、おおおん、おおおん、という唸うなり声のような音を発した。一つ目と胸の刻印が輝きを増して、やや重たい動作で立ちあがる。キャンプのあちこちで、魔神が立った、魔神だ、魔神が立ったぞ、というような声があがって、いっそう騒々しくなった。悲鳴をあげる村人もいた。子供たちが泣きわめく声も聞こえる。

「だいじょうぶ！　マジーは、あなたがたには何もしない！」

　ドロシーの声が、村人たちに届くとは思えない。カルアでさえ正直、こわかった。身の丈たけ二十五メテル以上、三十メテル近くあるかもしれないその巨体は、ただそこにあるだけで他を圧する。マジーはドロシーの命令を聞いている、ドロシーに操あやつられているのだと自分に言い聞かせても、恐きよう怖ふを完全にぬぐいさることはできない。

　平然としているドロシーがむしろ、ちょっとおかしいのだ。今は自分の言うことを聞いているが、いつどうなるかわからない。そんな不安くらいは抱いだいてもよさそうなものなのに、ドロシーはマジーを信じきっているように見える。

「鱗豹馬ラパードや馬じゃないんだからさ……」

　危あやうい、と思わざるをえない。本音を言えば、一刻も早くこんなものとは手を切らせたいし、今後いっさい関かかわらせたくない。

「何だ！　いったい何が起こっている！」

　右手の人差し指ダムンが駆かけてくる。その後ろから、ガホルらに付き添そわれて、長も。ダムンもマジーが恐おそろしいのか、かなり離はなれたところで足を止めて、

「何があろうと、勝手に魔ま神じんを起きあがらせてもらっては困る！　皆みなが動どう揺ようする！」

「はっ。ごめんなさい」

　ドロシーが素す直なおに頭を下げると、ダムンは鼻白んで口ごもった。

「い、いや……神の娘むすめに、そのように謝られると、こちらとしても……」

「ひい、ひい、ひい」

　少々わざとらしく呼吸を乱しながら、長が杖つえをつきつきダムンに追いついて、自分の腰を叩たたいた。

「いやあ、年寄りにはつらい運動じゃな。さて、どうしたんじゃ」

「何かが近づいてくる。マジーがそれを感じて、わたしに教えてくれた」

　ダムンが、ぬう……と呻うめいた。

「……魔神から、お告げを。神の娘は魔神と意を通じておるのか」

「魔神じゃなくて、マジー。魔神だとかわいくないから、マジーがかわいそう」

「うむう、だがっ……」

「神の娘のおおせじゃ、よいではないか、ダムン」

「いやしかし、長っ」

「我らにとっては魔神であるが、神の娘にとってはより親しく感じられ、マジーと呼ぶべき存在なのであろう。さすがは神の娘ではないか。──で、何が近づいてくるのかのう」

「まさか、あたしたちのことじゃないよな？」

　どうしてここで、その声が聞こえるのか。でもカルアは、幻げん聴ちようなんじゃないかとは一いつ瞬しゆんたりとも思わなかった。どたばたしていたし、まったく予想していなかった、おかげで今の今まで気づくことができなかったとはいえ、そこまで鈍にぶっていたわけじゃない、ということか。西のほうだ。

　木立の向こうから進みでてきた。騎き馬ば。二騎だ。

　二人とも帝てい国こく軍の軍服を着ているが、女だ。というか、とくに前のちんまりした女は軍服に着られているみたいで、軍人の仮装をしているようにしか見えない。後ろのほうは、女にしてはかなり背が高いし、女軍人の雰ふん囲い気きを漂ただよわせていないこともないが、頭の上に犬の耳めいた物がのっている。いや、のっているわけじゃなくて、生えているのか。控ひかえめに言っても、かなり珍ちん妙みようだ。

「アンナマリー・エコー！」

　ドロシーが目を瞠みはった。カルアは腰に吊つるしてあった籠こ手てを、すばやく両手に装着する。

「──シズ・ブラッドベリ！　追いつかれた……！」

「帝国の軍人だと……!?」

　ダムンはうろたえている。長も驚おどろいているようだ。

「しかし、二手に分かれて、さんざん捜さがしまわって──ようやく見つけたと思ったら、何がどうなってるんだ、これは」

　アンナマリーは拳けん銃じゆうを抜ぬいて、銃口をこっちに向けた。ゴドウィッチＭ86ロアー。口径十二ミルメテル、長銃身で高威い力りよくだが、反動が大きくて命中精度はよくない。冷静になれ。まだ距きよ離りがある。アンナマリーは騎乗しているし、手た綱づなを握にぎったまま、片手で構えているのだ。そうそう当たらない。

「なんでこんなところに、こんなものがある。しかも、起動しているみたいじゃないか。おっと──」

　アンナマリーは拳銃の撃げき鉄てつを起こして、ダムンたちに一いち瞥べつをくれた。

「誰だれも動くんじゃないぞ。その二名は、ゆえあって我々帝国陸軍情報局が追っている者たちだ。かばい立てしたら、おまえたちも同罪ってことになる」

　アンナマリーの後ろで、シズが背に負っていた大刀を抜いた。左ひだり腕うでは吊つって、固めてある。壊れても、交換可能だと言っていたが、まだそのままらしい。シズの犬みたいな耳が、ぴくり、ぴくりと動いた。

「……アンナマリー。何かくる。かなり、大きなものが……」

「何……？」

　アンナマリーは顔をしかめた。注意がそれる。今だ。カルアは膝ひざを曲げた。まずはドロシーを連れて、遮しや蔽へい物の後ろへ。動こうとしたら、アンナマリーが手綱を手放し、拳銃を両手で保持した。撃うたれる。その寸前だった。

「……奮フルエ射イ貫ヌケヨ双ソウ炎エン箭セン！」

　二本の火矢が──いや、あれは炎えん霊れい魔法だ。矢のように細長い二筋の火か焰えんが、アンナマリーに襲おそいかかる。アンナマリーが見た目どおりの可か憐れんな少女だったら食くらっていたかもしれないが、あいにく違う。彼女は軍人だ。それも、並以上の。

「なっ……！」

　アンナマリーは身体からだをのけぞらせて間かん一いつ髪ぱつ、双炎箭をかわした。ふたたび左手で手綱を引っつかみ、体勢を立てなおしながら、誰すい何かする。

「魔法!?　何者だ……!?」

「帝国軍のカスに名乗る名なんて、持ちあわせてないですねえ……！」

　エルチネだ。そもそも、それ以外ありえない。エルチネが双炎箭でアンナマリーを狙ねらい撃ちしたのだ。今までどこに行っていたのか。わからないが、南のほうから駆けてくる。
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「ドロシー！」「っ……！」

　カルアはドロシーの腕をつかんで、ひとまず虚神アダムマジーの陰かげに逃にげこんだ。エルチネもこっちに向かってくる。

「戦争バカの軍人は嫌きらい！　帝国の軍人なんて、全員くたばっちゃえばいいです……！」

「──くそ、魔法使いが二人だと……!?　シズ、やるぞ！　女のほうは殺してもいい！」

「はい……でも……」

「ああ!?　何だ、どうした!?」

「あれ……」

　シズが大刀の切っ先で北のほうを指し示した。カルアもそっちに目をやった。やっぱりだ。そう思いながらも、驚きよう愕がくしないではいられない。

「……虚神アダム」

「ですねえ」

「くっ!?　えっ、エルチネ、くっつくなっ」

「はぁい？　あぁ、ごめんなさぁい、つい」

「……………………」

「そんな、こわい顔してにらまないでくださいよ、ドロシーちゃん。わざとじゃないのですからぁ。ふふっ」

「どうだか」

「や、ていうかね……」

　そんなことは本当にどうでもいい。木々を押しわけて、やつらはやってくる。やつら。そう、虚神アダムは一体じゃない。三体もいる。ぜんぶ一つ目だ。緑色に輝かがやいている。胸に浮うきあがっている刻印も、緑色だ。《震大破》。あれは文字なのか。たぶん古い文字なのだろう。とにかく三体ともほぼ同じ形をしていて、マジーに似ているが、小さい。マジーの半分くらいだ。ただし、右手に槍やり、左手に盾たてのような物を持っている。というか、間違いなく槍と盾だ。あの虚神アダムたちは武装している。

「に、逃げろ！」

　ダムンが怒ど鳴なりながら長おさを抱きあげた。

「逃げるのだ！　逃げろ……！」

　キャンプではすでに避ひ難なんが始まっている。十本指の連中よりもむしろ、ロカが指図しているみたいだ。でも、そうとう混乱している。あたりまえだ。虚神アダムたちはもうキャンプに到とう達たつしようとしている。それに、武器を持っている巨きよ人じんという見た目が強きよう烈れつだ。威圧感なんてものじゃない。問答無用で殺される、何もかも破は壊かいされてしまう。あの姿を目にしたら、誰だってそう思わずにはいられない。

「バカな……！」

　アンナマリーは暴れる馬を懸けん命めいに御ぎよしながら、マジーと虚神アダムたちを交こう互ごに見た。

「なんでこうも虚神アダムが次々と出てくる……！　暗黒期ダークエイジじゃないんだぞ……！」

「震大破ジンデンレイ……」

　シズの馬は、両りよう脚あしで胴どうを締しめつけられただけでおとなしくなった。どっちの馬もしっかりと訓練された軍馬なのだろうが、馬の扱あつかいはシズのほうがずっと上手らしい。

「ダイアラン級……そして、善破砕センレイフアは……ダイアロト級……」

　ジンデンレイ。ダイアラン。センレイファ。ダイアロト。カルアにとっては、どれもまったく聞き覚えのない言葉だ。

「──あっちがダイアランとかってやつで、マジーがダイアロト……なのか……？」

「わたしが！」

　カルアの腕を振ふりほどいて、ドロシーがマジーの前に進みでた。

「わたしとマジーが止める！　アンナマリーとシズは、村の人たちを誘ゆう導どうして！」

「はあっ!?　なんであたしたちが──」

「ここは帝国領！　帝国に住む人たちを守るのは帝国軍人の仕事！　違ちがわないはず！　マジー、行って！」

　おおん。おおおん。マジーが答え──たのかどうかは不明だが、頭部と首の合間から例の声だか音だかを発して、前進を開始する。マジーの一歩ごとに地面が揺ゆれる。ぼんやりしていたら、転んでしまいかねない。激しい揺れだ。

「ちょっ、ドロシー！　むちゃを──」

　ドロシーを追いかけようとしたら、エルチネが「あっ……」と体勢を崩くずして、抱だきついてきた。めっちゃくっちゃ、やわらかい。引きずりこまれそうなほど甘いにおいがして、くらくらする。だから何だ。どうしたっていうんだ。カルアはすぐさまエルチネを突つき放した。

「……わざとらしいんだよ！」

「わざと？　何のことですかねぇ。自意識過か剰じようじゃないです？」

　こいつ──と思ったが、口には出さなかった。相手にすればするほど、つけあがる。

「──ええい！　シズ、こい！　僻へき地ちの浮ふ民みんだろうと、放っておくわけにもいかない！」

「はい……」

　アンナマリーとシズは、馬首をめぐらして、避難しつつある村人たちのほうへと向かう。彼ら、彼女らの大半は南に逃げようとしているみたいだ。でも、統制がとれているわけじゃない。ばらばらだ。一部の村人はまだキャンプの中で右往左往している。そこに三体のダイアランが突っこんできたものだから、もうメタクソだ。天幕や粗そ末まつな掘ほっ立たて小屋が踏ふみ潰つぶされ、蹴け飛とばされる。悲鳴。絶ぜつ叫きよう。アンナマリーがキャンプの中に馬を進めようとしている。逃げ遅おくれた者を助けるつもりか。

「ドロシー！　マジーをキャンプから離はなれさせるんだ……！」

　言ってから、どうして自分がそんな指示を出したのか、カルアは理解した。キャンプじゃない。三体のダイアランが向かう先にはマジーがいて、その途と中ちゆうにキャンプがある。キャンプはただ、通り道になっているだけだ。ダイアランたちの挙動から、カルアはとっさにそう判断したのだ。

「わかった！　マジー、あっち！」

　ドロシーが手を振って西のほうを示すと、マジーはたちまち方向転てん換かんした。そうしたら、案の定だ。三体のダイアランもコースを変えた。やつらの標的は、マジー。虚神アダムが虚神アダムを狙っている。なぜ？　何のために……？

　カルアは揺れる地面の上を駆かけて、ドロシーに追いすがる。エルチネもついてきているみたいだ。

「ドロシー！　あまりマジーに近づくな！　あぶないから……！」

「マジーひとりに戦わせるわけにはいかない！　マジーが寂さみしがる！」

　ドロシーはカルアの手を振りはらって、迫せまりくるダイアランたちを指さした。

「わたしがついているから！　いけっ、マジー……！」
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　おおん。おおおん。おおおおん。マジーは吼ほえて、ダイアランたちに立ち向かう。相手は、三体のうちの一体が下がり、二体が横並びになって前に出た。マジーとは大人と子供ほども体格が違う、そうはいっても、ダイアランは槍と盾を持っている。盾を構え、槍を突きだして──激げき突とつ。耳が、頭がおかしくなりそうな音が響ひびき渡わたった。全身がびりびり震ふるえている。どうなった……？

　マジーは──マジーの腹部に、槍が。一本の槍が突き刺ささって、背中から穂ほ先さきが飛びだしている。そこから流れだす、黒い、少し粘ねばりけのある液体は、槍の穂先からもしたたっていた。

　もう一本の槍は、マジーの左腕と左ひだり脇わき腹ばらでがっちりと挟はさみ止められているが、だいじょうぶなのか。二体のダイアランは、マジーの腰こしから脚のあたりに盾を押しつけて、押しきろうとしているようだ。マジーはなんとか踏みとどまっている。

「マジー！　がんばって……！」

　ドロシーが顔を真っ赤にして叫さけんだ。おおん。おおおおん。おおおおおん。マジーは両足を踏んばり、右手をのばす。自分の土手っ腹に槍をぶっ刺しているほうの、ダイアランめがけて──その頭を、マジーの右手がわしづかみにした。

「潰しちゃえ……！」

　エルチネが声せい援えんを送った。カルアも声こそ出さなかったが、いつの間にか拳こぶしをきつく握にぎりしめていた。

　マジーの右手が、右みぎ腕うでが、ぶるぶるぶるぶる震えて、ダイアランの頭がガタガタガタガタいっている。やれ。そのまま、握り潰せ。あと少しだ。ダイアランの頭はもうひしゃげかけている。

「──させるかよォォ……ッッ！」

　この、声は。

　というか、どこから。

　三体目のダイアランだ。よく見れば、そいつだけ形がちょっと違う。頭や肩かたに突起状の飾かざりがついている。気づかなかった。今まで、まったく。隠かくれていたのかもしれないが、その飾り付きダイアランの左肩の上に、何か──というか、人が、しがみついている。さっきの声の主は、間違いなくそいつだ。

　灰色の髪かみをなびかせて、深紅色クリムゾンの瞳ひとみをきらきらと、いや、ぎらぎらと輝かせている、その小こ柄がらな男のことを、カルアは知っている。べつに知りたくなかったが、図はからずもまあまあ強烈な出会い方をしてしまったし、因いん縁ねんもできてしまった。そう簡単には忘れられないだろう。

「──ジャック・ラヴロー……！」

　でも、なぜ。どうしてだ。何がどうなっている。脈みやく絡らくがないように思えるが、それでいて納なつ得とくしてしまった。

　あの神官たちの中に、きっとジャックも紛まぎれていたのだ。ということは、連中は暗黒流星団なのか。暗黒流星団は、禁制品の密売や人身売買などの犯罪行こう為いだけじゃなくて、盗とう掘くつまで手がけているのかもしれない。

　そして、大昔の王様の副ふく葬そう品ひんは、マジー以外にもあった。あの虚神アダムたちも、寺院のどこかに埋まい葬そうされていたのだろう。見つけだされて、今、ジャックに操あやつられている。一人で三体を同時に動かせるのか。わからないが、ジャックしかいないようだから、おそらく可能なのだろう。

「やれェッ！　ダイアラン改……ッッ！」

　飾り付きのダイアラン──ジャックによるとダイアラン改は、二体のダイアランの後ろからものすごい勢いで槍を繰くりだした。水平方向じゃない。槍の穂先をかなり上に向けている。

「よけて、マジー……！」

　ドロシーが金切り声をあげた。マジーは首を左に傾かたむける。かなり迅じん速そくな反応だった。カルアの目にはそう見えた。それでも完全にかわすことはできなくて、ダイアラン改の槍はマジーの首を四分の一くらい削けずりとった。同時に、二体のダイアランが押しこんできた。

「倒たおれる……!?　だめだ、ドロシー……！」

　カルアはすっ飛んでいって、ドロシーをつかまえた。有う無むを言わせず引っぱって、その場を離れる。マジーはやはり踏みとどまれない。ダイアランたちに押し倒されようとしている。

「おいでなさいな、正四位炎えん霊れい撲ボツ架カ……！」

　エルチネ。魔ま法ほうを使うつもりなのか。マジーが倒れる。仰あお向むけだ。背中から、今──山崩れみたいな轟ごう音おんを立てて、何本もの木々をへし折りながら、倒れた。大量の土ど砂しやが巻きあげられる。一いつ瞬しゆん、何も見えなくなった。でも、ジャックが次に打つ手は想像がつく。倒れたマジーをしとめにくるはずだ。

「クソウドの大木がァァッ！　節操もなく他人のモノになりやがった罰ばつだ……ッッッ！」

「火ヒ点トモシ弓ユミ引ヒク二フタ重エノ両リヨウ腕ワン──」

　土つち煙けむりの中に、見えた。二体のダイアランは、不完全ながらもマジーを組み伏ふせている。ダイアラン改は、ダイアランたちを回りこんで──きっと、マジーの頭か胸か、どこか重要な部位にその槍を突き刺す。槍の穂先をぶちこんで、破は壊かいして、機能停止に追いこむつもりだ。でも、ダイアラン改がそうする前に、エルチネが魔法を発動させた。

「奮フルエ射イ貫ヌケヨ双ソウ炎エン箭セン……！」

　二筋の火か焰えんがダイアラン改──いや、その左肩にしがみついているジャック・ラヴローめがけて飛んでゆく。雷らい切きりや爆ばく雷らい索さくなどの雷霊魔法に比べると、双炎箭の弾速は圧あつ倒とう的に遅おそい。しかしエルチネは、ダイアラン改の挙動を予想したうえで、うまくコントロールしてみせた。

「──うおッ……!?」

　ジャックはのけぞって双炎箭をよけた。体勢が崩れて、ダイアラン改の肩の上から落っこちそうになる。肩の飾りにしがみついて、なんとか持ちこたえたが、ダイアラン改の動きが止まった。カルアの腕の中で、ドロシーが声を張りあげる。

「マジー！　立って！　立ちなさい……！」

　おおおおん。おおん。おおおおおおん。マジーは二体のダイアランを蹴飛ばして払はらいのけた。ダイアランの槍やりが一本、腹に刺さったままだが、こんなのどうってことない、とばかりに──起きあがろうとするマジーに、ダイアラン改が襲おそいかかった。

「クソッタレがァァァァァッ……！」

「だめ……！」

　命令になっていないドロシーの命令を、それでもちゃんと受けとったのか。マジーは膝ひざ立ちの姿勢で身体からだをひねった。たぶん、胸のど真ん中を狙ねらって放たれたのだろうダイアラン改の槍が、それた。槍はマジーの右胸にズドンッ……と突き刺さった。

「いっけええええええェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ……ッッッ！」

　ジャックが雄お叫たけびをあげて、ダイアラン改はさらに槍を押しこんだ。槍の穂先が、人間でいえば肩けん胛こう骨こつがあるあたりから突きだして、そこから黒い液体が噴ふきだし、雨のごとく周辺一帯に降りそそぐ。

　かすかに、腐くさった果くだ物もののような匂においのする黒い雨を、カルアたちも浴びた。

　マジーはダイアラン改の頭に左手をかけて、押しのけようとしているのかもしれないが、力が入らないのか。ダイアラン改はびくともしない。マジーの右腕はだらんとしている。右肩に近いところに槍をぶちこまれた。そのせいで、右腕が動かなくなってしまったのかもしれない。

「ドロシー」

　カルアは一度、深く、それでいて短く息をした。ジャック・ラヴロー。どういう巡めぐりあわせか知らないが、あまりいい縁えんじゃないことは間違いない。それどころか、悪縁だ。

「下がってて。あんなに大きな虚神アダムをどうにかできるとは思えないけど、あの男を追いはらうことはできるかもしれない」

「マジーはまだ、やれる」

　青い瞳が輝かがやきを増した。唇くちびるを引き結び、歯を食いしばってうなずく。ドロシーはマジーに向きなおって、「負けないで！」と励はげました。

「あなたは強い子！　まだまだやれるはず！　負けちゃだめ……！」

　おおん。おおおん。おおおおおん。呼応するかのように、マジーの一つ目が、それから胸の刻印も、強い光を発しはじめた。

「なッ……!?」

　ジャックがよろめいて、肩の飾りにしがみつく。マジーが膝立ちの姿勢から立ちあがろうとしている。ダイアラン改は槍を持つ手に体重をかけて押さえこもうとするが、無む駄だだ。マジーは一気に立ちあがった。立ってしまえば、マジーの背せ丈たけはダイアラン改の倍まではいかないかもしれないが、一・五倍はゆうにある。しかも、ダイアラン改の槍はマジーの右胸を貫つらぬいていて、簡単には抜ぬけそうにない。

「叩たたき潰つぶして、マジー！」

　おおおおおおおん。マジーは吼えて、ダイアラン改の頭部に左手を振ふりおろす。

「潰せるモンなら……ッ！」

　ダイアラン改は盾たてを掲かかげて、マジーの左手を受け止めた。いや、受け止めはしたが、防ぎきれない。ダイアラン改は膝をついた。ジャックは振り落とされそうになりながらも、鋭するどく叫んだ。

「──かかれッ！　ダイアラン……ッ！」

　蹴け飛とばされて、さっきまでひっくり返っていた二体のダイアランが、猛もう然ぜんとマジーに飛びかかる。やばい。一体はまだ槍を持っている。

「マジィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ──」

　ドロシーの黒髪が逆立って、青い瞳、魔王の瞳が、まばゆい光をほとばしらせた。

「キィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィーック……！」

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん。マジーは左手で槍を叩き落としながら、身体を回転させた。回し蹴りだ。右足の回し蹴りが一体のダイアランをとらえた。左の上じよう腕わんに炸さく裂れつして、胸を粉ふん砕さいし、頭を吹ふっ飛とばす。ダイアランは壊こわれて糸の切れた操り人形みたいに倒れ、動かなくなった。

「ふんっ」

　ドロシーは鼻から息を吐はいて、拳を突つきあげた。

「キックは得意！」

「やァァァァァァーりやがったなァッ、オレ様のダイアランを……ッ！」

　ダイアラン改が、ゆがんだ盾をマジーめがけて投げつけた。ドガンッッ。盾はマジーにぶつかって、落ちてくる。

　こっちに。

「うわっ!?」「あっ」「ひゃあっ!?」

　カルアもドロシーも、それからエルチネも、泡あわを食って走った。盾。四、五メテル四方はありそうな巨きよ大だいな盾が、頭上に迫せまっている。あんな物の下した敷じきになったら一巻の終わりだ。ぺしゃんこになる。死ぬ。確実に死ぬ。やばい。ドロシーが遅おくれ気味だ。

「ドロシー……！」

　カルアはドロシーの腕を乱暴につかんで、引っぱるというか押しだすようにして跳とんだ。エルチネも同じように地面に身を投げだして、「ぁんっ」と妙みように色っぽい声を出した。腹に響ひびく音がして、土煙が上がる。盾だ。落ちた。すぐそこだった。一秒前まで、カルアたちがそこにいた。紙一重だった。

「……ドロシー、どこか怪け我がは──」

「マジーが！」

　ドロシーは弾はじかれたように立ちあがった。そうか。ほんのわずかの時間とはいえ、ドロシーは落下してくる盾に気をとられていた。空白があった。その隙すきを、ジャックは見み逃のがさなかったということだ。

「見つけてやった恩を忘れて、おまえは他ほかのヤツのモノになりくさりやがったッ！　ぶっ壊れちまえよッ、不心得者のォッ！　クソウドの大木がァァ……ッ！」

　ダイアラン改は槍を両手持ちしている。ダイアランから奪うばったのか。盾しか持っていないダイアランが、横合いからマジーに体当たりをお見み舞まいした。マジーは揺ゆらいだ。そこにダイアラン改が槍を繰りだした。頭部だ。ちょうど一つ目のところに槍がぶちこまれて、ぶち抜かれた。火花が散って、あの黒い液体が撒まき散らされた。

　ぐ、おおおおおおおぉぉぉぉ……。

　そんな呻うめき声のような音が、マジーの頭部と首の合間からもれた。

「死なないで、マジー！　死んじゃだめ！」

　ドロシーが絶ぜつ叫きようすると、薄うすらぎかけていたマジーの胸の刻印が、呼び覚まされたように輝きを強めた。マジーが左手をのばす。ダイアラン改をつかまえようとする。あと少しのところだった。

「チィッ！　死にぞこないめ……ッ！」

　ダイアラン改は槍を引き抜きながら後退して、マジーの左手から逃れた。それならとばかりに、マジーはダイアランを左ひだり腕うで一本で抱かかえこむ。ダイアランはもがく。あらがおうとする。でもマジーは、なんだか苦しそうな、ぐおおお、ぐおおお、ぐおおお、という音を発しながらも、かまわず──ダイアランを地面に叩きつけるというより、自分もろとも倒れこんで、そのまま押さえつけた。

　ぐおおお、ぐおおおお、ぐおおおおおお。

　マジーはダイアランの頭部を左手で、腹から胸のあたりを膝で押し潰して、あたりは黒い液体にまみれ、マジーも、もうほとんど動かなくなったダイアランも、黒く、黒く、濡ぬれそぼった。

　ぐおおおお、ぐおお、ぐおおぉぉ……。

「マ……マジー……」

　ドロシーは目を見開き、顎あごを震ふるわせて、立ちつくしている。

「よくねばりやがる！　クソでけえだけあるな、まったく……ッ！」

　ジャックがダイアラン改の左ひだり肩かたの上で深紅色クリムゾンの目をすがめ、灰色の髪かみをかきあげた。

「だがッ！　これで終幕ジエンドだ……ッ！　さよならアデイオス、マジー……ッ！」

　ドロシーはもう、マジーに何も命じなかった。まばたきもしないで、そのときを、その場面を、ただじっと見つめていた。誰だれよりも、ドロシーにはよくわかっていたのだろう。

　すでに、マジーには何の力も残されていない。ぼろぼろになって、血液のような黒い液体を流し尽つくして、マジーは戦うことはおろか、身じろぎ一つできないのだ。

　だから、呆あつ気けなかった。

　ダイアラン改の槍が、胸の真ん中の、ちょうど刻印のところに突き刺ささって、貫かん通つうしても、穴のあいたマジーの頭部が、がくん、と前に垂れただけだった。

「……ンッンッンッンッンッンッンッンッンッンッンッ……ッ」

　ジャックは前まえ屈かがみになってひとしきりふくみ笑いをすると、こらえかねたようにそっくり返った。

「アーハッハッハッハッハッハッハッハッハッハッハァーッ！　勝った……ッ！　こいつは気持ちいいぜッ！　たまらねえッ！　虚神アダム同士のバトル！　悪くねえぞ、こいつは！　大昔のドアホゥどもが、なんでこんなクソ馬ば鹿かげたモノを造りやがったのか！　実感として、ようやくわかった！　おもしれえからだッ！　おもしろくてしょうがねえ……ッ！　アーハッハッハッハッハッハッハッハッハッハッハーッ……！」

「……ジャック・ラヴロー」

　カルアは右手で左手の籠こ手てを軽くつかんだ。エルチネがいる。できれば、この籠手の秘密は知られたくないが、そんなことは言っていられないかもしれない。見た目は子供みたいだし、どこか幼よう稚ちだが、あの男は危険だ。まともじゃない。

「カルアにいちゃん、ドロシーねえちゃん」

　声がして振り向いた。ロカだ。なんと、地面に半ばめりこんでいる巨大な盾の上を、ひょいひょい駆かけてくる。

「……ロカ。なんでみんなと一いつ緒しよに逃にげなかった」

「ごめん、気になって」

　ロカは盾から飛び降りて、気がふれたように高笑いしているジャックを見上げた。

「あの人が操あやつってるんだ。ドロシーねえちゃんみたいに、虚神アダムを。やっぱり、大昔の王様と、何か関係があるのかな」

「大昔の、王様……？」

　エルチネが帽ぼう子しを押さえて眉まゆをひそめた。

「アハハハハハハハハハハーッ……！」

　ジャックはまだ笑っている。笑いすぎて痛いのか、腹を抱えて、

「ヒヒヒヒヒヒヒヒ……ハァ……だって、なァ……？　考えてもみろよ、そのうちこのオレ様が虚神アダムの軍団を率いて、このクソッタレな国をッ！　メッタメタのグチャグチャのクソミソにするッ！　その光景ッ！　地じ獄ごく絵え図ずッ！　思い描えがくだけで笑いが止まらねえだろッ！　クハァーッ！　最高マツドだぜーッ……！　おまえらもそう思わねえか？　ンー……？」

「思わない」

　ドロシーは無表情で、顔色は蒼そう白はくに近い。怒おこっているのだ。それも、ものすごく。

「ニャック・ランボー。あなたがなぜ、そんなことをしたいのか、そんなことをして何がおもしろいのか、わたしはさっぱり、ちっとも、わからない」

「そうかァ？　おまえにはわかるんじゃねえかと思うんだが──その前に、オレの名はニャックでもランボーでもねえ。ジャック・ラヴローだッ」

「ジャッ……ジャック・ラヴロー。ちょっと間違えただけ」

「まァーいい。オレ様はな、これでもおまえを買ってるんだぜ？　何しろ、今となっちゃあ、虚神アダムを動かせるヤツなんざァ、そうそういねえからな。おまえは貴重だ」

　背筋がぞくっとして、まさか、とカルアは思った。

　おまえにはわかるんじゃねえかと思うんだが──と、ジャックは言った。いつかこの国を、つまり、帝てい国こくをめちゃめちゃにする。それが楽しみでしかたない。ドロシーなら、その気持ちがわかるんじゃないかと。なぜそう思うのか。

　虚神アダムを動かせる人間は貴重で、どうやらドロシーはその中の一人らしい。

　まさか。

「オレのモノになれよ、ドロシー。いや──」

　ジャックはダイアラン改の左肩の上にしゃがんで、ぺろりと唇くちびるを舐なめた。

「レベルデッド魔ま王おう国の王女……たしか、死んだ魔王には娘むすめが三人いて、次女と三女はおまえと年とし恰かつ好こうがあわねえ。てことは、おまえは長女だな。名前は……オレの記き憶おくが間違ってなけりゃあ、シャルトリーゼ・デス・エターナル──だったか」

「おっ……」

　エルチネがドロシーを見てぽかんと口を開け、まばたきをした。

「え……」

　ロカも、さすがに仰ぎよう天てんしているらしい。ドロシーに向けた眼まな差ざしは、どこかうつろだ。

　カルアは唇の端はしを少しだけ嚙かんだ。やっぱりか。虚神使いアダムヘツドは血に関係があるのだ。長らく古い血を伝えてきた古王国オルデインは、軒のき並なみ帝国に滅ほろぼされて、由ゆい緒しよある血筋といったらかぎられている。それにジャックは一度、ドロシーの魔王顕現アウトブレイクを目もく撃げきした。普通じゃないことは、とっくにばれている。

「あ……」

　ドロシーはカルアのほうに顔を向けた。それから、ジャックを振ふり仰あおぐ。すぐにまたカルアに視線を戻もどすと、ちょっぴり眉をひそめ、首をかしげた。

「ジャックはどうしてわたしのことを知っているの？」

「……ドロシー」

「はい？」

「いや……」

　カルアはうつむいて、両手で顔を覆おおった。言葉もないとはこのことだ。

「……なんて言えばいいのかな……まあ……なんていうかね……うん……」

「はっ」

　ドロシーもようやく気づいてくれたようだ。最近あまりそういう局面がなかったもので、うっかりしていたのだろうが、うっかりしてもらっては困る。たいへん困る。ドロシーは言ってはいけないことを言って、認めてはいけないことを認めてしまったのだ。

「う、うそ。今のはじょ、冗じよう談だん。か、軽い、冗談」

　今さら手を振って否定しても、遅おそい。遅すぎる。いや──

「で、でも、ですよ？」

　エルチネはまだ半信半疑といった様子なので、そうでもないのか。

「聞いたところによると、レベルデッド魔王国の王家の人たちは、魔王さんをふくめて全員、死──命を落としたって……」

「ぼ、僕もっ」

　ここは乗るしかない。この流れに。カルアは力強くうなずいてみせた。

「聞いたことあるな。そんな話。なんとなく、だけど。よくは知らないけど……」

「そっか。そうだったんだ」

　ロカもうなずいた。いやでも、方向がなんか違ちがう。

「だけどすごいね。ぼく、生きてるあいだにどこかの国の王女様に会えるなんて、思ってなかったよ」

「あぁ、だから帝国軍に？」

　エルチネがぱちんと手を打ちあわせた。今の今まで半信半疑だったのに。

「帝国の軍人に追われてるなんて、ただごとじゃないですものねぇ。ですけど、帝国に滅ぼされた国の、生きてるはずのない王女様ってことでしたら、追っ手くらいかかってても不思議じゃないです」

「き、気のせいじゃないかな……？　ぜんぶ勘かん違ちがいだと思うよ……？　みんな……あの、何？　軍人とかもさ、きっと、何か勘違いしてるんだと……僕はね、思うんだけど……」

「うう……」

　ドロシーは頭を抱えている。いや頭を抱えたいのはこっちだよ。

「──ククッ！　さッすが、オレッ！　ドンピシャだったみてえだな！」

　ジャックはドロシーに向かって手をさしのべた。

「国を滅ぼされて、親も妹も殺され、何もかも奪うばわれた。当然、帝国を恨うらんでんだろ？　こいよ、シャルトリーゼ。オレのとこにこい。たっぷり復ふく讐しゆうさせてやる。帝国をズタズタのボロボロにしてやるんだよ。こんなにおもしれえ娯ご楽らくが他ほかにあるかァ？　ねえなッ！　あるわけねえッ！　楽しいぞォーッ。クッハッハッハッハッ……！」

　カルアは顔をしかめた。ジャックの少し調子外れな声こわ音ねが癇かんに障さわるのか。憎ぞう悪おと愉ゆ悦えつが交こう互ごに現れて、ときに入り交じっているかのような、支し離り滅めつ裂れつな表情のせいだろうか。とにかく、ただ不愉ゆ快かいなだけじゃない。何だろう、このドロッとした感じは。

　ドロシーは目を伏ふせて、肩を尖とがらせ、両の拳こぶしを握にぎりかためている。

　カルアは、はっとした。

　考えてみればドロシーは、家族の仇かたきを討うちたいとか、帝国に復讐したいとか、ただの一度も口にしたことがない。絶対魔王になって、帝国を倒たおす。そんなことはたまに言っているが、恨みつらみからというより、帝国でまかり通っている圧あつ倒とう的な不平等や不公正に憤いきどおって、その結果──というふうに、カルアは受けとっていた。でも、妙みような話だ。

　カルアだって、帝国を憎にくんでいないわけじゃない。宮きゆう廷てい魔術師だった父は、敬愛する主君と運命をともにした。ようは帝国に殺されたのだ。帝国に親近感を抱いだくことは金輪際ないし、本音を言えば、早く帝国領内から出たい。出ることができたら、二度と帝国の土を踏ふまないだろう。そうはいっても実際、自分は今、帝国の中にいるのだし、一足飛びに国境を越こえられるわけじゃない。考えてもしょうがないことは、考えないようにしている。それだけのことだ。

　ドロシーはどうなのか。ことによると、カルア以上に激しい、根深い、消しがたい、薄うすらぐことすらないものを、胸の奥底に押しこめているんじゃないのか。かりにそうだとしても、おかしくはない。

　もし力があるのなら、それが可能なら、自分からすべてを奪った、回復不能な深ふか傷でを自分に負わせた帝国を、踏みにじって、引き裂さいて、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめしたい。そんな願望をドロシーが抱かかえていたとしても、いったい誰だれが責められるだろう。

　そして、ドロシーが本当に虚神使いアダムヘツドなのだとしたら、虚神アダムさえあれば、その願望を実現することだって、ぜったいにできないとは言いきれない。

「わたしは」

　ドロシーはジャックを見上げて、一つ息をついた。胸を押さえて、左右に首を振ってみせる。黒くろ髪かみをふるると揺ゆらして、きっぱりと。

「あなたのものにはならないし、あなたのところには行かない。あなたの仲間にもならない。わたしが奪われたものは、どんなに強く望んでも、何をしても、とりもどすことはできない。もしとりもどせるのなら、わたしは何だってやっているもの。誰でもいい、あなたでも、ほかの誰かでも、わたし自身でも、壊こわして、ばらばらにして、そうすることで戻ってくるのなら、わたしはもうやっている。でも、戻ってこないもの」

「……だから、復讐なんざァしても無む駄だだってか？」

　なぜだろう。ジャックはひどく打ちのめされている。声にも張りがないし、そんなふうに見える。

「過去は変わりゃしねえから、現在いまと未来を変えるために行動しろってか？　ハッ……ご立派だな、シャルトリーゼ。前向きで、正論すぎて、反吐へどが出るぜ。だがなァッ！　破は壊かいもまた、変化だッ！　今あるモノをぶっ壊しちまえば、そのあとに新しいモノができあがる！　オレはッ！　クソバカでけえ超ちよう弩ど級きゆうの台風と化して、手当たり次し第だいに何もかもぶち壊すッ！　まだ見ぬ新時代を呼びよせてやる……ッッッ！」

「ドロシー……！」

　カルアはドロシーの腕うでをつかんで下がらせた。ジャックが軽く跳とんでダイアラン改の頭部につかまり、何かしようとしている。

「いいことを教えてやる！　このダイアラン改は、指揮官専用機だッ！　虚神機アダムギアじゃねえから、直接操縦したりはできねえが──こいつには、人間を収容できる防ぼう御ぎよ槽そうが備わってやがるッ！　ここにな……ッ！」

　と、ジャックがダイアラン改の首筋の下、背中を蹴けると──ここからは見えないが、鉄の扉とびらが開くような音がした。ジャックはその扉の向こうにもぐりこんだのか。おそらく、ダイアラン改の中に。間を置かず、扉が閉まるような音がした。

『……ちょっと手て狭ぜまだけどな。まあ、パンツァーガイストよりはマシか……？』

　この、声。主に戦場で使われる拡声器メガホン越しの声に似ている。ちょっとこもっているが、音量はやけに大きい。でも、ジャック・ラヴローの声だ。

『シャルトリーゼ。それから──魔法使い、おまえもだ。オレのモノにならねえなら、おまえらは邪じや魔までしかねえ。障害物だ。しかも、放っといたら、あとあともっと厄やつ介かいな存在になりかねねえ。オレの勘がそう言ってる。今のうちに──消させてもらう……ッ！』

「ロカ、ドロシーと一いつ緒しよに逃にげて……！」

　カルアはドロシーをロカのほうに押しやった。ドロシーは「わたしも！」とかなんとか言っているが、冗談は本当にもういいかげんにしてほしい。ロカは悪あがきするドロシーをつかまえて、

「ドロシーねえちゃん、きて！　ぼくらは足手まといにしかならない……！」

「うう……！」

　それでも、どうにかこうにかロカがドロシーを連れていってくれそうなので、ちょっとだけ安心──していられるような状じよう況きようじゃないか。カルアは駆かけだした。くる。ダイアラン改が。どうする。魔法。選せん択たくの余地はさしてない。それはそれとして、なんでエルチネはカルアについてくるのか。

「逃げたほうがいいんじゃないの……！　きみには関係ないんだから……！」

「ですねぇ！　ほんとに！　エルチネさんも、そう思うのですけど……！」

　エルチネはそんな返事をしながら、くすくす笑う。何なんだ、この女は。危機以外の何物でもないのに。理解できていないのか。頭がおかしいんじゃないか。

「意味がわからないよ……！」

　トルマルクボーンは、一回分だけ残っている。次にいつ入手できるかわからない貴重な品だ。使いたくなかったが、エルチネがいる。しょうがない。駆けながら、とりだした触しよく媒ばいを右手に握りこみ、まばたきをする。開門アンロツク。

「こい、正しよう三さん位い地ち霊れい辨ベン顚テン……！」

　どうも安定しない魔ま法ほうだが、今度こそきっちり決める。決めてやる。できる。

『ウハハハッ！　ご自じ慢まんの魔法かよ、魔法使い……！　いいぜ、やってみろッ！　このダイアラン改に通用すると思うならなァッ……！』

「鞏キヨウ固コ磐バン石ジヤクナル岩イワ土ツチ抱イダキ支ササエシ万バン有ユウノ父母フボナル大オオ地ツチ──」

　呪じゆ文もんを詠えい唱しようしつつ、速度もゆるめない。走れ。全力で走れ。ダイアラン改はもうすぐそこに迫せまっている。一いつ瞬しゆんでも力を抜ぬいたら、次の瞬間には追いつかれる。力を抜かなくたって、遠からず踏み潰つぶされるだろう。そうなる前に──カルアは顔だけ振り向かせて、滑すべりこむような体勢で地べたに手を叩きつけた。

「穿ウガテ虚キヨ無ムナル慟ドウ哭コクノ──大ダイ絶ゼツ窖コウ……！」

『ウオッ……!?』

　地面がゆるくなって、崩くずれ、陥かん没ぼつしてゆく。ダイアラン改の頭の高さが、ぐんっ──と低くなった。

『跳べ、ダイアラン改……ッ！』

「なっ……」

　早い。反応が。魔神だったころのマジーとは段違いだ。あのときのマジーは、たぶん機能に変調をきたすか何かしていて、ひとりでに、勝手に動いていた。人に操あやつられると、こんなに違うのか。さっき、虚神アダム同士の戦せん闘とうを、カルアも自分の目で見ていた。でも、体感したわけじゃないから、わかっていなかったのだ。

　ダイアラン改は、地面が崩ほう壊かいしきって大穴が開く前に──けっこうぎりぎりではあったが、土ど砂しやを撥はねあげて跳びあがり、安全圏けんへと逃のがれた。

　魔法自体はちゃんとコントロールできた。三度目の正直どころか、四度目の正直でうまくいったのに、外れた。回かい避ひされてしまった。

「おいでなさいな、従じゆ二に位い炎えん霊れい火ホ足タルさん……！」

　エルチネが魔法を使おうとしている。効くのか。あのサイズの虚神アダムに、炎霊魔法が。ダイアラン改は、地面にあいた大穴を迂う回かいして、こっちめがけて駆けてくる。緑色の一つ目が、胸の刻印《震大破》が、まがまがしく輝かがやきを増した。

『時代錯さく誤ごの魔法使いごときがッ！　このオレ様をッ！　ダイアラン改を止められると思うな……ッ！』

「揺ユル揺ユレ震フルエ弔トムライニ燃モエ烈レツ火カニ踊オドリ舞マイ散チル徒アダ花バナ──今コン生ジヨウ一イツ切サイ猛モウ火カ炎エン葬ソウ……！」

　魔法が発動した。カルアはすぐさまエルチネのやわらかな腹に腕を回し、引ったくるようにして走りだす。ダイアラン改は炎上した。たしかに、その上半身が荒あら々あらしい炎ほのおに包まれはしたが、虚神アダムは足をゆるめない。これっぽっちもだ。やっぱりだめか。

「エルチネ、ほかに魔法は……!?」

「火足さんは従二位ですよ!?　あれ以上の魔法なんて──」

「結局、炎霊魔法だけか！」

「あなたは何でも使えるっていうのです!?　風霊なら、少しは使えますけど……！」

「試ためすだけ試してみる！　僕から離はなれろ、できるだけ！　行けっ！」

　カルアはエルチネを突つき放した。ダイアラン改はどれだけ接近しているのか。考えない。振ふり向かない。まばたきをする。開門アンロツク。

「従二位氷霊彪ヒユウ凜リン！」

　彪凜は、紫むらさき色いろの光をまとい、背に六枚の翼つばさを生やした、尻尾しつぽのある小さな少女というような姿をしている。氷霊魔法。得意ではないが、同じ星熱フイグマを扱あつかう炎霊魔法ほど苦手じゃない。彪凜とは、それほど相あい性しようが悪くないような気もする。

「酷コツ寒カンノ石イシ室ムロニ在マス罪ツミ深ブカキ慈ジ母ボ抱イダキシ愛マナ子ゴニ囁ササヤク歌ウタノ──」

　頼たのむ、彪凜。カルアはダイアラン改の気配を背中にひしひしと、むしろビシビシと感じつつ、呪文を詠唱する。走りながらでも、一音に二音をかぶせ、喉のどの中心に響ひびかせるようにして声を出す。ただ呪文を読みあげるだけでは精霊は耳を傾かたむけない。歌うのだ。

「悲カナシキ旋セン律リツニ睡ネムレ縛バク氷ヒヨウ獄ゴク……！」

　振り返って魔法を発動させる。正直、近すぎて、頭の半分はぶったまげた。それでも、もう半分はちゃんと魔法に集中している。数メテルだ。たぶん、二メテルくらい。カルアの目の前に、ダイアラン改の左ひだり脚あしがそそり立っていた。急激に、それどころか一瞬のうちに冷れい却きやくされて、持ちあげられようとしていたその左脚が、霜しもに覆おおわれる。動きが鈍にぶった。左脚が、上がりそうで上がらない。重りのついた足あし枷かせでも嵌はめられたように。それはいいのだが、あまりにも近すぎた。

「さぶっ……!?」

　カルアも凍こおった。と言ったらちょっと大おお袈げ裟さか。でも、痛いほど冷たかった。とくに顔が。思わず目をつぶってしまって、開かない。やっぱり凍りついている。睫毛まつげが。皮膚もパリッパリになっている。カルアはあとずさりながら両手で顔をこすった。開け、目。よし。開いた。

『クソッ！　まァたその手かよ……ッ！』

「そのとおりだ……！」

　まばたきをして、開門アンロツク。

「こい、正一位雷らい霊れい景カゲ貫ツラ、従一位雷霊天テン華カ……！」

　開門アンロツクして、星気面Ａプレーンに接せつ触しよくしている魔法使いの目にしか見えないが──景貫も、天華も、すべての精霊がそうであるように、紫色の光をまとっている。景貫のほうは、頭も腕も脚も尖とがっていて、まるで星みたいだ。天華は、小さいけれどもすらりとした女が、花びらのような羽に覆われている。そんな姿をしている。景貫は不滅の右手エヴアラステインＲに、天華は無限の左手Ｌアンリミテツドに、それぞれまとわりついた。

『やってみろッ！』

　凍いてついた左脚を持ちあげて、カルアを踏ふむなり蹴飛ばすなりするのは、どうやらあきらめたようだ。ダイアラン改は槍やりを短く持ちなおした。

『──やれるモンならなァァ……ッッ！』

　槍だ。突いてくる。ダイアラン改の背せ丈たけがたぶん、十五メテルくらい。槍はそれより長い。とんでもない大きさだ。突き刺ささるどころの騒さわぎじゃない。かすめただけで、木こっ端ぱ微み塵じんにされる。当たれば、の話だ。

「全ゼン天テンノ覆オオウ叢ムラ雲クモ引ヒキ裂サクル光ヒカリ──」

　呪文を詠唱しながら、槍の穂ほ先さきをじっと見つめる。魔法に集中しつつ、恐おそれるな、恐れるな、けっして恐れるな。こわくない、こわくない、微塵もこわくない。後ろじゃない。右でも、左でもない。

「我ワレハ暴ボウ君クン轟トドロケル暴ボウ威イ荒アラブレバ神カミ鳴ナレ──」

　前へ。

　さながら巨きよ大だいな岩がん塊かいのようなダイアラン改の槍が降ってきて、前方へと疾しつ走そうするカルアの頭上を行きすぎた。すぐ背後で地面が盛せい大だいに掘くつ削さくされ、轟とどろいて、衝しよう撃げき、カルアは煽あおられ、前に転がった。ぶつかる。ダイアラン改の左足に。かまうものか。激げき突とつ。撥ね返されて、ひっくり返った。

「吼ホエヨ雷ライ獅ジ子シ……！」

　景貫と天華が舞まいあがって、星電気エレクトラを発生させる。その量は、膨ぼう大だい。あっという間に星電位差が物質面Ｍプレーンの絶ぜつ縁えん限界値を超こえ、星電子エレクトランが放出される。星電子エレクトランは気体原子と衝突し、霊れい離りさせ、荷星電した原子団が、さらに新たな星電子エレクトランを叩たたきだす。星電子雪崩アバランチ。カルアは目を閉じる。それでも瞳ひとみを焼きかねない、光。閃せん光こう。百の獣けものならぬ百万の獣が咆ほう吼こうして、巨雷が今、襲おそいかかる。真っ白い闇やみの中で、ダイアラン改の左脚に。

　がんがんする。頭の中で鐘かねが鳴っているみたいだ。というか、やたらめったら打ち鳴らされている鐘の中にいるみたいだ。

　カルアは無理やり起きあがる。目を開ける。何も見えない。まだ。何も聞こえない。何がどうなっているのか。うまくいったのか。失敗か。さっぱりわからないが、よろめきながら後退する。

『……ッソタレ！』

　ジャックの罵ば声せいが聞こえた。

「カルアくん……！」

　後ろから、包まれる。とろけそうに、やわらかい。エルチネか。

「すごい！　雷獅子なんて！　うそみたい！　こんな魔法を使える魔法使いが、現代に、今、ここにいるなんて……！」

「うっ……」

　なんだかよくわからないが、エルチネはえらく感激しているらしい。それはいいのだが、思いっきり抱だきしめるのはどうかやめてくれないだろうか。あれやこれがとんでもないことになってしまいそうなので、即そつ刻こくやめてくれないと本気でやばい。声も出せないくらい、やめてほしいと思えなくなってしまいそうなほど、もはや危険水域に達している。

「でも──触媒は……？」

　幸か不幸か、その一言で正気に返ることができたので、助かった──のか。

　雷獅子の触媒は、東の月ゲツ公コウという国でしか採れない赤尖晶石レツドスピネルだ。しかも、最上級で、けっこう大きい物じゃないといけない。雷獅子自体、古代魔法に数えられることもある半ば伝説的な高位の魔法なのだが、触媒が手に入らないので、挑いどむことすら、練習することさえ難しいのだ。

「え……まあ、それは……」

「というか、触しよく媒ばいちゃんと使ってました？　もしかして、その籠こ手て──」

『魔法使い……ッ！』

　ジャックが叫さけんだ。ダイアラン改の左脚は煙けむりをあげていて、膝ひざの関節が馬鹿になっているみたいだ。右脚と、それから槍で、体重を支えている。ダイアラン改の身体からだ全体が、やや右に傾いている。

『褒ほめてやる。たいしたヤツだよ、おまえは。おまえの魔法が手に入るなら、おまえの前に一億ダラン積んでやったっていいが──それでも、魔法使い、おまえはオレになびかねえ。そうだろ……？』

「……買いかぶりだよ」

　カルアは右手で無限の左手Ｌアンリミテツドをつかんだ。

　だめか。

　もう無理だ。これ以上はごまかせない。

　前に虚神機アダムギアを機能停止させた縛氷獄と雷獅子の合わせ技コンボでも、ダイアラン改の左脚一本を動かなくするのがやっとだった。雷獅子の威い力りよくを上回る魔ま法ほうなんて、カルアは持っていない。それに、かなり強力な魔法を立てつづけに使ったから、大きな魔法だと、おそらくあと一回が限度だろう。

　ようするに、打つ手がないということだ。カルア一人では。

　一つだけ、秘策めいたものがないわけじゃない。

「ほんとに一億ダランくれるなら、考えてやってもいい」

『シャルトリーゼも説得しろ』

「どうかな、それは。ドロシーが金で動くとは思えない。ぼくと違ちがってね」

『一億だぜ？』

「一億でも、さ」

『惚ほれた女を捨てて、おまえはオレのモノになれるのかよ』

「何か勘かん違ちがいしてるみたいだけど、べつに惚れてなんかない」

『じゃあ、おまえは王女を守る騎士ナイトってわけか』

「僕は魔法使いだ。ただの、ね」

　カルアはダイアラン改の一つ目をにらみつけたまま、エルチネの手を握にぎった。エルチネはびくっとしたが、身を寄せてきた。というか、もともとエルチネは後ろからカルアを抱きしめていたので、肩かたの上に顎あごをのせるようにして──今、カルアが横を向いたりしたら、唇くちびると唇がふれあってしまいかねない。なんだかわからないが、やけに胸が締しめつけられる。ドロシーが引き返してきたりしていないだろうか。見られたら──まずい？　のか？　なんとなく、そんな気がする。いや、それどころじゃないんだ。カルアはすばやく口を動かした。声を出さずに、ある魔法の名を伝えたつもりだ。

「それは……」

　エルチネは小さな声で、知ってます、けど……と答えた。魔法使いが、知っている、と言ったら、ただ名前を知っているだけじゃない。カルアがやろうとしていることも、たぶんエルチネには察しがついているはずだ。簡単じゃない、リスキーな策だということも。

　打ちあわせは手短にすませた。いや、打ちあわせなんかじゃない。カルアが必要なことを、一方的に、しかも、最低限の単語で言い渡わたしただけだ。

「触媒は」

　と、エルチネは、それだけカルアに尋たずねた。

　カルアがうなずいてみせると、どうやらエルチネは理解して、了りよう解かいしたようだ。彼女がすぐれた炎えん霊れい使いだと認にん識しきしたときに思いついて以来、ずっと頭の隅すみにあったアイディアだが、まさか実際に試す羽目になるなんて。でも、やむをえない。ほかに手段がないのだ。カルアには思いつかない。今はこれに賭かけるしかないのだ。

『──魔法使い』

　ダイアラン改が槍を杖つえにして、右足を一歩、踏みだした。エルチネがカルアから離はなれて、初めてです、とかすかに笑いながらつぶやく。

「エルチネさんの初めてを奪うばっちゃうのですから、責任とってくださいね、カルアくん」

『オレの目は節穴じゃねえぞ。どうせおまえは、シャルトリーゼを捨てたりしねえ。もったいねえけどな。始末する。まずはおまえ！　それからシャルトリーゼだッ！　虚神使いアダムヘツドはこのオレ様だけでいい……ッ！』

　エルチネが、ぱん、と両手を打ちあわせた。そして、目を伏ふせ、深呼吸。カルアはまばたきをする。開門アンロツク。

　カルアが左手を差しだす。エルチネは無言で手を握った。手をつなぐ。指と指を絡からめ、掌てのひらをあわせて、離れないように、しっかりと。

　エルチネを感じる。エルチネという魔法使いを。その体内を駆かけめぐっている精気プラナと、臍せい下かにとどめられて練気された霊力マナを。外からは見えない、それは魔法使いのかたちだ。何も覆い隠かくされていない、ありのままの姿だ。

　精気プラナの流れがものすごく速い。霊力マナの通り道がくっきりと見える。激しくて、あふれそうで、出口を求めていて、ほとばしろうとしている。エルチネは、火。まさしく、炎ほのおだ。

　エルチネも今、同じようにカルアを、カルアのかたちを感じているのか。

　目の前で素す裸はだかになるよりも恥はずかしい。恐ろしくもある。隠したい。見るな。見ないでくれ。ばれてしまう。自分がどういう魔法使いか。何ができて、何ができないのか。傾けい向こう、性質、限界。見られてしまう。だめだ。やめろ。

　でも、こらえる。これは必要なことだ。そう言い聞かせる。やらなきゃいけない。エルチネと、裸と裸で向かいあう。それどころか、繫つながらないといけない。

　時間なんていらない。一いつ瞬しゆんですむ。拒こばまない。受け容いれる。さらせばいい。エルチネはそうしている。カルアに何もかもを見せている。カルアも同じようにするだけでいい。

　さらけだしあう。

　とけあって、繫がる。

　ああ──

　ひとりじゃない。

　八歳で魔法使いとしての真ま名なを授さずけられ、本来は十歳にならないと入学できない王立魔術学院の生徒となった。九歳で従一位の精霊を使し役えきして、神童と呼ばれた。さすがはあの宮きゆう廷てい魔術師殿どのの息子むすこだと。父親譲ゆずりの天才だと。賞賛の裏には、だが、媚こびと嫉しつ妬とと不合理な憎ぞう悪おが渦うず巻まいていた。

　特別な待たい遇ぐうを受けていたカルアには、学友なんてものは一人もいなかった。誰だれにも心を許せない。カルアに比ひ肩けんする魔法使いもいない。誰もカルアの考えを理解できない。しようともしない。カルアは最初から孤こ立りつしていた。教師たちは必要以上に気を遣つかい、それが余計にカルアの周りから人を遠ざけた。

　せめて父と魔法を語らいたかった。でも、父は公務で多た忙ぼうを極きわめていた。宮廷魔術師として、軍の魔術師部隊を統とう括かつするだけじゃない、父は魔王の相談役として、内政や外交にも関かかわっていた。戦時下だった。魔王国は存亡の危機に直面していた。わがままは言えなかった。

　黙だまって父の期待に応こたえることだ。魔王国を背負う魔法使い、偉い大だいな魔術師になる。

　国がなくなって、その夢は呆あつ気けなく失われた。それでも進むしかない。国から逃のがれたあと、しばらくかくまってくれた叔父おじも言っていた。魔法使いは孤こ独どくだ。孤独でいい。自分の歩む道は、この魔道は、自分だけのものだ。叔父もまた、ひとりで道を歩んできた魔法使いだった。ひとりでいいんだ。自分のことをわかってもらいたい。そんなことを思うのが間違っている。

　ああ、でも、カルアは今、ひとりじゃない。

　たぶん、同じようにひとりで歩いてきた魔法使いがすぐそばにいて、自分のかたちをさらけだして、カルアも秘密にしてきたかたちをあらわにして、ぜんぜん違うかたちとかたちが、なぜかぴったりとあわさって、繫がっている。

　ずっと、このままでいたいよ。

　いつまでもこのままでいることができたら、もう寂さびしくない。どこにだって行ける。遥はるか遠くまで、竜りゆうと不死の魔法使いたちが住んでいるという、東の果ての島までだって、きっと飛んでゆける。

『跡あと形かたも残してやらねえぞ、魔法使い……ッッ！』

　ダイアラン改が右足の次に左足を踏ふみだした。踏んばることはできない、膝はカクッと曲がったが、どうにか左ひだり脚あしで体重を支えている。完全に故障したわけじゃないのか。ダイアラン改は、杖がわりにしていた槍やりを持ちあげ、振ふりかぶった。

「こい、正二位地霊臺ダイ錫シヤク！」

「おいでなさいな、正二位炎霊駆カル羅ラさん！」

　カルアとエルチネは精霊を呼びながら下がる。ともに紫むらさき色いろの光をまとう、臺錫は直立二足歩行する手足の長い亀かめ、駆羅はやたらと耳の大きな三つ目の小さな猫ねこといった姿をしている。現れるなり、臺錫は不滅の右手エヴアラステインＲに、駆羅は無限の左手Ｌアンリミテツドに宿った。この籠手に埋うめこまれている第五要素石クイントウラは、いかなる仕組みによってか、半永久的に新鮮な星気アストラルを生成できる。精霊たちもその存在を感じているのだ。

『まァーた魔法かッ！　無む駄だだっつーのが……ッッ！』

「噫アア鳴ナリ震フルウ沃ヨク土ドニ平伏ヒレフス者モノヨ」「噫アア鳴ナリ震フルウ沃ヨク土ドニ平伏ヒレフス者モノヨ──」

　声をそろえて、呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。いや、カルアとエルチネには、その意識すらない。考えなくても、自然とそうなっている。二人は一体だ。乱れない、かすかにもずれることのない声と声を引き裂さこうとするかのように、ダイアラン改の槍が落ちてくる。大だい瀑ばく布ふのごとく。数サンチの差だった。飛びのくカルアの鼻先を槍がかすめて、エルチネの帽ぼう子しが吹ふっ飛とばされる。槍が地面に大穴をうがつ。衝しよう撃げきと震しん動どう。着地できない。二人は転ぶ。即そく座ざに起きあがって、呪文を唱えつづける。

「──底ソコ火ビ燃モエ上アガリテ焦シヨウ土ドト化カス迄マデ」「底ソコ火ビ燃モエ上アガリテ焦シヨウ土ドト化カス迄マデ」
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『オラァァ！　ウラァッ！　ウラウラウラァッ！　オラアアァァァァァァァ……ッッ！』

　ダイアラン改は次から次へと槍を繰くりだす。蟻ありを突つき殺そうとするみたいに。二人は、でも、蟻よりすばしっこい。手をつないだまま、跳とんで、走って、転げまわって、槍から逃れる。向かう先は、ダイアラン改の足あし許もとだ。壊こわれきってはいないらしいが、本調子ではないはずの、左足。

『クッ……！』

　ダイアラン改は左足を上げようとする。二人を踏み潰つぶすつもりか。しかし、すぐには持ちあがらない、ダイアラン改の巨きよ大だいな、人間の十倍はある左足に──二人は飛びつく。しがみついた。

「潰ツイエ沸ワキ立タチ其ソハ還カエラザル」「潰ツイエ沸ワキ立タチ其ソハ還カエラザル──」

『なッ……何のつもりだ、おまえらッ、この……ッッ！』

　ダイアラン改がふたたび槍を杖にして、右足を踏んばり、左脚を前後に揺ゆり動かす。二人を振り落とすつもりだ。

「──破ハ砕サイ掃ソウ滅メツ」「破ハ砕サイ掃ソウ滅メツ」

　激しく、大きく揺さぶられながら、二人は見つめあった。

　ダイアラン改の左脚が、前方に振りあげられて、もうすぐ振りきられる。

　ここだ。

　手を放す。

　つないでいる手じゃない、ダイアラン改の左足にすがりついていた腕うでから、二人同時に力を抜ぬいた。

　二人は、飛んだ。

　本当にこのまま飛んでゆけそうだった。

　どこまでも、どこまでも。

　空中で、二人は見つめあっている。

　エルチネの鮮あざやかな緑色をした瞳ひとみの中に、カルアの瞳がある。

　木だ。

　迫せまってくる。いっぱいに、複雑に枝を広げた、密林の樹木が。

　二人が握にぎりあう手と手は、少しも離れない。カルアは右手を、エルチネは左手をのばして、枝をつかむ。手の皮ひ膚ふが破れても、かまわない。手からこぼれたら、また別の枝をつかむ。つかみそこねても、つかむ。勢いが弱まる。次し第だいに、だんだんと。そして、地面。背中から落ちて、しっかりと抱だきあって、転がる。

『まだ生きてっかよ、魔ま法ほう使つかい……ッ！』

　ダイアラン改が駆けよってくる。

　二人は顔を上げて、右手と左手で大地を叩たたく。

「為ナセ──大ダイ地チ爆バク裂レツ無ム情ジヨウ！」「為ナセ──大ダイ地チ爆バク裂レツ無ム情ジヨウ……！」

　臺錫と駆羅が勇んで地中めがけて突き進み、それは引き起こされる。星熱フイグマの移動によって熱量が爆ばく発はつ的に増加し、発生した火炎が超ちよう速度で伝でん播ぱして、とてつもない破は壊かいをもたらす。爆ばく轟ごう。それとともに、星磁力レトロマグナによって無機固体の結合がゆるめられる。ただ土が、岩が、崩ほう壊かいするのではない。爆発して、炎を噴ふきあげながら、崩くずれる。

『──なッ……ッッッ!?　こいつは……ッッッ!?』

　まるで、ダイアラン改の真下で、炎の竜が暴れだしたかのようだ。炎竜は地面を砕くだき割り、かき混ぜながら、火の息を撒まき散らす。ジャックがわめき、ダイアラン改はあがく。崩れゆく足場から逃れようとする。でも、だめだ。逃にげられない。逃がさない。炎と一いつ緒しよに、大量の土が、石が、ダイアラン改に襲おそいかかる。しかも、炎竜の猛もう威いはとどまるところを知らない。爆発は連れん鎖さし、崩壊は止まらず、火は木々に燃え移る。被ひ害がいは拡大の一いつ途とをたどっている。

「……やりすぎたか！」

　カルアは起きあがろうとして、呻うめいた。全身がだるい。吐はき気けがする。背中、腰こし、肩かた、それに腕、手も、ありとあらゆるところが痛い。あたりまえか。ダイアラン改に吹っ飛ばされて、地面に叩きつけられたのだ。

　でも、至近距きよ離りからこの魔法を放つのは、あまりにも危険すぎる。一気に距離をとるには、ああするしかなかった。そして、この大地爆裂無情は、正二位の地霊と炎霊を使役しないといけない。

　正二位の地ち霊れいなら、かなり困難ではあるものの、なんとかなる。だけれど正二位の炎霊は、カルアには無理だ。正直、炎霊は正四位がやっとで、それさえコントロールしきれる自信がない。地霊以上というか以下というか、すべての精霊の中でもっとも苦手なのが、じつは炎霊なのだ。

　だから、しょうがなかった。

「合体、しちゃいましたねぇ」

　エルチネはまだカルアの左手を握りしめている。ただ握っているだけじゃなくて、指に力を入れたり、ちょっとゆるめたり、動かしたり──いったい何のつもりなのか。こそばゆいというか、微び妙みような気持ちになるので、やめてくれないだろうか。そのわりにはなんで、カルアはエルチネの手を振りほどくことができないでいるのか。エルチネはうっとりと目を細めて、熱い息をついた。

「合体魔法アマルガム。こんなにうまくいっちゃうなんて、ちょっとびっくり……でもないですけど。すぐ、いけるって思いました。これなら、何回でもいけちゃいそうだって。すっごく気持ちよくって、とってもすてきでしたよ？　カルアくん」

「……誤解をまねくような言い方しないでほしいんだけど」

「あっ。下がらないとまずそうですね。立てます？」

「え、ああ……」

　エルチネに抱き起こされて、カルアはふらふらと後退した。自分の足許がおぼつかなくなっているのか。それとも、エルチネにぴったりくっつかれているせいで、力が入らないのか。どっちにしても、情けない。手を──手を、放したいのに、放せないんだ。放したら、二度ととりもどせないような気がして。やわらかくて、あたたかくて、包まれていて、恥はずかしいけれど、涙なみだが出そうだ。

　思いだしてしまう。

　イプシローラ様。

　魔王の后きさき。ドロシーの母。畏おそれ多くも、彼女は何度もカルアを抱きしめてくれた。

　身分の高貴さを度外視すれば、それはもしかしたら、子を持つ母親として、あたりまえのことをしただけなのかもしれない。母のいない、多忙な父もろくにかまってくれない、乳母うばに心を開くこともできない、哀あわれな子供にぬくもりを。

　甘えてくださってよいのですよ、とイプシローラ様は言ってくれた。わたくしを、あなたの母と思ってくださってもよいのです。もったいないことです、とカルアが固辞しようとしたら、強ごう引いんに抱きよせられた。イプシローラ様。あなたはもう、どこにもいないんだ。

　こんなにやわらかなあたたかさに包まれることは、二度とないと思っていた。なくていいと思っていた。

　ないほうがいい。

　あるかもしれない、手に入れられるかもしれないと思うと、求めてしまう。

「……カルアくん？　だいじょぶです？」

「ああ」

「ほんとに？　なんだか、身体からだに力が入ってないっぽいですけど……」

「うん」

「カルアくん？」

「だいじょうぶだよ」

　カルアは目をつぶった。断たち切ろう。感覚を、切ってしまおう。何も感じない。やわらかさも、ぬくもりも、包まれている安心感も、ぜんぶ幻まぼろしだ。ないと思えば、ない。

　切断。

　目を開けて、息をする。

「……だいじょうぶ」

　ほら、何も感じない。

　カルアはエルチネを押しのけた。エルチネはそれでも、カルアの手を握って放そうとしない。カルアはエルチネの目をまっすぐ見つめる。

「ぶっつけ本番にしては、合体魔法アマルガムがうまくいって、よかった。きみはいい魔法使いだよ、エルチネ」

「……ありがとうございます。カルアくんも、そうとうなものだと思いますけど」

「うん。魔法使いとしては、僕のほうが上だ。わかるだろ」

「っ……」

　ようやくエルチネのほうから手を放してくれた。

　カルアとのあいだに横たわる差は、エルチネも認めざるをえないはずだ。でも、彼女の性質は、火。だから、認めたくない、認めてたまるかという感情がまさる。それがたぶん、彼女の原動力で、弱さでもある。

　魔法使いとしては、一流にはなりきれない、二流。

　悲しいかな、それが現実だ。

　一流の魔法使いならともかく、二流の魔法使いに用はない。

「……そういうことだ」

　低くつぶやいて、炎ほのおと土ど砂しやにのみこまれようとしているダイアラン改に目を移した。もう頭くらいしか見えないので、あそこから這はいあがってくることはできないだろう。もがいている様子もないし、ジャック・ラヴローの声も聞こえない。ダイアラン改の中にいるはずのジャックは、生きているのか。

　もしかすると、カルアは魔法でジャックを殺したのかもしれない。合体魔法とはいえ、自分の魔法で。それだけはさけてきたつもりだが、何の感かん慨がいもない。さっき切断したせいか。何も感じない。

「カルアにいちゃん……！」

　ロカがドロシーを連れて駆かけてくる。

「わあ！　すごいや！　てっきりだめだって思ってたけど、魔法ってすごいんだね！」

「……だめだと思ってたのです？」

　エルチネに白い目で見られても、ロカは一向に頓とん着ちやくしない。

「うん。カルアにいちゃんもエルチネさんも、悪くしたら死んじゃうだろうなって。そうなったら、ドロシーねえちゃんを逃がしてあげないといけないだろうから、そればっかり考えてたよ。そうならなくて、よかった」

「え？　逃がして……？」

　エルチネは目をしばたたいた。

「カルア……！」

　飛びついてきたドロシーに、腕うでやら胸やら首やら頰ほおやらをぺたぺたさわられても、カルアは何も感じなかった。

「へいき？　どこも痛くしなかった？　ここは？　ここは痛くない？　どう？」

「痛くないよ」

　カルアはドロシーの手首をつかんだ。ドロシーの青い目が、わずかにうるんでいる。顔色はよくない。汗あせで額に黒くろ髪かみが貼はりついているし、頰やら顎あごやらに黒い土がついて、汚よごれている。

「痛くない」

　カルアはそう繰くりかえして、ドロシーの唇くちびるの下にこびりついている土を親指でぬぐった。ちょっとだけ、胸がうずいた。

　自分は相変わらず孤こ独どくな魔法使いだ、と思った。ひとりで己おのれの魔道を歩んでゆく。孤独でいい。ひどい運命を背負わされた王女に仕える、孤独な魔法使いのままで。

「それならいいけど……」

　ドロシーはちらちらっと横目でエルチネを見た。その視線に気づくと、エルチネはなぜか勝ち誇ほこったような顔をして、

「どうかしましたぁ？」

「べつに、どうもしない」

「そうなのです？　何か気になることでもあるのでしたら、訊きいてくれれば何なりとお答えしますよ？」

「じゃ、いったいどうすれば、そんなふうにだらしなくたゆたゆした身体になるのか、簡潔に教えて。お願いします、エロチネ先生」

「まずエロチネじゃねーし、エルチネさんだし、どぉーこがだらしないのですかねぇ？　出るところはばっちり出て、引っこむところはきゅっと引っこんでますけど？」

「そうは見えない。たとえばここ」

「ひゃっ！　い、いきなりおなかをつままないでくれますかぁっ!?」

「いい腹肉ですね」

「腹肉いうなっ！」

「ごめんなさい。曖あい昧まいな言い方をしないで、ちゃんと贅ぜい肉にくと言うべきだった」

「そんなに燃やされたい!?」

「いやです。丁てい重ちようにお断りします。どうぞ、あちらからお帰りください」

「帰らないし、ていうか、燃やすっ！」

「ところで、カルアにいちゃん」

　ロカが東のほうを指さした。

「逃にげなくていいの？」

「え……」

　荒あらされまくって、ぐちゃぐちゃになっているキャンプのほうだ。木々が燃えていて、煙けむりがすごいので、霞かすんでいるが──騎き影えい。騎馬だ。二騎いる。

「ドロシー！」

「はい？」

「逃げないと！　アンナマリーとシズだ！」

「はっ」

　ドロシーはキャンプに一いち瞥べつをくれると、すぐに駆けだした。カルアも走る。どうしてか、ロカと、それからエルチネも。

「──いや、きみらはこなくていいだろ!?　逃げる理由がないじゃないか！」

「エルチネさん、あのちっちゃな軍人さんに、魔ま法ほう撃うっちゃいましたし！」

「あっ……そういえば……」

「いいのですけど！　帝てい国こくの軍人は、もともと大だいっ嫌きらいなので！　あいつらってば、戦争のことしか頭にない、正しよう真しん正しよう銘めいのクズどもですから！」

「ロカくんは！」

　ドロシーに尋たずねられると、ロカは、あははは、と笑った。

「だって、ドロシーねえちゃんたちといると、なんだかおもしろそうだから！」

「それは……わたしたちと一いつ緒しよにくるということ？」

「だめかな！　いいよね？　ずっとっていうわけじゃなくて、とりあえずだから！」

「お母さんはどうする!?」

　カルアは思わず怒ど鳴なってしまった。ロカには母親がいる。きっと、村人たちとともに避ひ難なんしたはずだ。生きていて、そばにいられるのなら、そうしたほうがいい。しかも、ロカはまだ十歳なのだ。

「お母はぜったい、わかってくれる！」

　ロカは、でも、笑え顔がおで断言した。

「ぼくがこうすることも、お母はたぶん、半分くらい覚かく悟ごしてると思う！　しばらくは寂さびしいだろうけど、こんなチャンス、二度とないかもしれないから！」

「──待て！　逃がさんぞ、ドロシー！　魔法使い……！」

　アンナマリーの声に、銃じゆう声せいがつづいた。撃ったのか。近くに着ちやく弾だんした様子はない。威い嚇かく射しや撃げきだ。

「こっち！　沢さわがある！」

　ロカが右のほうに方向転てん換かんした。沢なら馬の足が鈍にぶる。土と地ち鑑かんのあるロカが先導してくれれば、逃げきれるかもしれない。

「──ていうか……！」

　冷静に考えろ。いや、さして冷静にならなくたって、わかる。アンナマリーとシズは騎馬。こっちは徒歩。道も不案内だ。いいから母親のところへ戻もどれなんて、言えない。ロカは必要だ。いてくれないと困る。でもそれは、カルアたちの都合だ。十歳の子供を巻きこんでしまっていいのか。たとえ、本人の意思だとしても。

「くそ！　僕らは追われてるんだぞ！　わかってるのか！」

「わかってるよ、カルアにいちゃん！　だって、ぼくたち今、逃げてるもの！」

「そうだけどさ……！」

　魔法はもう使えない。使ったら、おそらく昏こん倒とうする。エルチネもきっと、霊力マナが尽つきているだろう。

　走っているうちに、吐はき気けが強くなってきた。頭痛もする。身体の痛みは、よくわからない。ただ、あちこち痛むということしか。

「カルア、顔が！」

　駆けながら、ドロシーがこっちを見た。えらくこわばった表情をしている。顔が、何だろう。カルアの、顔が。そんなにひどい顔をしているのか。

「僕のことはいいから！」

　それだけ言うのがやっとだった。でも、本当のことだ。ドロシーがちゃんと逃げてくれれば、自分のことは自分でなんとかする。そう思って、愕がく然ぜんとした。今のカルアには、ドロシーの面めん倒どうを見ることができないのだ。

「肩かた、貸しましょうか!?」

　エルチネに言われて、首を横に振ふるのも億おつ劫くうだった。自分がどこをどう走っているのかも、よくわからない。

「逃げたって無む駄だだ……！」

　ときおり、アンナマリーの声が聞こえる。近いのか、遠いのか。

　足場が悪い。下草に隠かくれている地上根が、とくに厄やつ介かいだ。つまずいて、転びそうになる。誰だれかに支えられそうになって、その手から逃のがれ、足を前に出す。

　進むことしか頭にない。進むだけで、身体からだも精せい一いつ杯ぱいだ。

「ここに……！」

　だしぬけにロカの姿が見えなくなって、その直後だった。落ちた。地面に窪くぼみがあって、そこに滑すべり落ちたらしい。腰こしを打ちつけて、呻うめいてしまった。

「静かに」

　ロカに口をふさがれた。

　カルアはうなずいて、なんとか呼吸を整えようとする。ドロシーは？　エルチネはいるのか。いる。すぐそばに。皆みな、息を殺している。

　窪みというか、ちょっとした地面の裂さけ目めが、動物の巣穴のようになっている場所らしい。そこそこ広くて、深さも二メテルほどはあるだろう。

　耳をすますと、足音みたいな音が聞こえる。馬か。アンナマリーとシズだ。カルアたちを見失って、捜さがしているのかもしれない。どうする？　どうするもこうするもない。もうここに身を隠してしまった。出ていったら見つかるだけだ。腹を固めて、じっとしているしかない。

　ちょうどいいじゃないか。そのあいだに休めばいい。少しでも体力を回復させて、精気プラナを臍せい下かにとどめ、霊力マナを練る。練気に励はげんで、一回でも二回でもいいから魔法を使えるようにしておけば、選せん択たくの幅はばが広がる。もちろん、洗濯の幅じゃない。選択だ。洗濯、か。センタク違ちがい。

　ドロシーの勘かん違ちがいを思いだして、少し気持ちが軽くなった。今の自分は役立たずだ。何もできない。できないことをやろうとしたってしょうがない。まずは休んで、できることを増やす。それからだ。カルアは目をつぶった。

　足音はなかなか去らない。

「出てこい！　そこにいるのはわかってるんだぞ！」

　アンナマリーの声が聞こえた。遠くはないが、それほど近くもない。だいじょうぶだ。

　やがて、静かになった。

「……行っちゃったみたい？　ですねぇ」

　エルチネが口を開いても、カルアは目を閉じたままでいる。誰も答えない。

　しばらく沈ちん黙もくがつづいて、こらえかねたようにドロシーが、

「出る？」

「いや」

　ロカは即そく座ざに反対した。

「あの人たちはまだ、ここからそんなに離はなれてないと思う。このへんでぼくらを見失ったわけだから、たぶん戻ってくる」

「じゃ、その前に」

「慌あわてて移動して見つかっちゃうより、ここにいたほうがいいよ」

「シズは耳がいい」

　カルアは霊力マナを練りながら言った。霊力マナのもとになる精気プラナが、かなり少なくなっている。おかげで思うように進まないが、いらつかないことだ。

「混成人間ハイブリツドなんだ。ただの人間じゃない」

「そのハイブリッドっていうのが何か、ぼくにはわからないけど、それだったら普ふ通つうより音を頼たよりにしてるだろうね。どっちにしても、今はここで静かにしてるのが一番だよ。ぼくに任せて。かくれんぼは得意なんだ」

　果たして、ロカの予想どおり、アンナマリーたちは戻ってきた。二手に分かれて、あちこち歩きまわっているようだ。アンナマリーかシズのどちらかが、隠れ場所にかなり接近してきて、ひやひやさせられる局面もあった。でも、近づかれただけで、発見されることはついになかった。一時間くらいすると、彼女たちの気配はまた遠ざかっていった。

「一回で見つけられなかったら、二回目も見つけられないよ」

　ロカは確信を持っていたようで、ずっと落ちつきはらっていた。

「二回目は、一回目のときに見落としがあったはずだと思って捜すんだけど、だいたい一回目と同じところしか調べられなくて、確かく認にんするだけで終わっちゃうんだ。捜し物もそうだよね。何回も何回も捜して、疲つかれてきたころに、意外なところで見つけるっていうよりも、そこにあったことに気づいたりする」

「はっ」

　ドロシーは、こくっ、こくっ、とうなずいた。

「よくある。そういうことは。とてもよくある」

「きっと、別の角度で物を見たり、違う考え方をしてみるのって、それくらい難しいんだよ。しかも、あの人たちは、逃げるぼくらを追いかけてるわけだから、どうしても焦あせりがあるはずだしね。三回目はないんじゃないかな」

「でしたら、そろそろ出発してもよさげなかんじですかねぇ」

「カルアにいちゃんはどう思う？」

　ロカはなんだかやけに楽しそうだ。帝国の軍人に追われて、獣けものみたいに湿しめっぽい穴の中にひそんでいる。こんな状じよう況きようで、何がそんなにおもしろいのか。

「まだ出ないほうがいい」

　おそらく、カルアと同じことをロカも考えている。言わされているようなものだ。

「逃げるときは、追いつかれないように先を急ぐのが常じよう套とう手段だけど、重要なのは追っ手との距きよ離りだ。追っ手を先に行かせれば、そのぶん勝手に距離が開く」

「うん。だよね。ここは当面、安全だろうし、もうちょっと休んでいこうよ」

「あんまり居い心地ごこちのいい場所じゃありませんけどねぇ」

「くぅー……」

「ドロシーねえちゃんは、さっそく寝ねてるみたいだけど……」

「はやっ!?」

「ドロシーの特技だから、それは。どこでも、いつでも眠ねむれるんだよ。ていうか、隙すきあらば寝ちゃうっていったほうが正確かな……」

　ドロシーは膝ひざを崩くずして座った姿勢で、こっくりこっくりしている。カルアは口許をゆるめてしまいそうになったが、すんでのところで唇くちびるを引き結んだ。

「ぼくも仮か眠みんしよっと。少しだけ……」

　ロカは抱かかえた膝を枕まくらにして、ふう……と深い息をついた。それきりしゃべらない。まさか、もう寝入ったのか。ドロシーじゃあるまいし。

　エルチネも横になって、身体を丸めた。上から射さしこむ光は頼りないが、目をつぶっていないことはわかる。鮮あざやかな緑色の瞳ひとみが、カルアを見ている。

　なぜだか、視線をそらすことができない。

「いいの？　そういえば、秘石は」

「行けないでしょう。今さら、採とりになんて」

「ただ働きだね」

「たまにはいいです。何かで失敗すると、次はうまくいきそうだって、思えますし」

「ポジティブなんだ」

「そんなふうに考えないと、やってられないですよ？」

「そうか」

　カルアは、そういうものか、と低くつぶやいた。失敗するだけ成功が転がってくる。そんな考え方をしたことはない。

　エルチネはしきりと指に水色の髪かみの毛を絡からめたり、引っぱったりしている。

「なくしちゃったね。帽ぼう子し」

「ええ。大切な物だったのですけど。エルチネさんに……」

　エルチネは目を伏ふせ、軽く唇を嚙かんで、言いなおした。

「あたしに、魔法を教えてくれた人の、形見だったの」

「そうだったんだ」

「そうだったの」

　なんでエルチネはいきなり口調を変えたのか。カルアにはわからないし、どうでもいい。ただ、こっちが本当のエルチネなのだろう。そんな気がする。どうだっていいけど。

「でも、形あるものは、かならずいつか失われる。だからいいの、べつに。形のない魔ま法ほうは、残るから」

「魔法にも、形はあるよ」

「今の形は絶対じゃない。変わって、変わりつづけて、残ってゆく。あの人があたしに教えてくれた魔法も──あたしたちの魔法も、そうやって伝えられてきたものでしょ」

「うん」

「あたしが死んでも、魔法はなくならない。あたしたちの魔道は、つづいてゆく」

「移ろいゆく時に押し流されて、消え去ってしまうかもしれない」

「バカ」

　エルチネはそう言うと、伏せた顔を水色の髪の毛に埋うもれさせた。一眠りするつもりなのかもしれない。

　カルアも疲れている。頭痛と吐はき気けも、すっかり収まったわけじゃないが、我が慢まんすることはできる。もう慣れっこだ。これくらい、なんでもない。

　あぐらをかいて、膝の上に手を置き、目を半眼に開く。この体勢でも、全身をうまく弛し緩かんさせることができれば、心身の疲ひ労ろうを解消できる。

　万が一、ということもある。アンナマリーとシズが引き返してきたら察知できるように、聴ちよう覚かくにやや神経を集中させておく。

　そのうち雨が降りだした。

　雨あま粒つぶは、木々がちょうど傘かさになっているようで、穴の中までは入ってこない。

　たぶん二時間くらいで、ロカがぱっと顔を上げた。

「──あれ。カルアにいちゃんは、起きてたの？」

「眠れなかったんだ。僕は臆おく病びようだからね」

「臆病……？　カルアにいちゃんが？　そうは見えないけど」

「きみほど大だい胆たんじゃないことだけは、間違いないよ」

　カルアは雨音に耳を傾かたむけた。本当に、雨が枝葉や地面を叩たたく音しか聞こえない。

「訊きいてもいいかな、ロカ」

「何？　ぼくに答えられることなら、いいんだけど」

「沿海州。月公。震シン天テン鳳ホー。怨エン王朝。齊丹シヤイタン。麼禱埜マトウーヤ霊れい国こく。行けるなら、きみはどこに行ってみたい？」

「そうだなあ。カルアにいちゃんたちは、沿海州に向かってるんだったよね。沿海州は東の竜りゆう海かいに面してて、その向こうには神竜諸島があるんでしょ。海にいる竜も、それから陸竜とか飛竜も、一度でいいから見てみたいな。だけど、麼禱埜マトウーヤにも興味があるよ。だって、現存する唯ゆい一いつの古王国オルデインじゃないか。東だけじゃなくて、西のほうにも行きたいな。カレーナも、古い国だよね。あと──」

「ずいぶん物知りなんだな」

　カルアがそっと笑うと、ロカは口をつぐんだ。

「不思議に思ってたんだ。こう言っちゃなんだけど、こんな辺へん鄙ぴな村に住んでる十歳の子供が、どうして沿海州なんて知ってるんだろうってね。沿海州は東部連合に参加してる。東部連合は、陽国を中心とした、帝てい国こくに対たい抗こうするための軍事同盟だ。当然、帝国とは交易もしてない。子供どころか大人でも、聞いたことさえなくてあたりまえだ。知ってるほうがおかしい。そんな知識、きみはどこから、どうやって手に入れたの？」

「カルアにいちゃんは、王女様のお供だから、いろんなことを知ってるのかな」

「僕はそれなりの教育を受けた。だから知ってる。それだけだよ。でも、そんな機会、きみにはなかったはずだ」

「うらやましいな。ぼくも、学校に行きたかった」

「金があれば、行けるよ。帝国に税金を払はらって公民になれば、公立学校に入れる」

「公立学校に入学できるのは、四等公民以上だよね。毎年三万ダラン納めないといけない。ピクルット村に住んでる人間にとっては、大金だよ」

「だろうね。秘石を売って手に入った金は、必要な物資に変えて、公平に分配しないといけない。きっと、村には余分な金なんてないだろ。長おさだろうと何だろうと、誰だれかが金を貯ためこんだりしたら、争いの種になりかねないし」

「カルアにいちゃんは、何が言いたいのかな」

「ただ、はっきりさせておきたいだけだよ。きみは村を出たかった。どこか遠くへ行きたい。その目で広い世界を見て、いろいろな経験をしたい。そのために、とりあえず僕らと行動をともにする。それ自体はいい。きみには助けてもらってるしね。素す直なおに、すごいと思うよ。まだ十歳なのに、きみは前ぜん途と有望どころか、もう有能だ。でも、今はまだ、きみのことを信用できない」

「どうして？」

「きみが、隠かくしごとをしてる。うそをついてるからさ。もう一つ、質問がある。ピクルット村では、亡なくなった人は土に埋める、土ど葬そうするんだろ。なんで家を燃やさせた？」

「ぼくは……頼たのんでないよ。ただ、このままにはしておけないって、言っただけで」

「違ちがうよ、ロカ。きみのことだから、人間の記き憶おくなんかあてにならないって知ってて、そんなことを言ってるのかもしれないけどね。僕はたぶん、きみほど賢かしこくない。でも、記憶力はけっこういいんだ。きみはあのとき、こう言った。『お父を、このままにはしておけない。ちゃんと、燃やしてあげないと。この家ごと』ってね。エルチネがやらなくても、燃やすつもりだったんだろ？　きみはそのために、お母さんの制止を振ふりきって、家に戻もどったんだ。きみは、そうしなきゃいけなかった。そうする理由があった」

　ロカは何も言わない。カルアの目をじっと見すえて、何を考えているのか。表情や眼まな差ざしからはうかがい知れない。

「──それから、きみはこんなことも言った。『掟おきてを破ったから、魔神が怒おこったのかな。でも、お父は、悪いことなんてしない』。いろんな受けとり方ができるけど……たとえば、掟を破ったかどうか、きみは知らない、でも、破るわけがない、と思ってる、とかね。ただ、言葉どおりに解かい釈しやくすれば、きみのお父さんは掟破りをした。だけど、それは悪いことじゃない。きみはそう思ってる。つまり、きみのお父さんは、本当は掟を破ってた。その証しよう拠こを処分するために、きみはお父さんと一いつ緒しよに家を、おそらく家に隠してあった物を燃やしてしまいたかった。たぶん、帝国の紙し幣へいか、その金で買った物──きみにたくさんの知識を授さずけてくれた、本か何かを。お父さんの名めい誉よのために。そして、お母さんと、きみ自身を守るために」

「最初はね」

　ロカはちょっとだけうつむいて、奥歯を嚙みしめた。

「最初は、何でも知りたがって、すぐにぜんぶ覚えちゃうぼくに、お父が一冊の本をくれたんだ。仕事の関係で、お父は字の読み書きが少しできたから、教えてもらって、何回も、何回も読んだよ。すりきれて、ばらばらになるまで。新しい本が欲しいって、ぼくはお父にねだった。まだ五歳だったし、お父がどうやって本を手に入れたのかとか、そんなことは考えなかった。お父は本を持ってきてくれたよ。仕事で村を離はなれて、帰ってくるたびに、一冊ずつ」

　いつしかロカは微笑ほほえんでいた。思いだしているのかもしれない。その本の一冊一冊を。

「ぼくは、字がたくさん書いてあって、内容の込み入ってる本が好きだった。何とかの書とか、何とか学とか、何とか論とか、何とか全集とかね。お父はわざわざ、そういう本を探してきてくれた。それから、地図も。買ってきたんだろうって、途中からはぼくも気づいてたし、それが意味することもわかってたけど、何も言わなかった。言えなかった。ぼくはできるだけ本をだいじに扱あつかうようにして、なんべんも読んで中身を覚えた本はお父に返した。お父は村を離れるとき、その本を持っていった。そして、新しい本を買ってきてくれた」

　ロカの顔が、不意にゆがんだ。

「一度だけ、お父はぼくに謝った。おまえを学校に入れてやりたいけど、それはできない、本当にすまないって。無理なんだ。たとえお金を作ることはできたとしても、ぼくがいきなり村からいなくなったりしたら、みんな変に思う。そんなこと、できないんだ。この村で生まれた人間は、この村で生きて、この村で死ぬしかない。ぼくには、本しかなかったんだ。ぼくの世界は。それがわかってたから、お父は危険を冒おかして、ぼくに本を買ってきてくれたんだ。それしかできなくてすまないって、お父はぼくに謝ったんだ。死んでしまったぼくのお父は、そういう人だったんだ。ぼくの家には、本が三冊と、地図が二枚、それからお金が少しあった。ぼくは燃やしてしまわないといけなかった。お父は掟を破ったけど、それはぼくのためだったんだ。お父は悪くない。ぼくは──」

「わかった」

　カルアはため息をついて、うなずいてみせた。自分は何をしているのだろう。ロカに打ち明け話をさせて、傷口をえぐるような真似まねをして、何がしたかったのか。

「わかったよ、ロカ。行こう。一緒に。あの村は、きみには狭せますぎる。僕は厄やつ介かいな問題を抱かかえてるし、たいしたことはできないと思うけど、今日までなんとか生きてきた。きみが外の世界で暮らすための手伝いくらいは、たぶんできる」

「ぼくも、いくらかは手伝えると思うよ」

　ロカは上うわ目め遣づかいでカルアを見て、にこっと笑った。

「カルアにいちゃんと、ドロシーねえちゃんのこと。ドロシーねえちゃんをシャルトリーゼって呼ぶのは、やめといたほうがいいんだよね？」

「……まあね」

　このガキ。

　底が見えたと思って手で押したら、底じゃなかった。その奥に、まだ何かありそうだ。なんて子供だ。

「雨、まだやみそうにないかな」

　ロカは見上げて目を細めた。

「やんでから動いたほうがいいかもね。追っ手を先に行かせる作戦だから、焦あせる必要はないし。みんな、寝ねてるし。カルアにいちゃんも、少し横になったら？　そんなことで意地を張っても、しょうがないんじゃない？」

「意地なんか張ってないよ……」

「そう？　カルアにいちゃんは、すごく意地っ張りな人に見えるから、やせ我慢してるのかと思った」

　そこまで言われて、まだ座ったままでいたら、本当にやせ我慢をしているみたいじゃないか。もちろん、そんなことはない。カルアは身体からだを横にして、目をつぶった。

「ちょっとだけでいいんだ。ほんのちょっとで……」

　あくびが出そうになって嚙かみ殺すと、ロカがそっと笑い声をたてた。まいるよ、ほんとに。十歳のくせに。何なんだ。もう──何も考えられない。手足が、頭が重い。ひたすら重くて、沈しずんでゆく。痛みさえ遠のいて──カルアは眠ねむっていたのか。

　目を開けると、さっきよりも暗かった。エルチネとドロシーは、まだ寝ているようだ。ロカも、猫ねこみたいに丸まって、寝息を立てている。

　起きあがりたい。でも、身体が動かない。そうじゃない。カルアは起きあがりたくないのだ。こういうときに一度寝てしまったら、こうなる。だから、眠りたくなかったんだ。

　ぐずぐずしているうちに、ドロシーがむっくりと身を起こした。といっても、髪かみの毛がぼさぼさで、目はしょぼしょぼしている。まだ寝ぼけているようだ。

「……カルア？」

　返事をしないで放っておけば、そのうちまた眠ってしまうだろう。カルアの予想はくつがえされた。

　ドロシーはにじり寄ってきて、カルアの額に手をあてた。そうして首をかしげ、ううん、と唸うなる。

「熱は……あるのかないのか、よくわからない」

「……ないって。熱なんか。だいじょうぶだから」

「起きているのに、起きようとしない。カルアにしては、とてもめずらしいこと。具合がよくない証拠」

「たまたまだよ。具合なんか、悪くないし」

「そうやって、また無理をしようとする。でも、だめ。許さない。はい」

　ドロシーは自分の膝ひざを、ぽんぽん、と叩たたいてみせた。

「ここ」

「……は？　ここ？」

「こうするということ」

　ドロシーはいきなりカルアの頭を持ちあげて、自分の膝の上にのせた。何だろう、これは。いったいどういうことなのか。何が起こっているのだろう。わからない。

「よし、よし」

　ドロシーはカルアの頭を、肩かたを、背中を撫なではじめた。何してるんだよ。やめてくれないかな。ていうか、やめろ。抗こう議ぎしたい。王女なんだぞ、きみは。だめだ、こんなことしちゃ。自覚が足りない。君臣の別っていうか。よくないことだ。でも、全身がこわばっていて、喉のどもきゅっと締しまっている。声なんか、とても出せやしない。

　やがてドロシーは歌をうたいだした。聞こえるような、ほとんど聞こえないような、囁ささやくよりも小さな声で。故国くにの子守歌だ。歌詞の内容は、たわいない。いとしい我が子よ、あなたは何よりも大切で、かけがえがない、どうか泣かないで、ここにいるから、あなたはひとりじゃない、いつでもそばにいる、だから泣かないで。

　かすかな歌声は、雨音にとけこんで、カルアの胸に染しみ入ってゆく。

　頭を支えている膝の感かん触しよくとぬくもりに、いつの間にか馴な染じんでいた自分に気づくこともなかった。

　夢を見たのかもしれない。短い夢か。それとも、長い夢だったのか。それすら覚えていないけれど、ただ、誰かに別れを告げられた。その誰かは、さよならを言って、これが最後だからと口づけをせがんだ。そして──自分はどうしたのか。わからない。

　また眠ってしまったのだ。雨音は聞こえない。雨が上がったのか。いいかげん、起きないと。

　目を開けた。カルアに膝ひざ枕まくらをしていたはずのドロシーは、すぐ隣となりに寝そべっている。苦く笑しようして、起きあがりながら、穴の中を見まわした。ロカもまだ眠っているのか。どうやら、そうらしい。でも、いない。

　一人、足りない。

「エルチネ……？」

　カルアは立ちあがろうとして、気づいた。軽い。軽すぎる。あるべき重さが、そこにない。腰こしだ。

　ない。

　籠こ手てが。

　腰に吊つるしていた籠手が、無限の左手Ｌアンリミテツドと不滅の右手エヴアラステインＲが、魔ま法ほうの半永久触しよく媒ばい、第五要素石クイントウラが埋うめこまれている、魔法使いなら誰だれでも欲しがるだろう先祖伝来の遺物レリツクが、二つともなくなっている。

「やられた」







　あとがき







　僕はおいしいものを食べるのが好きです。おいしいものを食べて言葉を失い、とにかくこれはうまい、うまいったらうまい、それ以外表現しようがないし、する必要もない、うまい、といったような感じ方をする瞬しゆん間かんがとても好きです。僕は本を読むのも好きですが、本ではそんなふうにおもしろさを感じることはありません。この展開がこういう理由ですばらしいとか、この台詞せりふはこんな具合に味わい深いとか、どうしても理り屈くつじみたことを考えてしまいます。音楽はどうでしょう。僕は音楽に関する知識がないので、ただ単純に自分にとっていいか悪いかの判断しかしないし、それしかできませんから、そういう意味では、自分にとっていい音楽を聴きいたときの感覚は、おいしいものを食べたときのそれにやや近いかもしれません。でも、やっぱりおいしいものを食べたときの、まず頭の中がからっぽになって、それから、うまい、うまい、うまい、だけであっという間に満たされ、どうしようもなく心が躍おどりだすような感覚とは、本質的に違ちがうような気がします。それはおそらく、純じゆん粋すいな快楽なのでしょう。

　ところが僕は、料理が下手くそなのです。べつに不器用なわけではありません。僕はとくに器用なわけではありませんが、まあ人並みだと思います。味覚音おん痴ちなわけでもないはずです。じゃあ、どうして？　自分は料理が下手なのだと言うと、たまに不思議がられます。だって、料理なんて、レシピどおりに作ればそれなりにおいしいものができるじゃないか。たしかにそうなのです。まったく便利な世の中です、わざわざ料理本を買ってくるまでもない、ネットで調べれば、どんな料理のレシピでもたいていすぐに見つかります。そのレシピに従って、手順どおりに作ればいい。そんなこともできないの？

　これが、できないのです。いや、正確に言えば、どうやっても絶対にできないというわけではないのですが、レシピどおりに作るという本来簡単なはずのことが、僕には難しいのです。

　例を挙げましょう。豚とん汁じるを作るとします。最初に、にんじんや大根、ごぼうなどの野菜を切って、水から茹ゆでます。アクとりをして、半量の味み噌そとお酒を入れ、弱火で野菜を煮にます。豚ぶた肉にくは先に湯通ししておくといいようです。野菜が煮えたら豚肉を投入、残りの味噌を入れて、醬しよう油ゆ、化学調味料などで味を調ととのえ、香かおりづけにごま油を垂らし、豚肉に火が通ったらできあがり。簡単ですね。このとおりに作れば、おいしい豚汁ができあがっているはずです。それなのに、僕が作ると何かおかしいのです。

　まず、たいてい、入っているはずのないものが入っています。きっと冷蔵庫を開けて野菜をとりだしたときに、あ、なんかあるな、これも入れちゃえ、というふうに手にとったものだと思われます。ですが、思われる、と書いてあるとおり、本当にそうなのかどうか、僕にはわかりません。覚えていないのです。僕は無意識のうちに、そういうことをしてしまうらしいのです。何しろ意識していないので、防ぎようがありません。

　それから、手順を入れ替かえてしまうことも、よくあります。たとえば、水から野菜を煮る前に、豚肉を水から煮る、といったことをしてしまうのです。これはなんとなく覚えていることが多くて、どうも僕は、ちょっと変えてみたらどうかな？　という軽い思いつきで、そういうことをしてしまうようです。不意に思いついて、気がついたらやってしまっているので、時すでに遅おそし、これもなかなか防ぎきれません。

　あとは、調味料です。だいたいの場合、これが一番大きな失敗の原因になります。台所にはいろいろな調味料が置いてあるものですが、これをつい、ほんの出来心で加えてしまうのです。ガラムマサラ入れたらどうなるかな？　オールスパイスっていうくらいだから、これちょっと入れたらオールな味になるんじゃない？　僕は誘ゆう惑わくに駆かられて、いや、いけない、とあらがう前に、もうそれを入れてしまっているのです。一つ入れると、二つも三つも同じだという気分になって、入れまくります。もう祭状態です。

　僕が作った料理の味を一言で言うと、これ何だろう？　でしょうか。ごくごく稀まれに、他ほかの何にも似ていないけれども、なんかおいしい、という摩ま訶か不ふ思し議ぎなものができあがることもありますが、まあめったにありません。作りたてのあつあつで食べれば、なんとか食べきれないことはない、もったいないし、うまいかまずいかで言ったら正直まずいけど、というケースがほとんどです。

　もちろん、このような悲ひ惨さんな結果を避さけるために、あらかじめレシピに記き載さいがある材料だけを用意して、お経きようのようにレシピを唱えながら任務のように料理を遂すい行こうするといった方法もあるにはあるのですが、そんなの楽しくないでしょう？

　というわけで、僕は「なんかおいしい」料理を目指してたまに腕うでを振ふるっては、いつもどおりまずくてがっかりする日々を送っているのでした。

　最後に、すぶりさんをはじめ、本書の制作、出版、販はん売ばいに関かかわったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆みな様さまに深く感謝します。

　ドロシーとカルアの旅がこれからもつづいて、皆さんに楽しんでいただけることを願いつつ、今日のところは筆をおきます。またどこかでお会いしましょう。
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